
～ 2026年　2月　15日

（対象者数） 33 （回答者数） 14

～ 2026年　3月　15日

（対象者数） 4 （回答者数） 4

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

引き続き現状の課題に合わせたプログラムを組

み、さらに将来を見据えた支援を行っていきま

す。

2

職員一人一人がそれぞれの強みを活かした支援を

行うと共に、研修等により、さらに職員の質を高

めていけるよう努めます。

3
定期的な研修やマニュアルの見直しにより、さら

に専門的な質の高い支援を目指していきます。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

保護者からのご意見もあり、事業所以外との交流

は都度検討しております。今後とも保護者からの

ご意見、ご要望を聞き取り、その都度検討して参

ります。

2

イベント等のお知らせや報告書公式LINEにて発信

しております。また、事業所の紹介等は公式HPに

て掲載しております。今後は発信していることに

ついても改めて周知を行い、皆様に情報が確実に

届くよう努めてまいります。

3

同時に二種類の活動を行う際などには、事故等が

ないよう工夫した位置取りを意識していきます。

また、活動の準備や帰りの準備を定型化すること

で、動線を確保しつつ活動に入りやすい環境を整

えています。

課題に合わせたプログラム

個別支援計画書に則り、毎朝それぞれの課題に合わ

せた個別のプログラムを組んでおります。また、通

所時等で保護者から伺った個別支援計画以外の課題

についても、プログラムに組み込んで行っていま

す。

○事業所名 運動支援GYM ANT

○保護者評価実施期間
2026年　1月　15日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間
2026年　1月　7日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2026年　3月　20日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

職員の専門性

職員の多くが資格を所有しており、その種類も多岐

に亘ります。運動支援はもちろんのこと、それ以外

の活動に関しても、専門的に支援を行っておりま

す。

運動支援

体操をはじめ、様々なスポーツの経験者であるス

タッフが多く在籍しています。子どもの発達に合わ

せた様々な活動を、専門的な視点で支援を行ってお

ります。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

地域性
他の地域の子どもとの活動等は、現状としては行っ

ていない状況です。

SNS等による情報発信
SNS等での情報発信について、保護者より「行って

いるかわからない」とのご意見がありました。

教室の狭さ

定数１０名に対して指導スペースが58㎡はあるた

め基準を満たしてはいるものの、狭いとのご意見を

いただいております。

事業所における自己評価総括表公表



～ 2026年　2月　15日

（対象者数） 25 （回答者数） 14

～ 2026年　3月　15日

（対象者数） 4 （回答者数） 4

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
定期的な研修やマニュアルの見直しにより、さら

に専門的な質の高い支援を目指していきます。

2

職員一人一人がそれぞれの強みを活かした支援を

行うと共に、研修等により、さらに職員の質を高

めていけるよう努めます。

3

引き続き現状の課題に合わせたプログラムを組

み、さらに将来を見据えた支援を行っていきま

す。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

同時に二種類の活動を行う際などには、事故等が

ないよう工夫した位置取りを意識していきます。

また、活動の準備や帰りの準備を定型化すること

で、動線を確保しつつ活動に入りやすい環境を整

えています。

2

保護者からのご意見もあり、事業所以外との交流

は都度検討しております。今後とも保護者からの

ご意見、ご要望を聞き取り、その都度検討して参

ります。

3

運動支援

体操をはじめ、様々なスポーツの経験者であるス

タッフが多く在籍しています。子どもの発達に合わ

せた様々な活動を、専門的な視点で支援を行ってお

ります。

○事業所名 運動支援GYM ANT

○保護者評価実施期間
2026年　1月　15日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間
2026年　1月　7日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2026年　3月　20日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

職員の専門性

職員の多くが資格を所有しており、その種類も多岐

に亘ります。運動支援はもちろんのこと、それ以外

の活動に関しても、専門的に支援を行っておりま

す。

課題に合わせたプログラム

個別支援計画書に則り、毎朝それぞれの課題に合わ

せた個別のプログラムを組んでおります。また、通

所時等で保護者から伺った個別支援計画以外の課題

についても、プログラムに組み込んで行っていま

す。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

教室の狭さ

定数１０名に対して指導スペースが58㎡はあるた

め基準を満たしてはいるものの、狭いとのご意見を

いただいております。

地域性
他の地域の子どもとの活動等は、現状としては行っ

ていない状況です。

事業所における自己評価総括表公表



～ 2026年　2月　15日

（対象者数） 10 （回答者数） 4

～ 2026年　3月　15日

（対象者数） 4 （回答者数） 4

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

訪問先との信頼関係の上で情報共有を行い、さら

に豊かな情報量を基にした支援を行っていきま

す。

2

引き続き保護者の方々のご要望を丁寧に聞き取り

ながら訪問を行い、さらに寄り添った支援ができ

るよう努めて参ります。

3

今後とも利用児のよりよい生活と将来を目的に、

保護者、訪問先、アントがそれぞれ信頼関係の上

で協力して支援を行えるよう努めて参ります。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

約一年間を通して得た経験を今後の支援に活か

し、また、研修等により、職員の資質向上に努め

ていきます。今後は訪問目的等を明確にする仕組

み作りも行い、訪問先とも確固な信頼関係の中で

支援を行えるよう努めていきます。

2

書面やメールでのやり取りや、電話回数の調整等

について、訪問先や役所と相談を行いながら、訪

問先の負担にならないよう取り組んでいきたいと

考えております。

3

児童発達支援、放課後等デイサービスとの

連携

利用児の児童発達支援、放課後等デイサービスでの

ご様子も参考にしながら、支援を行っております。

また、児童発達支援、放課後等デイサービスでの活

動時にも、保育所等訪問支援で見つけた課題を落と

し込んでおります。

○事業所名 運動支援GYM ANT

○保護者評価実施期間
2026年　1月　15日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間
2026年　1月　7日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2026年　3月　20日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

満足度の高い支援

利用されている保護者からの評価が高く、「保育所

等訪問支援に満足している」との回答を多くいただ

いております。

訪問先との連携

保護者のご要望を基に訪問支援を行うのはもちろん

のこと、訪問先にも丁寧に要望を聞き取り、支援方

法を考えております。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

訪問支援の経験値

放課後等デイサービス・児童発達支援では8年運営

しておりますが、保育所等訪問支援としては今年度

より開始いたしました。故に、訪問先への説明が足

りず、不信感を抱かせてしまったことがありまし

た。

訪問先との連絡手段

訪問終了後のフィードバックやカンファレンスの共

有、日程調整等で訪問先の方にお時間をいただいて

しまっています。

事業所における自己評価総括表公表



運動支援GYM　ANT
公表日 2026年　　3月　　20日

チェック項目 はい いいえ

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 〇

2
利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切である

か。
〇

3

生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっている

か。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化

や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。

〇

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。ま

た、こども達の活動に合わせた空間となっているか。
〇

5
必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認めら

れる環境になっているか。 
〇

6
業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）

に、広く職員が参画しているか。
〇

7
保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設け

ており、その内容を業務改善につなげているか。
〇

8
職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善に

つなげているか。
〇

9
第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげている

か。
〇

10
職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で

研修を開催する機会が確保されているか。
〇

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。 〇

12

個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者

のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計

画を作成しているか。

〇

13

放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責

任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こ

どもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。 

〇

14
放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援

が行われているか 。
〇

15

こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマ

ルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルな

アセスメントを使用する等により確認しているか。

〇

16

放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドライ

ンの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、

「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい

及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な項目が適切に

設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。

〇

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 〇

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 〇

事業所名

工夫している点、課題や改善すべき点

環

境

・

体

制

整

備

広さの基準は満たしていますが少し天井が低いです。

定数１０名に対し指導スペースは58㎡あるので基準を満たしています。

常時3～5人の職員を配置しており、児童指導員加配加算が算定可能な加配人員も確保した上

で支援に臨んでいます。

事業所内に問題はありませんが、階段が急であるように感じます。

活動後の清掃を徹底し清潔に保つようにしています。用具の収納等も児童の目線の高さに合

わせています。

非常時や、児童のクールダウン等のために相談室、もしくは事務室を使用することがありま

す。

業

務

改

善

毎朝の朝礼や支援終わりの時間で振り返りを行っています。

支援の目的を共有するとともに成果や改善点についても意見交換しています。また、年１回

の自己評価は結果について職員で話し合い、課題の共有を行っています。

保護者会やイベントの時などにアンケートを配布し、その内容を職員間で分析しています。

また、年１回保護者の方による評価を実施し、結果を職員で分析して課題を共有していま

す。

朝礼や終礼等で、職員の意見を述べる場を設け、必要に応じて改善等の対応を行う体制が準

備できております。

外部評価は行えてはいませんが、業務改善は日々検討と改善を心掛けています。今後も全職

員による検討、改善を継続していきたいと考えております。

資質向上のために障害に対する理解を深める研修や運動補助の研修を実施しています。内部

研修のみならず外部研修にも積極的に参加しています。

適

切

な

支

援

の

提

供

事業所の療育理念に従ってプログラムの作成を行っています。また、HP上に支援内容の概要

が掲載されています。

最長半年毎のモニタリング時にアセスメントを行い、面談を実施して支援計画を作成してい

ます。

必ず職員で検討し、作成しております。職員全体で参加することで、共通認識を持った上で

支援に臨んでいます。

毎日のプログラム作成時に個々の支援計画を元に立案しています。

最長半年毎にアセスメントシートを記入して頂き、子どもの状況を把握しています。また、

個別の体操チェックシートや作業療法士監修の日常生活動作チェックシートを用いて状況を

図っています。

アセスメントツールを用いて個別支援計画書を作成しています。保護者、利用者本人の意向

や要望を踏まえながら計画書が作成されている上、必要な支援を具体的に検討、実施してい

ます。

毎日その日の全職員で意見交換を行い、プログラムを作成しています。

立案時、前回までの活動内容を参照して固定化しないよう留意しつつ立案しています。

事業所における自己評価結果公表



19
こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放

課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。
〇

20

支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の

内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行ってい

るか。

〇

21
支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援

の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。
〇

22
日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善に

つなげているか。
〇

23
定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直し

の必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。
〇

24
放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組

み合わせて支援を行っているか。
〇

25
こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決

定をする力を育てるための支援を行っているか。
〇

26
障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議

に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。
〇

27
地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、

教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。
〇

28

学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時

刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）

を適切に行っているか。

〇

29
就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支

援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。
〇

30

学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所

等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等して

いるか。

31
地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスー

パーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。
〇

32
放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動す

る機会があるか。
〇

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 〇

34
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や

課題について共通理解を持っているか。
〇

35

家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログ

ラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機

会や情報提供等を行っているか。 

〇

36
運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を

行っているか。
〇

37

放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意

思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こど

もや家族の意向を確認する機会を設けているか。 

〇

38
「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行

い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。
〇

39
家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必

要な助言と支援を行っているか。
〇

適

切

な

支

援

の

提

供 サーキットでの集団活動と個々の課題に即した個別活動を併用して行っています。

参加可能な研修には積極的に参加しています。

発達検査で関わりのあるセンターとの情報共有をもとに、モニタリング時に保護者への内容

確認を行っています。

現状、プライバシーの観点から行えておりませんが、必要に応じて活動機会を設けていきま

す。

現状は参加できていませんが機会があれば参加したいと考えています。

子どもの送迎時の保護者の方との会話のほか、連絡ノートや電話での情報共有など、密に連

絡を取り合いながら共通理解を持てるように努めています。

利用記録表、業務日報・個別メニュー及び発達療育メニューを決め、常勤・非常勤含め、支

援開始前に確認しています。

打ち合わせは毎朝行っております。振り返りに関しては次の日になることが多いですが、気づいた点や改善点を共有

しています。

利用記録表を記入し、業務終了後に常勤・非常勤含めて意見交換を行い、活動内容や児童の様子の振り返りを行って

います。

連絡ノートや利用記録表を用いてその日の支援内容を記録しています。気になる点等があっ

た時には検証し、改善を行っています。

最長６か月以内で評価・モニタリングを実施し、保護者及び職員間で課題共有した上で、活

動内容を見直しています。

ガイドラインに沿ってバランスよく支援が出来るよう心掛けています。

必要に応じて、利用者自身がトレーニング内容や回数を決めるなど自己決定する場面を設け

ています。

主にモニタリング時に、日頃の子どもとの関わり方などの相談を受けています。日々の様子

を共有をする中で、保護者の悩みや課題に寄り添うよう努力しています。

保

護

者

へ

の

説

明

等

契約時はもちろん質問や疑問のある方へは丁寧に伝えることを心がけています。

モニタリング時に保護者、本人の意向を確認しています。

どのような形で支援を進めるのかきちんとモニタリングを行い、完成した支援計画を再度説

明をして同意を得ています。

連絡ノートなどで把握し、必要に応じて話を聞く時間を設けるようにしています。また保護

者会にて悩みの相談を行う機会を設け、職員と共有しています。

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携

相談支援事業所と連携し、担当者会議には児童発達支援管理責任者が参画しています。

児童の急変時に備えて協力医療機関と連携しております。

基本的には保護者を通じて連絡等の調整を行っています。緊急時などについては、必要に応

じて直接連絡を取っています。また、送迎時に得た情報をもとに、事業所内での情報共有や

連絡調整に努めています。

主に保護者や相談支援事業所を通じて就学前に利用していた施設での状況を情報収集してい

ます。また、送迎時に子どもの様子などについて情報交換をしています。

対象者無し
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父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等によ

り、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。ま

た、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしている

か。

〇

41

こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するととも

に、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に

対応しているか。

〇

42

定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することによ

り、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対

して発信しているか。

〇

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 〇

44
障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮

をしているか。
〇

45
事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を

図っているか。
〇

46

事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感

染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するととも

に、発生を想定した訓練を実施しているか。

〇

47
業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、

定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。
〇

48
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認し

ているか。
〇

49
食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応

がされているか。

50
安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措

置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。
〇

51
こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全

計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。
〇

52
ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について

検討をしているか。
〇

53
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応を

しているか。
〇

54

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に

決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放

課後等デイサービス計画に記載しているか。

〇

保

護

者

へ

の

説

明

等

年2回保護者会を開催し保護者同士の連携の場を設けています。

苦情発生時には職員間で発生原因と改善策を共有し、迅速に対応しています。

定期的な会報は発行していませんが、保護者会や避難訓練などの行事があった時にはその様

子や内容を手紙や公式LINEにて配布・配信しています。また、HPでも活動概要を発信してい

ます。

データや個人情報は、ウイルスセキュリティや鍵付書庫に保管しており、個人情報保護マ

ニュアルを作成して取り扱いには注意しています。

虐待防止規定を定め職員に周知するとともに社内研修、虐待防止委員会の設置も行っていま

す。

契約時には必ず説明をしています。　記載が必要と思われる児童がいないため現在支援計画

に記載している事例はありません。

絵カードを用意し、短い言葉でわかりやすく説明を行うことを心がけています。また、子ど

もの様子や前後の出来事、様子から思いを読み取るようにしています。

プライバシーの観点から、現状行えておりませんが、必要に応じて活動機会を設けていきま

す。

非

常

時

等

の

対

応

各種マニュアルを策定し、職員に周知しています。対応マニュアルを掲示し、避難訓練の実

施日、内容を保護者に周知しています。緊急時の対応については保護者へ案内しておりま

す。

年2回それぞれ地震・火災・高潮・不審者を想定した対応訓練を行っています。防災グッズや

非常食の準備も行っています。

てんかん発作時の対応フローを作成し、発作の可能性がある児童には対応記録表を常時準備

しています。また、契約時に確認するだけでなく、通所時にもその都度様子を聞くなど対応

しています。

食事の提供を行っていません。

安全計画を基に、定期的な研修や訓練の実施を行っています。

避難訓練の様子や非常時の連絡体制に関する事項を、公式LINEにて適時周知しております。

ヒヤリハット事例があった時には必ず作成し、朝礼での周知等で情報の欠如がないように徹

底しています。
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チェック項目 はい いいえ

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 〇

2
利用定員やこどもの状態等に対して、職員の配置数は適切である

か。
〇

3

生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっている

か。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化

や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。

〇

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。ま

た、こども達の活動に合わせた空間となっているか。
〇

5
必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認めら

れる環境になっているか 。
〇

6
業務改善を進めるための PDCA サイクル(目標設定と振り返り)に、

広く職員が参画しているか。
〇

7
保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設け

ており、その内容を業務改善につなげているか。
〇

8
職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善に

つなげているか。 
〇

9
第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげている

か。
〇

10
職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で

研修を開催する機会が確保されているか。
〇

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか 。 〇

12

個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者

のニーズや課題を客観的に分析した上で、児童発達支援計画を作成

しているか。

〇

13

児童発達支援計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけ

でなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最

善の利益を考慮した検討が行われているか。 

〇

14
児童発達支援計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われ

ているか。 
〇

15

こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルな

アセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメ

ントを使用する等により確認しているか。

〇

16

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支

援の提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支

援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえな

がら、こどもの支援に必要な項目が適切に設定され、その上で、具

体的な支援内容が設定されているか。

〇

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 〇

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 〇

事業所名

工夫している点、課題や改善すべき点

環

境

・

体

制

整

備

定数１０名に対し指導スペースは58㎡あるので基準を満たしています。

常時3～5人の職員を配置しており、児童指導員加配加算が算定可能な加配人員も確保した上

で支援に臨んでいます。

活動の準備、帰りの準備を定型化することで動線を確保しつつ活動に入りやすい環境を整え

ています。

活動後の清掃を徹底し清潔に保つようにしています。用具の収納等も児童の目線の高さに合

わせています。

非常時や、児童のクールダウン等のために相談室、もしくは事務室を使用することがありま

す。

アセスメントツールを用いて個別支援計画書を作成しています。保護者、利用者本人の意向

や要望を踏まえながら計画書が作成されている上、必要な支援を具体的に検討、実施してい

ます。

毎日その日の全職員で意見交換を行い、プログラムを作成しています。

立案時、前回までの活動内容を参照して固定化しないよう留意しつつ立案しています。

業

務

改

善

支援の目的を共有するとともに成果や改善点についても意見交換しています。　年１回自己

評価を行っています。

年１回保護者の方による評価を実施し、結果を職員で分析して課題を共有しています。

朝礼や終礼等で、職員の意見を述べる場を設け、必要に応じて改善等の対応を行う体制が準

備できております。

外部評価は行えてはいませんが、業務改善は日々検討と改善を心掛けています。今後も全職

員による検討、改善を継続していきたいと考えております。

全職員を対象に発達障害に対する理解や運動補助の研修を実施しています。

適

切

な

支

援

の

提

供

事業所の療育理念に従ってプログラムの作成を行っています。また、HP上に支援内容の概要

が掲載されています。

最長半年毎のモニタリング時にアセスメントを行い、面談を実施して支援計画を作成してい

ます。

必ず職員で検討し、作成しております。職員全体で参加することで、共通認識を持った上で

支援に臨んでいます。

毎日のプログラム作成時に個々の支援計画を元に立案しています。

最長半年毎にアセスメントシートを記入して頂き、子どもの状況を把握しています。また、

個別の体操チェックシートや作業療法士監修の日常生活動作チェックシートを用いて状況を

図っています。

事業所における自己評価結果公表



19
こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児

童発達支援計画を作成し、支援が行われているか。
〇

20

支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の

内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行ってい

るか。

〇

21
支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援

の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。
〇

22
日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善に

つなげているか。
〇

23
定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の見直しの必要性

を判断し、適切な見直しを行っているか。
〇

24
障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議

に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。
〇

25
地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、

教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。
〇

26

併行利用や移行に向けた支援を行うなど、インクルージョン推進の

観点から支援を行っているか。また、その際、保育所や認定こども

園、幼稚園、特別支援学校(幼稚部)等との間で、支援内容等の情報

共有と相互理解を図っているか。

〇

27
就学時の移行の際には、小学校や特別支援学校(小学部)との間で、

支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。
〇

（28～30は、センターのみ回答）

地域の他の児童発達支援センターや障害児通所支援事業所等と連携

を図り、地域全体の質の向上に資する取組等を行っているか。

29
質の向上を図るため、積極的に専門家や専門機関等から助言を受け

たり、職員を外部研修に参加させているか。

30
(自立支援)協議会こども部会や地域の子ども・子育て会議等へ積極

的に参加しているか。

（31は、事業所のみ回答）

地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスー

パーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。

32
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、地域の中で他のこど

もと活動する機会があるか。
〇

33
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や

課題について共通理解を持っているか。
〇

34

家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログ

ラム(ペアレント・トレーニング等)や家族等の参加できる研修の機

会や情報提供等を行っているか。

〇

35
運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を

行っているか。
〇

36

児童発達支援計画を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊

重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家

族の意向を確認する機会を設けているか 。

〇

37
「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者

から児童発達支援計画の同意を得ているか。
〇

38
定期的に、家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応

じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。
〇

サーキットでの集団活動と個々の課題に即した個別活動を併用して行っています。

利用記録表、業務日報・個別メニュー及び発達療育メニューを決め、常勤・非常勤含め、支

援開始前に確認しています。

個別利用記録表を記入し、業務終了後に常勤・非常勤含めて意見交換を行い、活動内容や児

童の様子の振り返りを行っています。終了後に行えない場合は必ず次の日の朝に行っており

ます。振り返りに関しては気づいた点や改善点を共有しています。

個人ノート、利用記録表、個別支援内容を記録し次回の計画立案時に活用しています。

最長６か月以内で評価・モニタリングを実施し、保護者及び職員間で課題共有した上で、活

動内容を見直しています。

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携

相談支援事業所と連携し、担当者会議には児童発達支援管理責任者が参画しています。

児童の急変時に備えて協力医療機関と連携しております。

送迎時の担任からの情報をもとに事業所内での情報共有や連絡調整等に努めています。

要望により必要に応じて対応をしています。送迎時の担任からの情報をもとに事業所内での

情報共有や連絡調整に努めています。

28

適

切

な

支

援

の

提

供

31 〇
参加可能な研修には積極的に参加しております。発達検査等で関りのあるセンターとの情報

共有をもとに、モニタリング時に保護者への内容確認を行っています。

現状、プライバシーの観点から行えておりませんが、必要に応じて活動機会を設けていきま

す。

連絡ノートや送迎時を利用して、家庭での様子、事業所での様子を共有しています。

必要に応じて、準備できる体制は整えています。

モニタリング時に、日々の関わり方などの相談を受けています。様子を共有する中で、保護

者の悩みや課題に寄り添っています。

保

護

者

へ

の

説

明

等

契約時はもちろん質問や疑問のある方へは丁寧に伝えることを心がけています。

モニタリング時に保護者、本人の意向を確認しています。

どのような形で支援を進めるのかきちんとモニタリングを行い、完成した支援計画を再度説

明をして同意を得ています。

連絡ノートなどで把握し、必要に応じて話を聞く時間を設けるようにしています。また保護

者会にて悩みの相談を行う機会を設け、職員と共有しています。



39

父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等によ

り、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。ま

た、きょうだい同士で交流する機会を設ける等の支援をしている

か。

〇

40

こどもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制を整備す

るとともに、こどもや保護者に周知し、相談や申入れがあった場合

に迅速かつ適切に対応しているか。

〇

41

定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することに

より、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に

対して発信しているか。

〇

42 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 〇

43
障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮

をしているか。
〇

44
事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を

図っているか。
〇

45

事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感

染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するととも

に、発生を想定した訓練を実施しているか。

〇

46
業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備

え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。
〇

47
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認し

ているか。
〇

48
食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応

がされているか。

49
安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措

置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。
〇

50
こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全

計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。
〇

51
ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について

検討をしているか。
〇

52
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応を

しているか。
〇

53

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に

決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、児

童発達支援計画に記載しているか。

〇

保

護

者

へ

の

説

明

等

年2回保護者会を開催し保護者同士の連携の場を設けています。

相談があった場合にはすぐに体勢を整備し面談を行っています。

非

常

時

等

の

対

応

各種マニュアルを策定し、職員に周知しています。対応マニュアルを掲示し、避難訓練の実

施日、内容を保護者に周知しています。緊急時の対応については保護者へ案内しておりま

す。

年2回それぞれ地震・火災・高潮・不審者を想定した対応訓練を行っています。防災グッズや

非常食の準備も行っています。

てんかん発作時の対応フローを作成し、発作の可能性がある児童には対応記録表を常時準備

しています。また、契約時に確認するだけでなく、通所時にもその都度様子を聞くなど対応

しています。

食事の提供を行っていません。

安全計画を基に、定期的な研修や訓練の実施を行っています。

避難訓練の様子や非常時の連絡体制に関する事項を、公式LINEにて適時周知しております。

ヒヤリハット事例があった時には必ず作成し、朝礼での周知等で情報の欠如がないように徹

底しています。

虐待防止規定を定め職員に周知するとともに社内研修、虐待防止委員会の設置も行っていま

す。

契約時には必ず説明をしています。記載が必要と思われる児童がいないため現在支援計画に

記載している事例はありません。

定期的な会報は発行していませんが、保護者会や避難訓練などの行事があった時にはその様

子や内容を手紙や公式LINEにて配布・配信しています。また、HPでも活動概要を発信してい

ます。

データや個人情報は、ウイルスセキュリティや鍵付書庫に保管しており、個人情報保護マ

ニュアルを作成して取り扱いには注意しています。

絵カードを用意し、短い言葉でわかりやすく説明を行うことを心がけています。また、先入

観や思い込みではなく、子どもの行動の前後の様子から思いを読み取るように努力していま

す。

プライバシーの観点から、現状行えておりませんが、必要に応じて活動機会を設けていきま

す。



運動支援GYM　ANT
公表日 　　　　　2026年　　3月　　20日

利用児童数 33 回収数 14

チェック項目 はい
どちらとも

いえない
いいえ わからない ご意見

1 こどもの活動等のスペースが十分に確保されていると思いますか。 12 2 0 0

2 職員の配置数は適切であると思いますか。 14 0 0 0

3

生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっていると思い

ますか。また、事業所の設備等は、障害特性に応じて、バリアフリー化や

情報伝達等への配慮が適切になされていると思いますか。

14 0 0 0

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっていると思いますか。

また、こども達の活動に合わせた空間となっていると思いますか。
14 0 0 0

5
こどものことを十分に理解し、こどもの特性等に応じた専門性のある支援

が受けられていると思いますか。 
14 0 0 0

6
事業所が公表している支援プログラムは、事業所の提供する支援内容と

合っていると思いますか 。
14 0 0 0

7

こどものことを十分理解し、こどもと保護者のニーズや課題が客観的に分

析された上で、放課後等デイサービス計画（個別支援計画）が作成されて

いると思いますか。

14 0 0 0

いつも丁寧にヒアリングしてくださりあ

りがとうございます。

8

放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの

「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支

援」、「移行支援 」で示す支援内容からこどもの支援に必要な項目が適

切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されていると思います

か。

13 0 0 1

9 放課後等デイサービス計画に沿った支援が行われていると思いますか。 14 0 0 0

10
事業所の活動プログラムが固定化されないよう工夫されていると思います

か。
14 0 0 0

都度課題に合わせたプログラムを提供し

て下さり安心感があります。

11
放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会

がありますか。
3 4 4 3

・必要性を感じません。

・無くて問題ありません。

12
事業所を利用する際に、運営規程、支援プログラム、利用者負担等につい

て丁寧な説明がありましたか。
14 0 0 0

13
「放課後等デイサービス計画」を示しながら、支援内容の説明がなされま

したか。
14 0 0 0

14

事業所では、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニン

グ等)や家族等も参加できる研修会や情報提供の機会等が行われています

か。

14 0 0 0

15
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの健康や発達の状況に

ついて共通理解ができていると思いますか。
14 0 0 0

ささいな情報でも共有して下さり助かり

ます。

16 定期的に、面談や子育てに関する助言等の支援が行われていますか。 14 0 0 0

利用前後に対面で相談でき、頼りにさせ

てもらっています。

17 事業所の職員から共感的に支援をされていると思いますか。 14 0 0 0

18

父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催等により、保護者同士の交流

の機会が設けられるなど、家族への支援がされているか。また、きょうだ

い向けのイベントの開催等により、きょうだい同士の交流の機会が設けら

れるなど、きょうだいへの支援がされていますか。

14 0 0 0

兄弟の参加できるイベントが楽しかった

ので、もっとあればいいなと思います。

事業所名

ご意見を踏まえた対応

環

境

・

体

制

整

備

適

切

な

支

援

の

提

供

ありがとうございます。引き続き丁寧な

モニタリングやヒアリングを心がけてい

きます。

ありがとうございます。今後ともお子様

の段階や課題に合わせたプログラムでの

支援を行っていきます。個別支援計画書

以外の内容でも、いつでもご相談くださ

い。

ご意見ありがとうございます。参考にさ

せていただきます。

ありがとうごさいます。引き続きより良

い支援ができるよう、職員の資質の向上

にも取り組んでいきます。

ご意見ありがとうございます。参考にさ

せていただきます。

保

護

者

へ

の

説

明

等

ありがとうございます。今後も保護者の

方との共通理解のため、情報共有に勤し

みながら支援をしていきます。

保護者等からの事業所評価の集計結果公表



19

こどもや家族からの相談や申入れについて、対応の体制が整備されている

とともに、こどもや保護者に対してそのような場があることについて周

知・説明され、相談や申入れをした際に迅速かつ適切に対応されています

か。

11 2 0 1

20
こどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮がなされていると

思いますか。
13 0 0 1

21

定期的に通信やホームページ・SNS等で、活動概要や行事予定、連絡体制

等の情報や業務に関する自己評価の結果をこどもや保護者に対して発信さ

れていますか。

10 1 0 3

HP、SNS等で発信あるのかは分からな

い。

22 個人情報の取扱いに十分に留意されていると思いますか。 14 0 0 0

23

事業所では、事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュア

ル、感染症対応マニュアル等が策定され、保護者に周知・説明されていま

すか。また、発生を想定した訓練が実施されていますか。

14 0 0 0

24
事業所では、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓

練が行われていますか。
14 0 0 0

25
事業所より、こどもの安全を確保するための計画について周知される等、

安全の確保が十分に行われた上で支援が行われていると思いますか 。
14 0 0 0

26
事故等（怪我等を含む。）が発生した際に、事業所から速やかな連絡や事

故が発生した際の状況等について説明がされていると思いますか。
13 0 0 1

持病の発作が起きた時。適切な対応をし

て下さっていると思います。

27 こどもは安心感をもって通所していますか。 14 0 0 0

28 こどもは通所を楽しみにしていますか。 13 1 0 0

・スポットの連絡あったら行くからね！

と自らお願いするほど楽しみにしていま

す。

・いつも楽しく通っています。車の中で

も好きな曲をかけてくれて、楽しく過ご

しています。

29 事業所の支援に満足していますか。 14 0 0 0

家族みんな全幅の信頼を寄せさせていた

だいております。

満

足

度

ありがとうございます。今後ともお子様

が楽しくご通所できるよう努めていきま

す。

ありがとうございます。引き続きの信頼

を賜れるよう努めて参ります。

現在は主に公式LINEにて、行事予定の共

有や連絡を行っております。ご確認いた

だければと思います。

非

常

時

等

の

対

応
ありがとうございます。引き続き職員間

で適切な対応方法を共有し、備えていき

ます。

保

護

者

へ

の

説

明

等



運動支援GYM　ANT
公表日 　　　　　2026年　　3月　　20日

利用児童数 25 回収数 14

チェック項目 はい
どちらとも

いえない
いいえ わからない ご意見

1 こどもの活動等のスペースが十分に確保されていると思いますか。 8 3 2 1

2 職員の配置数は適切であると思いますか。 13 0 0 1

3

生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっていると思い

ますか。また、事業所の設備等は、障害特性に応じて、バリアフリー化や

情報伝達等への配慮が適切になされていると思いますか。

9 4 0 1

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっていると思いますか。

また、こども達の活動に合わせた空間となっていると思いますか。
9 4 0 1

教室までの階段に手すりが無いのが危な

いと思います。

5
こどものことを十分に理解し、こどもの特性等に応じた専門性のある支援

が受けられていると思いますか。 
10 3 1 0

まだ通所して間もないため、十分理解す

ることは難しいかなと思います。

6
事業所が公表している支援プログラムは、事業所の提供する支援内容と

合っていると思いますか 。
12 2 0 0

7

こどものことを十分理解し、こどもと保護者のニーズや課題が客観的に分

析された上で、児童発達支援計画（個別支援計画）が作成されていると思

いますか。

12 2 0 0

まだ通所して間もないため、十分理解す

ることは難しいかなと思います。

8

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提

供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援 」で示す支

援内容からこどもの支援に必要な項目が適切に選択され、その上で、具体

的な支援内容が設定されていると思いますか。

13 1 0 0

9 児童発達支援計画に沿った支援が行われていると思いますか。 13 1 0 0

10
事業所の活動プログラムが固定化されないよう工夫されていると思います

か。
13 0 0 1

11
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、その他地域で他のこどもと

活動する機会がありますか。
4 3 3 4

必要性を感じません。

12
事業所を利用する際に、運営規程、支援プログラム、利用者負担等につい

て丁寧な説明がありましたか。
14 0 0 0

13 「児童発達支援計画」を示しながら、支援内容の説明がなされましたか。 13 1 0 0

14

事業所では、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニン

グ等)や家族等も参加できる研修会や情報提供の機会等が行われています

か。

10 2 0 2

15
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの健康や発達の状況に

ついて共通理解ができていると思いますか。
14 2 0 0

16 定期的に、面談や子育てに関する助言等の支援が行われていますか。 11 2 0 1

17 事業所の職員から共感的に支援をされていると思いますか。 11 3 0 0

18

父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催等により、保護者同士の交流

の機会が設けられるなど、家族への支援がされているか。また、きょうだ

い向けのイベントの開催等により、きょうだい同士の交流の機会が設けら

れるなど、きょうだいへの支援がされていますか。

11 2 0 1

・なかなか参加はできていませんが、保

護者会が行われています。子供の進路に

ついてなど、いつも良いテーマで開催さ

れていると思っています。

・保護者会ではとても貴重なお話を聞く

ことができ、助かりました。

事業所名

ご意見を踏まえた対応

環

境

・

体

制

整

備 ご意見ありがとうございます。階段は建

物の共有スペースのため、対応できず心

苦しく思っております。昇降について不

安がある場合はご相談ください。

適

切

な

支

援

の

提

供

ご意見ありがとうございます。今後とも

お子様に向きあい、支援をさせていただ

ければと思います。

ご意見ありがとうございます。理解して

いただけるよう努めさせていただきま

す。

ご意見ありがとうございます。参考にさ

せていただきます。

ありがとうございます。今後とも皆様の

ニーズに合わせ、保護者会や交流会等を

開催していく所存です。

保

護

者

へ

の

説

明

等

保護者等からの事業所評価の集計結果公表



19

こどもや家族からの相談や申入れについて、対応の体制が整備されている

とともに、こどもや保護者に対してそのような場があることについて周

知・説明され、相談や申入れをした際に迅速かつ適切に対応されています

か。

10 2 0 1

連絡帳に書いたことがスルーだったこと

があったので、書かない方がいいのか

な？と思ったことがありました。

20
こどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮がなされていると

思いますか。
11 2 0 0

21

定期的に通信やホームページ・SNS等で、活動概要や行事予定、連絡体制

等の情報や業務に関する自己評価の結果をこどもや保護者に対して発信さ

れていますか。

11 1 1 0

22 個人情報の取扱いに十分に留意されていると思いますか。 10 1 0 2

23

事業所では、事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュア

ル、感染症対応マニュアル等が策定され、保護者に周知・説明されていま

すか。また、発生を想定した訓練が実施されていますか。

11 1 0 1

24
事業所では、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓

練が行われていますか。
11 1 0 1

避難訓練が行われていて、事前に日程の

連絡もいただけるので、子供も心構えが

できます。

25
事業所より、こどもの安全を確保するための計画について周知される等、

安全の確保が十分に行われた上で支援が行われていると思いますか 。
11 0 0 2

26
事故等（怪我等を含む。）が発生した際に、事業所から速やかな連絡や事

故が発生した際の状況等について説明がされていると思いますか。
9 1 0 3

27 こどもは安心感をもって通所していますか 。 9 3 1 0

・若い先生でも送迎時にしっかりと挨拶

があり、いつも気持ちが良いと感じてい

ます。

・おかげさまで出来ることが増えて成長

を感じております。

28 こどもは通所を楽しみにしていますか。 7 5 1 0

・週一回だと頑張れるみたいです。

・本人にとっては達成感や楽しさよりも

不安や緊張感が続いている様子がありま

す…

29 事業所の支援に満足していますか。 11 2 0 0

これといった変化が見られないのでまだ

わからないです。

ご不安を抱かせてしまったこと、大変申

し訳ありませんでした。できる限りお返

事させていただければと思います。確実

に伝えたい内容等は、お電話もしくは直

接お会いできたときにお話していただけ

ればと思います。

満

足

度

ありがとうございます。引き続き、より

良い支援を提供していけるよう努めてい

きます。

ご意見ありがとうございます。引き続き

保護者の方々のご要望に沿った支援を行

うと共に、お子様が楽しくご通所できる

よう努めていきます。

ご意見ありがとうございます。今後とも

お子様の様子やご要望に合わせた支援を

行っていきます。ご相談等に関しまして

は、いつでもお声がけいただければと思

います。

非

常

時

等

の

対

応

ありがとうございます。引き続き様々な

有事に備えた避難訓練を行っていきま

す。

保

護

者

へ

の

説

明

等



運動支援GYM　ANT
公表日 　　　　　2026年　　3月　　20日

利用児童数 9 回収数 4

チェック項目 はい
どちらとも

いえない
いいえ わからない ご意見

1 訪問支援に使用する教具教材が整えられていますか。 3 0 0 1

2 プライバシーに配慮された面接室等が整えられていますか。 4 0 0 0

3 事業の目的が適切に説明されていると思いますか。 4 0 0 0

4 保育所等訪問支援の頻度や時間について、相談の上決定されていますか。 4 0 0 0

5
こどもの状態に応じた支援が提供できる職員（職種や人数）体制だと思い

ますか。
4 0 0 0

6
こどものことを十分に理解し、こどもの特性等に応じた専門性のある支援

が受けられていると思いますか。 
4 0 0 0

普段の放デイでの様子を知った上で見て

もらえるのでよかったです。

7

こどものことを十分理解し、こどもと保護者のニーズや課題が客観的に分

析された上で、保育所等訪問支援計画（個別支援計画）が作成されている

と思いますか。

4 0 0 0

8
保育所等訪問支援計画（個別支援計画）には、訪問先施設や担任等の意向

が盛り込まれていると思いますか。
4 0 0 0

9

保育所等訪問支援計画には、保育所等訪問支援ガイドラインの「保育所等

訪問支援の提供すべき具体的内容」も踏まえながら、具体的な支援内容が

設定されていると思いますか。

4 0 0 0

10 保育所等訪問支援計画に沿った支援が行われていると思いますか。 4 0 0 0

11
保育所等訪問支援を実施する際、訪問先施設に配慮した支援が行われてい

ると思いますか。
4 0 0 0

12
事業所を利用する際に、運営規程、利用者負担等について丁寧な説明があ

りましたか。
4 0 0 0

13
「保育所等訪問支援計画」を示しながら、支援内容の説明がなされました

か。
4 0 0 0

14

事業所では、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニン

グ等)や家族等も参加できる研修会や情報提供の機会等が行なわれていま

すか。

3 0 0 1

15
必要なときにこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの健康や発達の状

況、課題について共通理解ができていると思いますか。
4 0 0 0

都度TEL連絡、LINE等、細やかにありが

とうございます。

16 定期的に、面談や子育てに関する助言等の支援が行われていますか。 4 0 0 0

17 事業所の職員から共感的に支援をされていると思いますか。 4 0 0 0

18

こどもや家族からの相談や申入れについて、対応の体制が整備されている

とともに、こどもや保護者に対してそのような場があることについて周

知・説明され、相談や申入れをした際に迅速かつ適切に対応されています

か。

3 0 0 1

19
こどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮がなされていると

思いますか。
4 0 0 0

20
事業所は、訪問先施設からの相談等に適切に応じ、必要な助言と支援が行

われていると思いますか。
4 0 0 0

事業所名

ご意見を踏まえた対応

環

境

・

体

制

整

備

適

切

な

支

援

の

提

供

ありがとうございます。今後とも保育所

等訪問支援、ANTでの通所、連携を取っ

て支援させていただければと思います。

保

護

者

へ

の

説

明

等

ありがとうございます。引き続き、丁寧

なフィードバックに努めていきます。ま

た、ご相談等あればお電話での対応も可

能です。

保護者からの事業所評価の集計結果公表



21
保育所等訪問支援を実施した際に、訪問先施設と訪問支援の内容について

話し合いが行われていると思いますか。
4 0 0 0

22
保育所等訪問支援を実施した際に、保護者に対して適切に共有がなされて

いると思いますか。
4 0 0 0

23

定期的に通信やホームページ・SNS等で、活動概要や連絡体制等の情報や

業務に関する自己評価の結果をこどもや保護者に対して発信されています

か。

3 0 0 1

24 個人情報の取扱いに十分に留意されていると思いますか。 4 0 0 0

25
事業所では、緊急時の対応について訪問先施設と連携し、実践できるよう

にしていると思いますか。
3 0 0 1

26
事業所より、こどもの安全を確保するための計画について周知される等、

安全の確保が十分に行われた上で支援が行われていると思いますか 。
4 0 0 0

27 こどもは訪問支援を嫌がっていませんか。 4 0 0 0

学校で先生に会ったことすら話さないの

で、そういうものと自然に受け入れてい

る感じです。

28 事業所の支援に満足していますか。 4 0 0 0

・学校での様子を知ることができて満足

しています。

・学校と保護者の想い、心配のズレなど

も見極めてそこを繋げようとして下さり

ありがとうございます。本人の家庭外で

の様子を知ることができたと共に、本人

にも気づけていない困りごとに繋がりそ

うな課題なども探ってくださって、その

事柄も普段の様子から合点がいくもの

で、それを具体的に言語化して下さるの

で、こちらとしても理解しやすいです。

ありがとうございます。これからもどう

ぞよろしくお願いいたします。

満

足

度

ご意見ありがとうございます。参考にさ

せていただきます。

ありがとうございます。今後とも保護者

やお子様にとってより良い支援となりま

すよう努めて参ります。

非

常

時

等

の

対

応

保

護

者

へ

の

説

明

等



公表日

利用児童数 9 回収数　　　　　　6

チェック項目 はい
どちらとも

いえない
いいえ ご意見 ご意見を踏まえた対応

1
訪問支援員からの助言や説明は、具体的でわかりやすく、取

り入れやすいものですか。
5 1 0

・ANTでの対応方法を伺うことができ、

大変参考になりました。

・助言は特になかった。見学後の見立て

も毎回同じようなことばかりだった。

・ありがとうございます。引き続き

ANTでの対応方法などもお伝えしなが

ら訪問支援を行わせていただければと

思います。

・利用者の訪問支援の利用目的上、あ

まり助言が行われなかったこともある

と思います。今後は目的や支援方法等

をしっかりと共有できる仕組み作りを

検討して参りたいと思います。

2
訪問支援員の支援に対する知識・技術等に満足しています

か。
5 0 1

丁寧に見取っていただいているが、年齢

相応の課題(特性に関わらない)ものが多

いと感じる

ご意見ありがとうございます。ぱっと

見では大きく表出していない困りごと

も、その子にとっては大きな困りごと

となる場合もございますので、様々な

場面を見させていただき、対応策等を

検討していきたいと考えております。

3
訪問支援員は質問に対して、適時・適切に回答してくれてい

ますか。
5 0 1

特に質問はしていない 何か困りごと等がありましたらいつで

もご相談していただければと思いま

す。丁寧に対応させていただきます。

4
保育所等訪問支援を利用したことで、課題や困りごとが解消

または軽減されましたか。
3 2 1

特に困りごとはない 何か困りごと等がありましたらいつも

で　ご相談していただければと思いま

す。丁寧に対応させていただきます。

5 事業所からの支援に満足していますか。 5 0 1

何をしに見にきているのか、スタッフの

方でどのような程度共有されているのか

疑問

保育所等訪問支援の目的や支援方法等

をわかりやすく明確化できる仕組み作

りに努めて参ります。スタッフの情報

共有につきましても、より徹底して行

いたいと思います。

①日程調整の際に、何の活動が見たいのかお伝えいただければ、多少の調整はできると思いま

す。

②当該児童の受け入れやすい言葉かけや、おさえておくとよい約束事などについてうかがうこと

ができ、大変ありがたいです。今後ともよろしくお願いします。

③ANTでの様子も教えていただきながら、子供に必要な支援の仕方を共通理解でき、大変助かっ

ています。保護者の考えを共有できるのも大変ありがたいです。

④何を私が支援してもらったのかわかりませんでした。これから何かあるのでしょうか…？

➄どのような目的で訪問しているのか不明確だった。保護者の人間関係における心配事というも

のは、訪問された方も、気にしすぎて学校の様子を見る限り、課題はないとのことだったが、訪

問が続いており、学習に対する課題に変わっていった。運動支援の事業所さんが、学習課題につ

いてどのようにフォローしているのか不明確だった。訪問支援のゴールを提示して欲しい。

①ご意見ありがとうございます。その都度ご相談させていただければと思います。

②③ありがとうございます。引き続き必要な情報を共有し、共通理解の中で、より良い保育所

等訪問支援となるよう努めて参ります。

④利用者の保育所等訪問支援の利用目的上、先生方への直接的支援を行っていない場合がござ

います。先生方のご相談を受け、対応することも可能となっておりますので、いつでも言って

いただければと思います。

➄ご意見ありがとうございます。保護者の方々からのご要望について、常々お伝えさせていた

だいているつもりではございましたが、不明確とのこと、大変申し訳ありませんでした。今後

は、明確化されるよう行わさせていただければと思います。訪問目的につきましては、ご要望

もあるため、そのご要望に合わせ対応させていただいております。学習に対する課題が浮き彫

りになってきたため、併せて行っている現状です。ANT通所時の支援内容等も今後は共有し、

明確にしていければと思います。今後ともよろしくお願いします。

事業所名
　　　　　2026年　　　3月　　　20日

運動支援GYMANT

その他のご意見 ご意見を踏まえた対応

訪問先施設からの事業所評価の集計結果公表



～ 2026年　2月　15日

（対象者数） 29 （回答者数） 12

～ 2026年　2月　15日

（対象者数） 5 （回答者数） 5

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

職員一人一人がそれぞれの強みを活かした支援を行う

と共に、研修等により、さらに職員の質を高めていけ

るよう努めます。

2
引き続き現段階の課題に合わせたプログラムを組み、

丁寧な支援を行います。

3

内部研修の他に、外部研修へより積極的に参加し、知

識と技術の向上を図ることで、より良い支援に繋げて

いきます。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

引き続き支援終了後には必ず清掃・消毒を行っていきます

が、汚れの目立ったものにはその都度購入を検討していきま

す。

2

周辺の駐車場状況等を踏まえながら検討していきます。ま

た、送迎につきましても、送迎ルートの調整のご協力や、ア

ントの最寄り駅までの送迎等、ご相談させていただきながら

取り組んでいきます。

3
保護者の方々のご要望も聞き取り、需要があるものを

発信できるよう検討して参ります。

職員の専門性
職員の多くが資格を所有しており、その種類も多岐に亘

ります。運動支援はもちろんのこと、それ以外の活動に

関しても、専門的に支援を行っております。

○事業所名 運動支援GYM　ANT第2

○保護者評価実施期間
2026年　1月　15日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間
2026年　1月　7日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2026年　3月　20日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

課題に合わせたプログラム

個別支援計画書を基に、毎朝それぞれの課題に合わせた

個別のプログラムを組んでおります。また、通所時等で

保護者から伺った個別支援計画以外の課題についても、

プログラムに組み込んで行っています。

運動支援
体操をはじめ、様々なスポーツの経験者であるスタッフ

が多く在籍しています。子どもの発達に合わせた様々な

活動を、専門的な視点で支援を行っております。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

心地よく過ごせる環境 マット等の器具に汗や汚れついてしまうことがある。

送迎の不便

事業所に駐車場がなく、ご通所時にご不便をおかけしておりま

す。また、送迎につきまして、送迎者が1台しかない兼ね合い

で、距離やお時間等で送迎範囲を設けさせていただいておりま

す。

SNS運用
主に避難訓練等の報告書やイベント等のお知らせは公式

LINEにて発信しておりますが、事業所やスタッフ、活

動などの紹介、宣伝は発信できておりません。

事業所における自己評価総括表公表



～ 2026年　2月　15日

（対象者数） 34 （回答者数）
22

～ 2026年　2月　15日

（対象者数） 5 （回答者数）
5

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

内部研修の他に、外部研修へより積極的に参加し、知

識と技術の向上を図ることで、より良い支援に繋げて

いきます。

2

様々な視点からの課題へのアプローチを意識しなが

ら、より楽しみながら成長を促せるよう支援していき

ます。

3
引き続き現段階の課題に合わせたプログラムを組み、

丁寧な支援を行います。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
保護者の方々のご要望も聞き取り、必要に応じて開催

を検討していきます。

2
保護者の方々のご要望も聞き取り、需要があるものを

発信できるよう検討して参ります。

3

周辺の駐車場状況等を踏まえながら検討していきます。ま

た、送迎につきましても、送迎ルートの調整のご協力や、ア

ントの最寄り駅までの送迎等、ご相談させていただきながら

取り組んでいきます。

運動支援
体操をはじめ、様々なスポーツの経験者であるスタッフ

が多く在籍しています。子どもの発達に合わせた様々な

活動を、専門的な視点で支援を行っております。

○事業所名 運動支援GYM　ANT第2

○保護者評価実施期間
2026年　1月　15日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間
2026年　1月　15日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2026年　3月　20日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

通所が楽しみになる支援

楽しく活動を行うことはもちろん、お子様一人一人に合

わせた支援内容やスモールステップでの支援を心掛け、

「できた」をたくさん感じられるように支援を行ってい

ます。

課題に合わせたプログラム

個別支援計画書を基に、毎朝それぞれの課題に合わせた

個別のプログラムを組んでおります。また、通所時等で

保護者から伺った個別支援計画以外の課題についても、

プログラムに組み込んで行っています。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

地域交流機会の不足
地域との連携や課外活動等のイベントが少なく、積極的

に行えていない状況です。

SNS運用
主に避難訓練等の報告書やイベント等のお知らせは公式

LINEにて発信しておりますが、事業所やスタッフ、活

動などの紹介、宣伝は発信できておりません。

送迎の不便

事業所に駐車場がなく、ご通所時にご不便をおかけしておりま

す。また、送迎につきまして、送迎者が1台しかない兼ね合い

で、距離やお時間等で送迎範囲を設けさせていただいておりま

す。

事業所における自己評価総括表公表



～ 2026年　2月　15日

（対象者数） 4 （回答者数） 3

～ 2026年　2月　15日

（対象者数） 5 （回答者数） 5

～ 2026年　2月　15日

（対象数） 4 （回答数） 2

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

引き続き保護者の方々のご要望を丁寧に聞き取りながら訪問

を行うと共に、寄り添った支援ができるよう努めて参りま

す。

2
訪問先との信頼関係の上で情報共有を行い、さらに豊かな情

報量を基に支援を行っていきます。

3

今後とも利用児のよりよい生活と将来を目的に、保護者、訪

問先、アントがそれぞれ信頼関係の上で協力して支援を行え

るよう努めて参ります。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
約一年間を通して得た経験を今後の支援に活かし、さらなる

発展に努めて参ります、

2

書面やメール、電話回数の調整等、訪問先や役所と相談を行

いながら、訪問先の負担にならないよう取り組んでいきたい

と考えております。

3

○従業者評価実施期間 2026年　1月　15日

○事業所名 運動支援GYMANT第2

○保護者評価実施期間 2026年　1月　15日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価有効回答数

○訪問先施設評価実施期間 2026年　1月　15日

○訪問先施設評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2026年　3月　20日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

わかりやすく、丁寧な報告
利用されている保護者から「細かく、わかりやすい報告」との

回答を多くいただいております。

児童発達支援、放課後等デイサービスとの

連携

児童発達支援、放課後等デイサービスでのご様子も参考にしな

がら、訪問先での困りごとを見つけ、その困りごとの支援方法

を考えております。

訪問先との連携
保護者の要望を基に訪問支援を行うのはもちろんのこと、訪問

先にも丁寧に要望を聞き取り、支援方法を考えております。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

訪問支援の経験値
放課後等デイサービス・児童発達支援では7年運営しておりま

すが、保育所等訪問支援としては今年度より開始いたしまし

た。

訪問先との連絡手段
訪問終了後のフィードバックやカンファレンスの共有や日程調

整等でお時間を頂いてしまっています。

運動支援GYMANT第2 事業所における自己評価総括表公表



（別紙５）

運動支援GYM　ANT第２
公表日 　　　　2026年　　3月　　20日

チェック項目 はい いいえ

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 ○

2
利用定員やこどもの状態等に対して、職員の配置数は適切である

か。
○

3

生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっている

か。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化

や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。

○

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。ま

た、こども達の活動に合わせた空間となっているか。
○

5
必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認めら

れる環境になっているか 。
○

6
業務改善を進めるための PDCA サイクル(目標設定と振り返り)に、

広く職員が参画しているか。
○

7
保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設け

ており、その内容を業務改善につなげているか。
○

8
職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善に

つなげているか。 
○

9
第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげている

か。
○

10
職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で

研修を開催する機会が確保されているか。
○

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか 。 ○

12

個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者

のニーズや課題を客観的に分析した上で、児童発達支援計画を作成

しているか。

○

13

児童発達支援計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけ

でなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最

善の利益を考慮した検討が行われているか。 

○

14
児童発達支援計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われ

ているか。 
○

15

こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマ

ルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルな

アセスメントを使用する等により確認しているか。

○

16

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支

援の提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支

援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえな

がら、こどもの支援に必要な項目が適切に設定され、その上で、具

体的な支援内容が設定されているか。

○

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 ○

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 ○

事業所名

工夫している点・課題や改善すべき点

環

境

・

体

制

整

備

定数１０名に対し指導スペースは67㎡あるので基準を満たしています。

常時3～5人の職員を配置しており、児童指導員加配加算が算定可能な加配人員も確保した上
で支援に臨んでいます。

活動の準備、帰りの準備を定型化することで動線を確保しつつ活動に入りやすい環境を整え
ています。入り口前に階段がある為、小さなお子様などは手をつないでの上り下りを行って
います。

活動後の清掃を徹底し清潔に保つようにしています。用具の収納等も児童の目線の高さに合
わせています。

児童の着替えやクールダウンのために相談室、もしくは事務室を利用することがあります。

標準化されたアセスメントツールを用いて個別支援計画書を作成しています。保護者、利用

者本人の要望を踏まえながら計画書が作成されている上、必要な支援を具体的に検討、実施

しています。

毎日その日の全職員で意見交換を行い、プログラムを作成しています。

立案時、前回までの活動内容を参照して固定化しないよう留意しつつ立案しています。

業

務

改

善

支援の目的を共有するとともに成果や改善点についても意見交換しています。　年１回自己評価を行っ
ています。

年１回保護者の方による評価を実施し、結果を職員で分析して課題を共有しています。

毎朝の朝礼や研修を開催し、職員の意見を把握しています。また、必要に応じて具体的な対

応策を検討しています。

現状では外部評価を導入できていません。
今後第三者による評価の方法を検討していきたいと考えております。

全職員を対象に発達障害に対する理解や運動補助の研修を実施しています。

適

切

な

支

援

の

提

供

事業所の療育理念に従ってプログラムの作成を行っています。また、HP上に支援内容の概要

が掲載されています。

最長半年毎のモニタリング時にアセスメントを行い、面談を実施して支援計画を作
成しています。

個別支援計画書作成会議に児童発達管理責任者以外の職員も参加しすることで、共通認識を

持った上で支援を行っています。

すべての職員が個別支援計画書に基づいた支援が行えるよう、計画書作成後、会議を行って

います。

最長半年毎にアセスメントシートを記入して頂き、子供の状況を把握しています。また、個
別の体操チェックシートや作業療法士監修の日常生活動作チェックシートを用いて状況を把
握しています。

事業所における自己評価結果公表



19
こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児

童発達支援計画を作成し、支援が行われているか。
○

20

支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の

内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行ってい

るか。

○

21
支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援

の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。
○

22
日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善に

つなげているか。
○

23
定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の見直しの必要性

を判断し、適切な見直しを行っているか。
○

24
障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議

に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。
○

25
地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、

教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。
○

26

併行利用や移行に向けた支援を行うなど、インクルージョン推進の

観点から支援を行っているか。また、その際、保育所や認定こども

園、幼稚園、特別支援学校(幼稚部)等との間で、支援内容等の情報

共有と相互理解を図っているか。

27
就学時の移行の際には、小学校や特別支援学校(小学部)との間で、

支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。
○

（28～30は、センターのみ回答）

地域の他の児童発達支援センターや障害児通所支援事業所等と連携

を図り、地域全体の質の向上に資する取組等を行っているか。

29
質の向上を図るため、積極的に専門家や専門機関等から助言を受け

たり、職員を外部研修に参加させているか。

30
(自立支援)協議会こども部会や地域の子ども・子育て会議等へ積極

的に参加しているか。

（31は、事業所のみ回答）

地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスー

パーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。

32
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、地域の中で他のこど

もと活動する機会があるか。
○

33
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や

課題について共通理解を持っているか。
○

34

家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログ

ラム(ペアレント・トレーニング等)や家族等の参加できる研修の機

会や情報提供等を行っているか。

○

35
運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を

行っているか。
○

36

児童発達支援計画を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊

重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家

族の意向を確認する機会を設けているか 。

○

37
「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者

から児童発達支援計画の同意を得ているか。
○

38
定期的に、家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応

じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。
○

サーキットでの集団活動と個々の課題に即した個別活動を併用して行っています。

利用記録表、業務日報・個別メニュー及び発達療育メニューを決め、常勤・非常勤含め、支
援開始前に確認しています。

個別利用記録表を記入し、業務終了後に常勤・非常勤含めて意見交換を行い、活動内容や児童の様子の振り返りを
行っています。終了後に行えない場合は必ず次の日の朝に行っております。振り返りに関しては気づいた点や改善点
を共有しています。今後も記録ノート等で周知徹底を図っていきたいと考えております。

個人ノート、利用記録表、個別支援内容を記録し次回の計画立案時に活用しています。

最長６か月以内で評価・モニタリングを実施し、保護者及び職員間で課題共有した上で、活
動内容を見直しています。

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携

相談事業所と連携し、担当者会議には児童発達支援管理責任者が参画しています。

児童の急変時に備えて協力医療機関と連携しております。

送迎時の担任からの情報をもとに事業所内での情報共有や連絡調整等に努めています。

送迎時に担任からの情報をもとに事業所内での情報共有や連絡調整に努めています。

28

適

切

な

支

援

の

提

供

連絡帳や送迎時を利用して、家庭での様子、事業所での様子を共有しています。

31 〇
参加可能な研修には積極的に参加しています。必要に応じて発達検査で関わりのあるセン

ターとの情報共有をもとに、モニタリング時に保護者への内容確認を行っています。

現状、プライバシーの観点から行えておりませんが、必要に応じて活動機会を設けていきま
す。

主にモニタリング時に、日頃の子供との関わり方などの相談を受けています。日々
の様子を共有をする中で、保護者の悩みや課題に寄り添うよう努力しています。

保

護

者

へ

の

説

明

等

契約時はもちろん質問や疑問のある方へは丁寧に伝えることを心がけています。

モニタリングの際に保護者、本人の意向を確認しています。

また、必要に応じて相談の受付も行っています。

計画書の内容を実際に見ていただき、同意のサインをいただいております。

保護者会の開催に際し、悩みの相談を行う機会を設けています。また、日ごろから相談が

あった場合には適切に対応しています。



39

父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等によ

り、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。ま

た、きょうだい同士で交流する機会を設ける等の支援をしている

か。

○

40

こどもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制を整備す

るとともに、こどもや保護者に周知し、相談や申入れがあった場合

に迅速かつ適切に対応しているか。

○

41

定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することに

より、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に

対して発信しているか。

○

42 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 ○

43
障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮

をしているか。
○

44
事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を

図っているか。
○

45

事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感

染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するととも

に、発生を想定した訓練を実施しているか。

○

46
業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備

え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。
○

47
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認し

ているか。
○

48
食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応

がされているか。

49
安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措

置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。
○

50
こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全

計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。
○

51
ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について

検討をしているか。
○

52
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応を

しているか。
○

53

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に

決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、児

童発達支援計画に記載しているか。

○

保

護

者

へ

の

説

明

等

年2回保護者会を開催し、保護者同士の交流の場を設けています。

相談があった場合にはすぐに体勢を整備し面談を行っています。

定期的な会報は発行していませんが、保護者会や避難訓練などの行事があった時にはその様子や内容を
手紙や公式LINEにて配布・配信しています。また、HPでも活動概要を発信しています。

データや個人情報は、ウイルスセキュリティや鍵付書庫に保管しており、個人情報保護マ
ニュアルを作成して取り扱いには注意しています。

虐待防止規定を定め職員に周知するとともに社内研修、虐待防止委員会の設置も行っていま
す。

契約時には必ず説明をしています。記載が必要と思われる児童がいないため現在支援計画に
記載している事例はありません。

絵カードを用意し、短い言葉でわかりやすく説明を行うことを心がけています。また、先入観や思い込みではなく、
子どもの行動の前後の様子から思いを読み取るように努力しています。

プライバシーの観点から、現状行えておりませんが、必要に応じて活動機会を設けていきま
す。

非

常

時

等

の

対

応

各種マニュアルを策定し、職員に周知しています。対応マニュアルを掲示し、避難訓練の実
施日、内容を保護者に周知しています。緊急時の対応については保護者へ案内しておりま
す。

年2回それぞれ地震・火災・不審者・高潮を想定した対応訓練を行っています。防災
グッズや非常食の準備も行っています。

現在、服薬やてんかん発作のある児童の利用はありませんが、対応マニュアルを作成し、定

期的に研修を行っています。

食事の提供を現在は行っていません。

安全計画を作成しています。また、定期的に研修、訓練の実施を行っています。

避難訓練の様子や非常時の連絡体制に関する事項を保護者向けの内容で周知しています。

ヒヤリハット事例があった時には必ず作成しスタッフ間で周知を徹底し再発防止に勤めてい
ます。



（別紙５）

運動支援GYM　ANT第２
公表日 　　　　　2026年　　3月　　20日

チェック項目 はい いいえ

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 ○

2
利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切である

か。
○

3

生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっている

か。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化

や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。

○

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。ま

た、こども達の活動に合わせた空間となっているか。
○

5
必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認めら

れる環境になっているか。 
○

6
業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）

に、広く職員が参画しているか。
○

7
保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設け

ており、その内容を業務改善につなげているか。
○

8
職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善に

つなげているか。
○

9
第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげている

か。
○

10
職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で

研修を開催する機会が確保されているか。
○

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。 ○

12

個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者

のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計

画を作成しているか。

○

13

放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責

任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こ

どもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。 

○

14
放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援

が行われているか 。
○

15

こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマ

ルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルな

アセスメントを使用する等により確認しているか。

○

16

放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドライ

ンの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、

「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい

及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な項目が適切に

設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。

○

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 ○

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 ○

事業所名

工夫していると思う点・改善が必要だと思われる点など

環

境

・

体

制

整

備

定数１０名に対し指導スペースは67㎡あるので基準を満たしています。

常時3～5人の職員を配置しており、児童指導員加配加算が算定可能な加配人員も確保した上
で支援に臨んでいます。

活動の準備、帰りの準備を定型化することで動線を確保しつつ活動に入りやすい環境を整え
ています。入り口前に階段がある為、小さなお子様などは手をつないでの上り下りを行って
います。

活動後の清掃を徹底し清潔に保つようにしています。用具の収納等も児童の目線の高さに合
わせています。

児童の着替えやクールダウンのために、相談室もしくは事務室を利用することがあります。

業

務

改

善

毎朝の朝礼で前日の振り返りを行っています。
支援の目的を共有するとともに成果や改善点についても意見交換しています。また、年１回自己評価は
結果について職員で話し合い、課題点の共有を行っています。

年１回保護者の方による評価を実施し、結果を職員で分析して課題を共有しています。また、保護者会
やイベント時などにアンケートを配布し、その内容を職員間で分析しています

毎朝の朝礼や研修を開催し、職員の意見を把握しています。また、必要に応じて具体的な対

応策を検討しています。

外部評価は行えてはいませんが、業務改善は日々検討と改善を心掛けています。今後も全職
員による検討、改善を継続していきたいと考えております。

資質向上のために障害に対する理解を深める研修や運動補助の研修を実施していま
す。内部研修のみならず外部研修にも積極的に参加しています。

適

切

な

支

援

の

提

供

事業所の療育理念に従ってプログラムの作成を行っています。また、HP上に支援内容の概要

が掲載されています。

最長半年毎のモニタリング時にアセスメントを行い、面談を実施して支援計画を作
成しています。

個別支援計画書作成会議に児童発達管理責任者以外の職員も参加しすることで、共通認識を

持った上で支援を行っています。

すべての職員が個別支援計画書に基づいた支援が行えるよう、計画書作成後、会議を行って

います。

最長半年毎にアセスメントシートを記入して頂き、子供の状況を把握しています。また、個

別の体操チェックシートや作業療法士監修の日常生活動作チェックシートを用いて状況を把

握しています。

標準化されたアセスメントツールを用いて個別支援計画書を作成しています。保護者、利用

者本人の要望を踏まえながら計画書が作成されています。必要な支援を具体的に検討、実施

しています。

毎日その日の全職員で意見交換を行い、プログラムを作成しています。

立案時、前回までの活動内容を参照して固定化しないよう留意しつつ立案していま

す。

事業所における自己評価結果公表



19
こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放

課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。
○

20

支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の

内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行ってい

るか。

○

21
支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援

の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。
○

22
日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善に

つなげているか。
○

23
定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直し

の必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。
○

24
放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組

み合わせて支援を行っているか。
○

25
こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決

定をする力を育てるための支援を行っているか。
○

26
障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議

に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。
○

27
地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、

教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。
○

28

学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時

刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）

を適切に行っているか。

○

29
就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支

援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。
○

30

学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所

等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等して

いるか。

31
地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスー

パーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。
○

32
放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動す

る機会があるか。
〇

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 ○

34
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や

課題について共通理解を持っているか。
○

35

家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログ

ラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機

会や情報提供等を行っているか。 

○

36
運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を

行っているか。
○

37

放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意

思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こど

もや家族の意向を確認する機会を設けているか。 

○

38
「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行

い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。
○

39
家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必

要な助言と支援を行っているか。
○

適

切

な

支

援

の

提

供 サーキットでの集団活動と個々の課題に即した個別活動を併用して行っています。

参加可能な研修には積極的に参加しています。必要に応じて発達検査で関わりのあるセン
ターとの情報共有をもとに、モニタリング時に保護者への内容確認を行っています。

現状行えていませんが、検討していきたいと思います。

現状は参加できていませんが機会があれば参加したいと考えています。

子供の送迎時の保護者の方との会話のほか、電話や連絡帳での情報共有など密に連絡を取り
合いながら共通理解を持てるように努めています。

利用記録表、業務日報・個別メニュー及び発達療育メニューを決め、常勤・非常勤
含め、支援開始前に確認しています。

個別利用記録表を記入し、業務終了後に常勤・非常勤含めて意見交換を行い、活動内容や児童の様子の

振り返りを行っています。終了後に行えない場合は必ず次の日の朝に行っております。振り返りに関し

ては気づいた点や改善点を共有しています。今後も記録ノート等で周知徹底を図っていきたいと考えて

おります。
連絡帳や利用記録を用いてその日の支援内容を記録しています。　気になる点等があった時には検証

し、改善を行っています。

個人ノート、利用記録表、個別支援内容を記録し次回の計画立案時に活用しています。

最長６か月以内で評価・モニタリングを実施し、保護者及び職員間で課題共有した上で、活

動内容を見直しています。

ガイドラインに沿ってバランスよく支援が出来るよう心掛けています。

必要に応じて、利用者自身がトレーニング等の内容や回数を決める場面を設けてます。

主にモニタリング時に、日頃の子供との関わり方などの相談を受けています。日々
の様子を共有をする中で、保護者の悩みや課題に寄り添うよう努力しています。

保

護

者

へ

の

説

明

等

契約時はもちろん質問や疑問のある方へは丁寧に伝えることを心がけています。

モニタリングの際に保護者、本人の意向を確認しています。

また、必要に応じて相談の受付も行っています。

計画書の内容を実際に見ていただき、同意のサインをいただいております。

保護者会の開催に際し、悩みの相談を行う機会を設けています。また日頃から相談があった

場合には適切に対応しています。

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携

相談事業所と連携し、担当者会議には児童発達支援管理責任者が参画しています。

児童の急変時に備えて協力医療機関と連携しております。

基本的には保護者を通じて連絡等の調整を行っています。緊急時などについては、必要な時に応じて直

接連絡を取っています。また、送迎時に担任からの情報をもとに事業所内での情報共有や連絡調整に努

めています。

主に保護者や相談支援事業所を通じて就学前に利用していた施設での状況を情報収集してい

ます。また、送迎時に子どもの様子などについて情報交換をしています。

現状、対象児童がいませんが、必要に応じて対応させていただきます。



40

父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等によ

り、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。ま

た、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしている

か。

○

41

こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するととも

に、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に

対応しているか。

○

42

定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することによ

り、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対

して発信しているか。

○

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 ○

44
障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮

をしているか。
○

45
事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を

図っているか。
○

46

事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感

染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するととも

に、発生を想定した訓練を実施しているか。

○

47
業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、

定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。
○

48
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認し

ているか。
○

49
食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応

がされているか。

50
安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措

置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。
○

51
こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全

計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。
○

52
ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について

検討をしているか。
○

53
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応を

しているか。
○

54

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に

決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放

課後等デイサービス計画に記載しているか。

○

保

護

者

へ

の

説

明

等

年２回保護者会を開催し、保護者同士の交流の場を設けています。

窓口を設置し、苦情があった際には迅速に対応しています。

定期的ではございませんが、保護者会や避難訓練等の行事、スポットで利用できる枠の案内

を公式ＬＩＮＥを用いて発信しています。

データや個人情報は、ウイルスセキュリティや鍵付書庫に保管しており、個人情報
保護マニュアルを作成して取り扱いには注意しています。

虐待防止規定を定め職員に周知するとともに社内研修、虐待防止委員会の設置も行っていま
す。

契約時には必ず説明をしています。記載が必要と思われる児童がいないため現在支
援計画に記載している事例はありません。

絵カード等を用意し、短い言葉でわかりやすく説明を行うことを心がけています。
また、子どもの様子や前後の出来事、様子から思いを読み取るようにしています。

現状、プライバシーの観点から行えておりませんが、必要に応じて活動機会を設けていきま
す。

非

常

時

等

の

対

応

各種マニュアルを策定し、職員に周知しています。対応マニュアルを掲示し、避難訓練の実
施日、内容を保護者に周知しています。緊急時の対応については保護者へ案内しておりま
す。

年2回それぞれ地震・火災・不審者・高潮を想定した対応訓練を行っています。防災
グッズや非常食の準備も行っています。

現在、服薬やてんかん発作のある児童の利用はありませんが、対応マニュアルを作成し、定

期的に研修を行っています。

食事の提供を現在は行っていません。

安全計画を作成しています。また、定期的に研修、訓練の実施を行っています。

避難訓練の様子や非常時の連絡体制に関する事項を保護者向けの内容で周知しています。

ヒヤリハット事例があった時には必ず作成し、スタッフ間で周知を徹底し再発防止
に勤めています。



運動支援GYM　ANT第2
公表日 　　　　2026年　　3月　　20日

チェック項目 はい いいえ

1 訪問支援に使用する場合の教具教材は適切であるか。 〇

2 利用希望者に対して、職員の配置数は適切であるか。 〇

3
業務改善を進めるためのPDCA サイクル(目標設定と振り返り)に、

広く職員が参画しているか。
〇

4
保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設け

ており、その内容を業務改善につなげているか。
〇

5
従業者の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善

につなげているか 。
〇

6
第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげている

か。
〇

7
職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で

研修を開催する機会が確保されているか。
〇

8

個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者

のニーズや課題を客観的に分析した上で、保育所等訪問支援計画を

作成しているか。

〇

9

保育所等訪問支援計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者

だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こども

の最善の利益を考慮した検討が行われているか 。

〇

10
保育所等訪問支援計画を作成する際には、訪問先施設の担当者等と

連携し、訪問先施設や担任等の意向を盛り込んでいるか。
〇

11
保育所等訪問支援計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行

われているか 。
〇

12

こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマ

ルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルな

アセスメントを使用する等により確認しているか。

〇

13

保育所等訪問支援計画には、保育所等訪問支援ガイドラインの「保

育所等訪問支援の具体的内容」も踏まえながら、具体的な支援内容

が設定されているか。

〇

14
保育所等訪問支援計画が職員間で共有され、計画に沿った支援が行

われているか。
〇

15

支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の

内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行ってい

るか。

〇

16
支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援

の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。
〇

17
保育所等訪問支援を実施する際、訪問先の理念や支援手法を尊重し

て支援を行っているか。
〇

18
毎回の支援に関して、記録を取ることを徹底し、支援の検証・改善

に繋げているか。
〇

19

定期的に保護者や訪問先の意向の確認やモニタリングを行い、保育

所等訪問支援計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っ

ているか。

〇

事業所名

工夫していると思う点・改善が必要だと思われる点

課題や改善すべき点

環

境

・

運

営

・

体

制

整

備

現状として使用しておりませんが、

要望に合わせて行う準備はできております。

十分に職員を配置しております。

全職員を対象に標準化された研修を定期的に行っています。

適

切

な

支

援

の

提

供

最長半年毎のモニタリング時にアセスメントを行い、面談を実施して支援計画を作成してい

ます。

必ず職員で検討し、作成しております。

訪問先の担当者とお話させていただき、意向を盛り込んでいます。

職員に共有し、計画に沿った支援を行っております。

最長半年毎にアセスメントシートを記入して頂き、こどもの状況を把握して確認させて頂い

ております。

学校や園・ご家庭と連携を取りながら、具体的な支援内容と設定を心がけて設定しておりま

す。

11番と同様

児童発達支援、放課後デイサービスのミーティングと一緒に行っております。

業

務

改

善

PDCAサイクルを心がけ、職員同士話し合いのもと行っています。

今年度が初めての自己評価となるため、いただいた意見を参考に業務改善に繋げていきま

す。

職員の意見を聴き、改善に繋げています。今後も同様に行っていきます。

外部評価は行えてはいませんが、業務改善は日々検討と改善を心掛けています。今後も全職

員による検討、改善を継続していきたいと考えております。

支援終了後には、職員に情報共有を行い、次回支援に繋げています。

事前に訪問先のルールや方針について確認・理解をし、その中で可能な支援を行っておりま

す。

支援の振り返りや見直しの記録を行い、全職員で共有後、その都度支援内容や方法を更新し

ています。

最長６か月以内で評価・モニタリングを実施し、保護者及び職員間で課題共有した上で、支

援内容を見直しています。

事業所における自己評価結果公表



20
障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議

に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。
〇

21
地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、

教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。
〇

22
就学時の移行の際には、小学校や特別支援学校(小学部)との間で、

支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。
〇

23
質の向上を図るため、積極的に専門家や専門機関等に助言を受けた

り、職員を外部研修に参加させているか。
〇

24
(自立支援)協議会子こども部会や地域のこども・子育て会議等へ積

極的に参加しているか。
〇

25
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や

課題について共通理解を持っているか。
〇

26

家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログ

ラム(ペアレント・トレーニング等)や家族等の参加できる研修の機

会や情報提供等を行っているか。

〇

27 運営規程、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 〇

28
訪問先施設に対し、事業の趣旨や訪問支援の目的等について適切に

説明を行っているか。
〇

29

保育所等訪問支援計画を作成する際には、こどもや保護者の意思の

尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや

家族の意向を確認する機会を設けているか 。

〇

30
「保育所等訪問支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保

護者から保育所等訪問支援計画の同意を得ているか。
〇

31
定期的に、家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応

じ、必要な助言と支援を行っているか。
〇

32

父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等によ

り、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。ま

た、きょうだい同士で交流する機会を設ける等の支援をしている

か。

〇

33

こどもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制を整備す

るとともに、こどもや保護者に周知し、相談や申入れがあった場合

に迅速かつ適切に対応しているか。

〇

34

定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することに

より、活動概要や連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信

しているか。

〇

35 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 〇

36
障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮

をしているか。
〇

37
訪問支援に加え、訪問先からの相談等に適切に応じる体制を整え、

必要な助言や支援を行っているか。
〇

38
保育所等訪問支援の実施後に、訪問先施設とカンファレンスを行っ

ているか。
〇

39
保育所等訪問支援の実施後に、家族等へ適切に支援内容等の共有を

行っているか。
〇

40 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 〇

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携

相談支援事業所と連携し、担当者会議には児童発達支援管理責任者が参画しています。

必要に応じた連携を取る体制を取っております。

未だ就学時の移行の方がいませんが、要望により必要に応じて対応をしていきます。

相談員や、療育センター等必要に合わせて助言を求めています。現状では研修に参加できて

おりませんが、参加可能な研修には参加していければと思います。

現状は参加できていませんが、機会があれば参加したいと考えております。

LINEを利用したり、通所利用の際に家庭での様子や事業所での様子を共有したりしていま

す。

事業所に掲示し、必要に応じて配布もしております。

保

護

者

等

へ

の

説

明

等

契約時はもちろん質問や疑問のある方へは丁寧に伝えることを心がけています。

訪問支援開始前に、訪問先施設へ保育所等訪問支援事業の趣旨や目的、流れ等について説明

を行っています。

モニタリング時にアセスメントを行い、面談を実施して支援計画を作成しています。

その際に、意向を確認し反映しています。

どのような形で支援を進めるのかきちんとモニタリングを行い、完成した支援計画を再度説

明をして同意を得ています。

通所時やLINEなどで把握し、必要に応じて話を聞く時間を設けるようにしています。また保

護者会にて年齢の近いグループワークを実施し、職員と共有しています。

年2回保護者会を開催し、保護者同士の交流の場を設けています。

ご相談やお申し入れがあった場合は迅速かつ適切に対応するよう努めています。

定期的な会報は発行していませんが、保護者会などの行事があった時にはその様子や内容を

手紙や公式LINEにて配布・配信しています。また、HPでも活動概要を発信しています。

データや個人情報は、ウイルスセキュリティや鍵付書庫に保管しており、個人情報保護マ

ニュアルを作成して取り扱いには注意しています。

絵カード等を用意し、短い言葉でわかりやすく説明を行うことを心がけています。また、先

入観や思い込みではなく、こどもの行動の前後の様子から思いを読み取るように努力してい

ます。

訪

問

先

施

設

へ

の

説

明

等

訪問先の職員の方から、お電話等でご連絡をいただくことがあります。

担当職員がご相談に応じています。

カンファレンスのお電話や連絡時にお時間を頂き、訪問先からの相談に応じて、助言や支援

を行っています。また、支援の進捗共有や目的・方法のすり合わせを実施しています。

送迎時やLINEを使用して、フィードバック時に支援内容や振り返りを保護者様に報告共有し

ています。

データや個人情報は、ウイルスセキュリティや鍵付書庫に保管しており、個人情報保護マ

ニュアルを作成して取り扱いには注意しています。



41
訪問先施設からの相談に適切に応じ、信頼関係を築きながら、専門

的な助言を行っているか。
〇

42

事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感

染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するととも

に、発生を想定した訓練を実施しているか。

〇

43
安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措

置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。
〇

44
ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について

検討をしているか。
〇

45
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応を

しているか。
〇

46

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に

決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、児

童発達支援計画に記載しているか。

〇

訪

問

先

施

設

へ

の

説

明

等

2025年度から始まった事業のため、更なる信頼関係の構築や専門的な助言が行えるよう尽力

していきたいと思います。

非

常

時

等

の

対

応

各種マニュアルを策定し、職員に周知しています。対応マニュアルを掲示し、避難訓練の実

施日、内容を保護者に周知しています。緊急時の対応については保護者へ案内しておりま

す。

安全計画を基に、定期的な研修や訓練の実施を行っています。

ヒヤリハット事例があった時には必ず作成し、朝礼での周知等で情報の欠如がないように徹

底しています。

虐待防止規定を定め職員に周知するとともに社内研修、虐待防止委員会の設置も行っていま

す。

契約時には必ず説明をしています。現在記載が必要と思われる児童がいないため、支援計画

に記載している事例はありません。



運動支援GYM　ANT第2
公表日 2026年3月20日

利用児童数 34 回収数 22

チェック項目 はい
どちらとも

いえない
いいえ わからない ご意見

1 こどもの活動等のスペースが十分に確保されていると思いますか。 20 2

2 職員の配置数は適切であると思いますか。 21 1

3

生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっていると思い

ますか。また、事業所の設備等は、障害特性に応じて、バリアフリー化や

情報伝達等への配慮が適切になされていると思いますか。

19 2 1

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっていると思いますか。

また、こども達の活動に合わせた空間となっていると思いますか。
21 1

5
こどものことを十分に理解し、こどもの特性等に応じた専門性のある支援

が受けられていると思いますか。 
21 1

6
事業所が公表している支援プログラムは、事業所の提供する支援内容と

合っていると思いますか 。
21 1

7

こどものことを十分理解し、こどもと保護者のニーズや課題が客観的に分

析された上で、放課後等デイサービス計画（個別支援計画）が作成されて

いると思いますか。

22
いつも細かく面談してくださってあ

りがたいです。

8

放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの

「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支

援」、「移行支援 」で示す支援内容からこどもの支援に必要な項目が適

切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されていると思います

か。

21 1

9 放課後等デイサービス計画に沿った支援が行われていると思いますか。 21 1

10
事業所の活動プログラムが固定化されないよう工夫されていると思います

か。
21 1

11
放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会

がありますか。
5 6 3 8

12
事業所を利用する際に、運営規程、支援プログラム、利用者負担等につい

て丁寧な説明がありましたか。
21

13
「放課後等デイサービス計画」を示しながら、支援内容の説明がなされま

したか。
22

14

事業所では、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニン

グ等)や家族等も参加できる研修会や情報提供の機会等が行われています

か。

19 2 1

15
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの健康や発達の状況に

ついて共通理解ができていると思いますか。
22 フィードバックが丁寧！

16 定期的に、面談や子育てに関する助言等の支援が行われていますか。 22

17 事業所の職員から共感的に支援をされていると思いますか。 22

18

父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催等により、保護者同士の交流

の機会が設けられるなど、家族への支援がされているか。また、きょうだ

い向けのイベントの開催等により、きょうだい同士の交流の機会が設けら

れるなど、きょうだいへの支援がされていますか。

19 2 1

19

こどもや家族からの相談や申入れについて、対応の体制が整備されている

とともに、こどもや保護者に対してそのような場があることについて周

知・説明され、相談や申入れをした際に迅速かつ適切に対応されています

か。

20 2

事業所名

ご意見を踏まえた対応

環

境

・

体

制

整

備

適

切

な

支

援

の

提

供

引き続き丁寧なモニタリングやヒアリン

グを心がけていきますので、お気軽にお

声掛けください。

保

護

者

へ

の

説

明

等

よりお子さまのご様子や成長、頑張りを

細やかにお伝えしていきます。

保護者等からの事業所評価の集計結果(放課後等デイサービス)公表



20
こどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮がなされていると

思いますか。
22

21

定期的に通信やホームページ・SNS等で、活動概要や行事予定、連絡体制

等の情報や業務に関する自己評価の結果をこどもや保護者に対して発信さ

れていますか。

21 1

22 個人情報の取扱いに十分に留意されていると思いますか。 21 1

23

事業所では、事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュア

ル、感染症対応マニュアル等が策定され、保護者に周知・説明されていま

すか。また、発生を想定した訓練が実施されていますか。

21 1

24
事業所では、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓

練が行われていますか。
22

25
事業所より、こどもの安全を確保するための計画について周知される等、

安全の確保が十分に行われた上で支援が行われていると思いますか 。
21 1

26
事故等（怪我等を含む。）が発生した際に、事業所から速やかな連絡や事

故が発生した際の状況等について説明がされていると思いますか。
19 1 2

27 こどもは安心感をもって通所していますか。 22
先生方のおかげで安心して通所させ

ていただいています

28 こどもは通所を楽しみにしていますか。 20 2
・疲れていきたくない時がある

・とても楽しんでいます

・毎週楽しみに通わせていただいています

29 事業所の支援に満足していますか。 22

・心身共に成長を実感しています

・子供の苦手な部分を察していただき、改善できるように

支援いただいています

・いつも連絡帳を丁寧に書いて頂き、楽しく友達やスタッ

フの方々と過ごしていることが伝わってきます。安心して

７年通えました。

非

常

時

等

の

対

応

保

護

者

へ

の

説

明

等

満

足

度

より安心感が持てるよう、内容やご様子

等を細やかにお伝えしていきます。

お子さまの疲れや体調やケガ等のご様子

に合わせて支援内容を工夫しながら行っ

ていきます。

引き続き、より良い支援を提供し、成長

を感じられるようお子さまの頑張りを細

やかにお伝えしていきます。



（別紙４）

運動支援GYM　ANT第2
公表日 　　　　　2026年　　　3月　　20日

利用児童数 29 回収数 12

チェック項目 はい
どちらとも

いえない
いいえ わからない ご意見

1 こどもの活動等のスペースが十分に確保されていると思いますか。 12

2 職員の配置数は適切であると思いますか。 11 1

3

生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっていると思い

ますか。また、事業所の設備等は、障害特性に応じて、バリアフリー化や

情報伝達等への配慮が適切になされていると思いますか。

9 3

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっていると思いますか。

また、こども達の活動に合わせた空間となっていると思いますか。
9 1 2

マットが汚れているのが気に

なる

5
こどものことを十分に理解し、こどもの特性等に応じた専門性のある支援

が受けられていると思いますか。 
11 1

6
事業所が公表している支援プログラムは、事業所の提供する支援内容と

合っていると思いますか 。
11 1

7

こどものことを十分理解し、こどもと保護者のニーズや課題が客観的に分

析された上で、児童発達支援計画（個別支援計画）が作成されていると思

いますか。

12

8

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提

供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援 」で示す支

援内容からこどもの支援に必要な項目が適切に選択され、その上で、具体

的な支援内容が設定されていると思いますか。

12

9 児童発達支援計画に沿った支援が行われていると思いますか。 11 1

10
事業所の活動プログラムが固定化されないよう工夫されていると思います

か。
11 1

11
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、その他地域で他のこどもと

活動する機会がありますか。
3 1 8

12
事業所を利用する際に、運営規程、支援プログラム、利用者負担等につい

て丁寧な説明がありましたか。
12

13 「児童発達支援計画」を示しながら、支援内容の説明がなされましたか。 12

14

事業所では、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニン

グ等)や家族等も参加できる研修会や情報提供の機会等が行われています

か。

10 1

15
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの健康や発達の状況に

ついて共通理解ができていると思いますか。
11 1

16 定期的に、面談や子育てに関する助言等の支援が行われていますか。 11 1

17 事業所の職員から共感的に支援をされていると思いますか。 12

18

父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催等により、保護者同士の交流

の機会が設けられるなど、家族への支援がされているか。また、きょうだ

い向けのイベントの開催等により、きょうだい同士の交流の機会が設けら

れるなど、きょうだいへの支援がされていますか。

8 2 2

19

こどもや家族からの相談や申入れについて、対応の体制が整備されている

とともに、こどもや保護者に対してそのような場があることについて周

知・説明され、相談や申入れをした際に迅速かつ適切に対応されています

か。

10 2

事業所名

ご意見を踏まえた対応

環

境

・

体

制

整

備
引き続き支援終了後に清掃・消毒を行っ

ていきますが、汚れが目立ってきたもの

はその都度購入を検討していきます。

適

切

な

支

援

の

提

供

保

護

者

へ

の

説

明

等

保護者等からの事業所評価の集計結果(児童発達支援)公表



20
こどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮がなされていると

思いますか。
12

21

定期的に通信やホームページ・SNS等で、活動概要や行事予定、連絡体制

等の情報や業務に関する自己評価の結果をこどもや保護者に対して発信さ

れていますか。

9 2 1

22 個人情報の取扱いに十分に留意されていると思いますか。 11 1

23

事業所では、事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュア

ル、感染症対応マニュアル等が策定され、保護者に周知・説明されていま

すか。また、発生を想定した訓練が実施されていますか。

10 1 1

24
事業所では、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓

練が行われていますか。
12

25
事業所より、こどもの安全を確保するための計画について周知される等、

安全の確保が十分に行われた上で支援が行われていると思いますか 。
12

26
事故等（怪我等を含む。）が発生した際に、事業所から速やかな連絡や事

故が発生した際の状況等について説明がされていると思いますか。
9 1 2

27 こどもは安心感をもって通所していますか 。 12

28 こどもは通所を楽しみにしていますか。 11 1
行くまでが緊張している

行く前に「やったー！」と喜んでい

る

29 事業所の支援に満足していますか。 12
心身ともに成長を実感している

アントでやった技を家で見せてくれ

る

満

足

度

通所が楽しみになるよう、引き続き支

援内容を工夫していきます。

引き続き、より良い支援を提供し、成

長を感じられるようお子さまの頑張り

を細やかにお伝えしていきます。

非

常

時

等

の

対

応

保

護

者

へ

の

説

明

等



運動支援GYM　ANT第2
公表日 　　　　　2026年　　3月　　20日

利用児童数 4 回収数 3

チェック項目 はい
どちらとも

いえない
いいえ わからない ご意見

1 訪問支援に使用する教具教材が整えられていますか。 2 1

2 プライバシーに配慮された面接室等が整えられていますか。 3

3 事業の目的が適切に説明されていると思いますか。 3

4 保育所等訪問支援の頻度や時間について、相談の上決定されていますか。 3

5
こどもの状態に応じた支援が提供できる職員（職種や人数）体制だと思い

ますか。
3

6
こどものことを十分に理解し、こどもの特性等に応じた専門性のある支援

が受けられていると思いますか。 
3

7

こどものことを十分理解し、こどもと保護者のニーズや課題が客観的に分

析された上で、保育所等訪問支援計画（個別支援計画）が作成されている

と思いますか。

3

8
保育所等訪問支援計画（個別支援計画）には、訪問先施設や担任等の意向

が盛り込まれていると思いますか。
3

9

保育所等訪問支援計画には、保育所等訪問支援ガイドラインの「保育所等

訪問支援の提供すべき具体的内容」も踏まえながら、具体的な支援内容が

設定されていると思いますか。

3

10 保育所等訪問支援計画に沿った支援が行われていると思いますか。 3

11
保育所等訪問支援を実施する際、訪問先施設に配慮した支援が行われてい

ると思いますか。
3

12
事業所を利用する際に、運営規程、利用者負担等について丁寧な説明があ

りましたか。
3

13
「保育所等訪問支援計画」を示しながら、支援内容の説明がなされました

か。
3

14

事業所では、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニン

グ等)や家族等も参加できる研修会や情報提供の機会等が行なわれていま

すか。

3

15
必要なときにこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの健康や発達の状

況、課題について共通理解ができていると思いますか。
3

16 定期的に、面談や子育てに関する助言等の支援が行われていますか。 3

17 事業所の職員から共感的に支援をされていると思いますか。 3

18

こどもや家族からの相談や申入れについて、対応の体制が整備されている

とともに、こどもや保護者に対してそのような場があることについて周

知・説明され、相談や申入れをした際に迅速かつ適切に対応されています

か。

3

19
こどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮がなされていると

思いますか。
3

20
事業所は、訪問先施設からの相談等に適切に応じ、必要な助言と支援が行

われていると思いますか。
3

事業所名

ご意見を踏まえた対応

環

境

・

体

制

整

備

適

切

な

支

援

の

提

供

保

護

者

へ

の

説

明

等

保護者からの事業所評価の集計結果(保育所等訪問支援)公表



21
保育所等訪問支援を実施した際に、訪問先施設と訪問支援の内容について

話し合いが行われていると思いますか。
3

22
保育所等訪問支援を実施した際に、保護者に対して適切に共有がなされて

いると思いますか。
3

23

定期的に通信やホームページ・SNS等で、活動概要や連絡体制等の情報や

業務に関する自己評価の結果をこどもや保護者に対して発信されています

か。

3

24 個人情報の取扱いに十分に留意されていると思いますか。 3

25
事業所では、緊急時の対応について訪問先施設と連携し、実践できるよう

にしていると思いますか。
2 1

26
事業所より、こどもの安全を確保するための計画について周知される等、

安全の確保が十分に行われた上で支援が行われていると思いますか 。
3

27 こどもは訪問支援を嫌がっていませんか。 3
先生達が見に来て、気にかけてくれる

ことをとても安心して喜んでいる

28 事業所の支援に満足していますか。 3

訪問先での出来事を細かく分かりやすく

教えていただけるのでとても助かってい

る

満

足

度

引き続き安心して生活ができるよう支援

していきます。

引き続き、丁寧なフィードバックに努め

ていきます。また、ご相談等あればお気

軽にご連絡ください。

非

常

時

等

の

対

応

保

護

者

へ

の

説

明

等



公表日

利用児童数 4 回収数 　　　　　2

チェック項目 はい
どちらとも

いえない
いいえ ご意見 ご意見を踏まえた対応

1
訪問支援員からの助言や説明は、具体的でわかりやすく、取

り入れやすいものですか。
2

・協力して対象児童の支援ができたので

はないかと思います。

引き続き、連携を取りながらより良い

支援を目指していきます。

2
訪問支援員の支援に対する知識・技術等に満足しています

か。
2

・協力して対象児童の支援ができたので

はないかと思います。

さらに知識や技術の向上を図り、より

良い支援に繋げていきます。

3
訪問支援員は質問に対して、適時・適切に回答してくれてい

ますか。
1 1

・協力して対象児童の支援ができたのではないかと

思います。

・園から一方的に話をして終わることが多かったの

で、事業所での支援方法について具体的に教えてい

ただけると良いと思いました。

アントでのご様子や支援内容等を具体

的に、より積極的にお話をさせて頂く

よう改善していきます。

4
保育所等訪問支援を利用したことで、課題や困りごとが解消

または軽減されましたか。
2

・困りごとは解決できましたが、児童に

は様々な課題があり、今後少しずつ解決

できるといいと思っています。

さらに解決していけるよう、より連携

を取り合いながら支援していきます。

5 事業所からの支援に満足していますか。 1 1

・支援員の方が明るく、対象児童と積極的に

関わって下さり、話しやすい雰囲気の方だっ

たので、安心して振り返りができました。

引き続き、明るく、相談しやすい職員

を目指し、職員の指導にあたっていき

ます。

・訪問支援の日程を２.３回まとめて決めて頂けるとありがたいです。電話の回数が多いと業務に

支障が出てしまいます。1年間ありがとうございました。今後ともよろしくお願いいたします。

・訪問時に観察だけでなく、積極的に対象時に声をかけて関わっていただき良かったと感じまし

た。忙しい中での振り返りが多かったので、後からの電話での報告と共に、文章で記載した物が

あるとよいと感じました。

・先生方の負担にならないよう、行政と相談しながらより良い方法で行っていきたいと思いま

す。また、その都度ご相談を行いながら、書面等でのフィードバックを検討していきたいと思

います。

事業所名
　　　　　2026年　　　3月　　　20日

運動支援GYMANT第2

その他のご意見 ご意見を踏まえた対応

訪問先施設からの事業所評価の集計結果公表



(事業者向け) 児童発達支援自己評価表 運動支援GYM ANT
(2025年 1月実施)

チェック項目 はい いいえ 工夫している点、課題や改善すべき点など

環

境

・

体

制

整

備

1 利用定員
が指導訓練室等スペースとの関係で適切である

か ○ 定数10名に対し指導スペースは58席あるので基準を満たしています。

2 職員の配置数は適切であるか O 常時3～5人の職員を百3置しており、児童指導員加配加算が算定可能な加
配人員も確保した上で支援に臨んでいます。

3
生活空間は、本人にわかりやすく構造化された環境になつているか。また、
障害の特性に応じ、事業所の設備等は、バリアフリー化や情報伝達等への
配慮が適切になされているか

○
活動の準備、帰りの準備を定型化することで動線を確保しつつ活動に入
りやすい環境を整えています。

4 生活空間は清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。
また、子ども達の活動に合わせた空間となっているか ○

活動後の清掃を徹底し清潔に保つようにしています。用具の収納等も児
童の目線の高さに合わせています。

5 送迎など子どもや保護者の
二十ズに合わせた体制を整えて

いるか ○
送迎ルート等、保護者の要望を間き配慮していますが、希望者全員には
行えていません。

業

務

改

善

6 業務改善を進めるためのPDCAサィクル(目標設定と振り返
り)に、広く職員が参画しているか O 支援の目的を共有するとともに成果や改善点についても意見交換しています。

年 1回自己評価を行っています。

7 a褻解 酔 綽 蒲 昔蜻 卸 ○
年 1回保護者の方による評価を実施し、結果を職員で分析して課題を其
有しています。

8

事業所向け自己評価表及び保護者向け評価表の結果を
踏まえ、事業所として自己評価を行うとともに、その結果によ
る支援の質の評価及び改善の内容を、事業所の会報や
ホームページ等で公開しているか

○ 結果を集計後にHPでノム`関しています。

9 第二者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につ
なげているか ○

外きB評価は行えてはいませんが、業矛ヵ女改善は日々検討と改善を心掛けて
います。今後も全職員による検討、改善を継続していきたいと者えてお
ります。

10 職員の資質の向上を行うために、研修の機会を確保してい
るズ)ヽ ○

全職員を対象に発達障害に対する理解や運動補助の研

'多

を実施していま
す。

適

切

な

支

援

の

提

供

11
アセスメントを適切に行い、子どもと保護者の二十ズ甲藤麗ア
を客観的に分析した上で、児童発達支援計画を作成してい
るズ)ヽ

○
最長半年毎のモニタリング時にアセスメントを行い、面談を実施して支
援計画を作成しています。

12 子どもの適応行動の状況を図るために、標準化されたアセ
スメントツールを使用しているか O

最長半年毎にアセスメントシートを記入して頂き、子供の状況を把握していま
す。また、個別の体操チェックシートや作業療法士監修の日常生活動作チェック
シートを用いて状況を図つています。

13 児童発達支援計画には、具体的な支援内容が設定されて
いるか ○

モニタリングをもとに個々の課題や支援方針、具体的な手立てを記載し
ています。

14 児童発達支援計画に沿った支援が行われているか ○ 毎日のプログラム作成時にl固々の支援計画を元に立案しています。

15 活動プログラムの立案をチームで行なっているか ○ 毎日その日の全職員で意見交換を行い、プログラムを作成しています。

16 活動プログラムが固定化しないようェ夫しているか ○
立案時、前固までの活動内容を参照して固定化しないよう留意しつつ立
案しています。

17 君こY貿靱 罫昭魃痺号化毒評源辞
を適宜組み合

○
サーキットでの集団活動とl固々の課題に即した個BU活動を併用して行つ
ています。

18 支援開始前には職員間で必ず打合せをし、その日行われる
支援の内容や役割分担について確認しているか ○

利用記録表、業務日報・ 1固屠Uメニュー及び発達療育メニューを決め、常
勤・非常勤含め、支援開始前に確認しています。

19 支援終了後には、職員間で必ず打合せをし、その日行われ
た支援の振り返りを行い、気付いた点等を共有しているか

○

個別利用記録表を記入し、業務終了後に常勤・非常勤含めて意見交換を行い、活
動内容や児童の様子の振り返りを行っています。終了後に行えない場合は跡す次
の日の朝に行っております。振り返りに関しては気づいた点や改善点を共有して
います。

20 最峯2者懸早円甲
録をとることを徹底し、支援の検証

○
個人ノート、利用記録表、l固別支援内容を記録し次国の計画立案時に活
用しています。

21 定期的
極憲蜀紹 ゃ縁

｀ヽ児童発達支援計画の見直し O 最長6か月以内で評l面 。モニタリングを実施し、保護者及び職員間で課
題共有した上で、活動内容を見直しています。

22 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議にその子ど
もの状況に精通した最もお、さわしい者が参画しているか ○

相談支援事業所と連携し、担当者会議には児童発達支援管理責任者が参
画しています。



関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携

23 母子保健や子ども
.子育て支援等の関係者や関係機関と

連携した支援を行つているか O 隊要に応して区役所や相談支援事業所等との連携を図り、定期的なモ三
タリングの際には情報共有に努めています。

24
移行支援として、保育所や認定こども園、幼稚園、特別支
援学校 (幼稚部)等との間で、支援内容等の情報共有と相
互理解を図つているか

○
送迎時の担任からの情報をもとに事業所内での情報共有や連絡調整等に
努めています。

25 移行支援として、小学校や特別支援学校(4ヽ学部)との間で
支援内容等の情報共有と相互理解を図つているか ○

要望により隊要に応じて対応をしています。送迎時の担任からの情報を
もとに事業所内での情報共有や連絡調整に努めています。

26
他の児童発達支援センターや児童発達支援事業所、発達
障害者支援センター等の専門機関と連携し、助言や研修を
受けているか

○

参加可能な研修には積極的に参加しています。
発達検査で関わりのあるセンターとの情報共有をもとに、モニタリング
8きに保護者への内容確認を行つています。

27 地域との交流や、障害のない子どもと活動する機会がある
か ○

保護者会にて地域の事業所と連携
兒弟姉妹等との交流機会を設けま

した研修会を実施したり、通所児童の
した。

28 (自 立支援)
等へ積極的

協議会子ども部会や地域の子ども,子育て会議
に参加しているか ○ 現状は参加できていませんが機会があれば参加したいと者えています。

29 日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、子どもの発達の
状況や課題について共通理解をもっているか ○

連絡ノートや送迎時を利用して、家庭での様子、事業所での様子を共有
しています。

30 運営規程、利用者負担等に
ついて丁寧な説明を行っている

か ○
契約時はもちろん質問や疑間のある方へは丁寧に伝えることを心がけて
います。

31

児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供すべき支援」の
ねらい及び支援内容とこれに基づき作成された「児童発達支援計
画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から児童発達支
援計画の同意を得ているか

O どのような形で支援を進めるのかきちんとモニタリングを行い、完成し
た支援計画を再度説明をして同意を得ています。

保

護

者

へ

の

説

明

責

任

等

32 定期的に、保護者からの子育ての悩み等に対する相談に適
切に応じ、必要な助言と支援を行っているか ○

連絡ノート声ょどで把握し、隊要に応じて話を間く時間を設けるようにしていま
す。また保護者会にて年齢の近いグループワークを実施し、職員と共有していま
す 。

33
子どもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制
を整備するとともに、子どもや保護者に周知し、相談や申入
れがあった場合に迅速かつ適切に対応しているか

○ 相談があつた場合にはすぐに体勢を整備し面談を行つています。

34 定期的に会報等を発行し、活動概要や行事予定、連絡体
制等の情報を子どもや保護者に対して発信しているか ○

定期的な会報は発行していませんが、保護者会や避難訓練などの行事があった時にはその
様写や内容を手紙や公式LINEに て配布・配信しています。また、HPでも活動概要を発信
しています。

35 個人情報の取扱いに十分注意しているか ○
データや個人情報は、ウイルスセキュリティや鍵付善庫に保管してお
り、l国人情報保護マニュアルを作成して取り扱いには注意しています。

36 障害のある子どもや保護者との意思の疎通や情報伝達のた
めの配慮をしているか ○

絵カードを用意し、短い言葉でわかりやすく説明を行うことを心がけて
います。また、先入観や熙い込みではなく、子どもの行動の前後の様子
から思いを読み取るように努力しています。

37 事業所の行事に地域住民を招待する等地域に開かれた事
業運営を図っているか ○

保護者会で近隣の施設に声を掛け、招致しています。また、イベントで
は利用者の兄弟等と一緒に活動を行うこともしています。

38
緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マ
ニュアル等を策定し、職員や保護者に周知するとともに、発
生を想定した訓練を実施しているか

○

各種マニュアルを策定し、職員に周知しています。対応マニュアルを掲
示し、避難訓4東の実施日、内容を保護者に周知しています。緊急時の対
応については保護者へ案内しております。

39 非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要
な訓練を行っているか ○

年2固それぞれ地震・火災・高潮・不
~番
者を想定した対応訓練を行つて

います。防災グッズや非常食の準備も行つています。

非

常

時

の

対

応

40 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況
を確認しているか ○

てんかん発作時の対応フローを作成し、発作の可能性がある児童には対応記録表
を常時準備しています。また、契約時に確認するだけでなく、通所時にもその者8
度様子を間くなど対応しています。

41 食物ア
レルギーのある子どもについて、医師の指示書に基

づく対応がされているか 食事の提供を行つていません。

42 ヒヤリハット事例集を作成して事業所内で共有しているか ○
ヒヤリハット事例があつた時には町す作成し、朝礼での周矢□等で情報の
欠如がないように徹底しています。

43 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切
な対応をしているか ○

虐待防止規定を定め職員に周知するとともに社内研修、虐待防止委員会
の設置も行つています。

44
どのような場合にやむを得ず身体拘束を行う力Чこついて、組織的に
決定し、子どもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、
児童発達支援計画に記載しているか

○
契約時には隊す説明をしています。記載が財要と思われる児童がいない
ため現在支援計画に記載している事例はありません。



事業者向け 放課後等デイサービス評価表 運動支援GYM ANT

(2025年 1局実施)

チェック項目 はい いしヽえ 改善目標、工夫している点など

環
境

体
市J
整
備

①
利用定員が指導訓練室等スペースとの関係で適切で
あるか ○

広さの基準は満たしていますが少し天丼が低いです。
定数10名 に対し指導スペースは58活あるので基準を満たしています。

② 職員の配置数は適切であるか ○
常時3～5人の職員を配置しており、児童指導員加配加算が算定可能な加配人員
も確保した上で支援に臨んでいます。

③
事業所の設備等につしヽて、バリアフリー化の配慮が
適切になされているか ○ 事業所内に問題はありませんが、階段が急であるように感じます。

業
務
改
善

④
業務改善を進めるための、 PDCAサ イクル (目標
設定と振り返り)に、広く職員が参画しているか ○

毎朝の朝礼や支援終わりの時間で振り返りを行っています。
支援の目的を共有するとともに成果や改善点についても意見交換していま
また、年 1回の自己評価は結果について職員で話し合い、課題の共有を行
います。

す。
つて

⑤
保護者等向け。平価票を活用するなどによリアンケー

ト調査を実施して保護者等の意向等を把握し、業務
改善につなげてしヽるか

○
保護者会やイベントの時などにアンケートを配布し、その内容を職員間で分析
しています。また、年 1回保護者の方による評価を実施し、結果を職員で分析
して課題を共有しています。

⑥
この自己評価の結果を、事業所の会報やホームペー
ジ等で公開しているア〕` ○ ホームページ上で公開しています。

⑦
第二者による外部評価を行い、評価結果を業務改善
につなげてしヽるか 〇

外部評価は行えてはいませんが、業務改善は日′マ検討と改善を心掛けていま
す。◆後も全臓員による検討、改善を継続していきたいと者えております。

③
母観員の資質の向上を行うために、研修の機会を確保
しているか ○

資質向上のために障害に対する理解を深める研修や運動補助の研修を実施して
います。内部研修のみならす外部研修にも積極的に参加しています。

適
切
な
支
援
の
提
供

⑨

アセスメントを適切に行しヽ、子どもと保護者のニー
ズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイ
サービス計画を作成してしヽるア)｀

O 最長半年毎のモニタリング時にアセスメントを行い、面談を実施して支援計画
を作成しています。

⑩
子どもの適応行動の状況を図るために、標準化され
たアセスメントツールを使用 してしヽるか O

最長半年毎にアセスメントシートを記入して頂き、子どもの状況を把握してい
ます。また、個別の体操チェックシートや作業療法士監修の日常生活動作
チェックシートを用しヽて状況を図つています。

① 活動プログラムの立案をチームで行つているか ○ 毎日その日の全H観員で意見交換を行い、プログラムを作成しています。

⑫ 活重lプログラムを固定 1と しないよう工夫しているか O 立案時、前□までの活動内容を参照して固定化しないよう留意しつつ立案して
います。

O 平日、休日、長期体暇に応して、課題をきめ細やか
に設定して支援 してしヽるか ○

その日によってl固々の個別支援計画書に記南兌された内容と照らし合わせ、細かく課題を
設定しています。

①

子どもの状況に応 して、個別活璽lと集団活憂

'を

適宜
組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成 して
しヽるか

○
サーキットでの集団活動とl固々の課題に即したI固別活動を併用して行っていま
す。

①

支援開始前には職員間でl必す打ち合わせをし、その
日行われる支援の内容や役割分担につしヽて確認して
いるか

O 利用記録表、業務日報・個別メニュー及び発達療育メニューを決め、常勤・非
常勤含め、支援開始前に確認しています。

⑩

支援終了後には、踏員間で跡す打ち合わせをし、そ
の日行われた支援の振り返りを行い、気づいた点等
を共有してしヽるか

O
打ち合わせは毎朝行っております。振り返りに関しては次の日になることが多
いですが、気づいた点や改善点を共有しています。
利用記録表を記入し、業務終了後に常勤・非常勤含めて意見交換を行い、活動
内容や児童の様子の振り返りを行っています。

①
日
'マ

の支援に関して正しく記録を取ることを徹底
し、支援の検証・改善につなげてしヽるか ○

連絡ノートや利用記録表を用いてその日の支援内容を記録しています。気にな
る点等があつた時には検証し、改善を行つています。

①
定期的にモニタリングを行しヽ、放課後等デイサービ
ス計画の見直しの跡要性を判断しているか ○

最長6か月以内で評価。モニタリングを実施し、保護者及び職員間で課題共有
した上で、活動内容を見直しています。

①
ガイドラインの総則の基本活動を複数組み合わせて
支援を行っているか ○ ガイドラインに沿ってバランスよく支援が出来るよう心掛けています。



関
係
機
関
や
保
護
者
と
の
連
携
関
イ系
機
関
や
保
護
者
と
の
連
携

⑩

障害児相談支援事業所のサービス担当者会議にその
子どもの状況に精通した最も心さわししヽ者が参画し
ているズ)｀

○
相談支援事業所と連携し、担当者会議には児童発達支援管理責任者が参画して
います。

⑪

学校との情報共有 (年間計画・行事予定等の交換、
子どもの下校時亥」の確認等)、 連絡調整 (送迎時の
対応、 トラブル発生時の連絡)を通切に行っている
か

○
基本的には保護者を通じて連絡等の調整を行っています。緊急時などについて
は、隊要に応して直接連絡を取つています。また、送迎時に得た情報をもと
に、事業所内での情報共有や連絡調整に努めています。

②
医療ケアが跡要な子どもを受け入れる場合は、子ど
もの主治医等と連率各体制を整えているか / 対象者無し

④

就学前に利用 していた保育所や幼稚園、認定ことも
園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互
理解に努めてしヽるメ)｀

○
主に保護者や相談支援事業所を通じて就学前に利用していた施設での状況を情
報収集しています。また、送迎時に子どもの様子などについて情報交換をして
います。

②
学校を卒業 し、放課後等デイサービス事業所から障
害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまで
の支援内容等の情報を提供する等しているか

対象者無し

⑮
児童発達支援センターや発達障碍者支援センター等
の尊門機関と連携し、助言や研修を受けてしヽるか ○

参加可能な研修には積極的に参加しています。
発達検査で関わりのあるセンターとの情報共有をもと
護者への内容確認を行つています。

に、モニタリング時に保

④
放課後児童クラブや児童館との交流や、障害のない
〒どもと活動する機会はあるか O 保護者会にて地域の事業所

妹等との交流機会を設けま
と連携した研修会を実施したり、通所児童の兄弟姉
した。

④
(地域自立支援)協議会等へ積極的に参加している
か O 現状は参加できていませんズ〕1機会があれば参加したいと者えています。

⑪

日頃から子どもの状況を保護者と伝えあい、子ども
の発達の状況や課題について共通理解を持っている
か

○
子どもの送迎8きの保護者の方との会話のほか、連絡ノートや電話での情報共有
など、密に連絡を取り合いながら共通理解を持てるように努めています。

⑩
保護者の対応力の向上を図る観点から、保護者に対
してペアレント・トレーニング等の支援を行ってい
るか

○
主にモニタリング時に、日頃の子どもとの関わり方などの相談を受けていま
す。日々の様子を共有をする中で、保護者の悩みや課題に寄り添うよう努力し
ています。

保
護
者
ヘ

の
説
明
責
任

等

⑩
運営規程、支援の内容、利用者負担等について丁寧
な説明を行っているか O 契約時はもちろん質問や疑間のある方へは丁寧に伝えることを心がけていま

す。

①
保護者からの子育ての悩み等に対する相。炎に適切に
応し、感要な助言と支援を行つているア〕` ○

連絡帳や電話などで把握し、町要に応じて話を間く時間を設けるようにしてい
ます。また、保護者会にて年齢の近いグループワークを実施し、職員や周囲に
悩みを相談する機会をつくっています。

⑫
父§会の活動を支援したり、保護者会等を開催する
等により、保護者同士の連携を支援しているか O 年2回保護者会を開催し保護者同士の連携の場を設けています。

③
子ども もヽ保護者からの苦情について、対応の体制を
整備するとともに、子どもや保護者に周知し、苦情
があつた場合に迅速かつ適切に対廟しているか

○ 苦1盾発生8きには贈員間で発生原因と改善策を共有し、迅速に対廟しています。

◎

定期的に会報等を発行し、活動概要や行事予定、連
絡体制等の情報を子どもや保護者に対 して発信して
しヽるア〕`

O 定期的な会報は発行していませんが、保護者念や避難訓練などの行事があったaきにはその様子や内容を手紙や
公式LINEに て配布・配信しています。また、HPても活褻ll概要を堤信しています。

③ l国人情報に十分注意してしヽるズ)｀ O データや個人情報は、ウイルスセキュリティや鍵付書庫に保管しており、個人
情報保護マニュアルを作成して取り扱いには注意しています。

⑩
障害のある子どもや保護者との意思の疎通や情報伝
達のための配慮をしているか ○

絵カード
す。また
います。

を用意し、短い言葉でわかりやす<説明を行うことを心がけていま
、子どもの様子や前後の出来事、様子から思いを読み取るようにして

⑤
事業所の行事に地域住民を招待する等地域に開かれ
た事業運営を図つてしヽるか O 保護者会にて地域の事業所と連携した研修会を実施したり、イベントでは通所

児童の兄弟姉妹等との交流機会を設けました。

プに
常
時
の
文」
応

①

緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対
応マニュアルを策定し、職員や保護者に同知してしヽ
るか

○
各種マニュアルを策定し、職員に周知しています。対応マニュアルを掲示し、
避難訓練の実施日、内容を保護者に周知しています。緊急時の対廟については
保護者へ案内しております。

①
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出そのほ
か跡要な訓練を行つているか ○

年2回それぞれ地震・火災・高潮・不害者を想定した対応訓練を行つています。
防災グッズや非常倉の準備も行つています。

①
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する
等、適切な対応をしているか O 虐待防止規定を定め職員に周知するとともに社内研修、虐待防止委員会の設置も行って

います。

①

どのような場合にやむを得す身体拘束を行うかにつ
しヽて、組織的に決定し、子どもや保護者に事前に十
分説明し了解を得たうえて、放課後等デイサービス
計画に記朝しているア〕`

○
契約時には必す説明をしています。
現在支援計画に記嘉好している事例は

記載が跡要と思われる児童がいないため
ありません。

⑫
食物アレルギーのある子どもについて、医師の指示
書に基づく対応がされているか / 倉事の提供を行つていません。

①
ヒヤリハット事例集を作成して事業所内で共有して
しヽるか ○

ヒヤリハット事例があつた時には跡す作成し、朝礼での周矢□等で情報の欠如が
ないように徹底しています。



【2024年 度 児童発達支援評価 保護者様アンケート結果】

・ 2025年 1月実施
・ 回答世帯数 15世帯

運動支援GYM ANT

チェック項目 はしヽ どちらとも
いえない しヽいえ ご意見

環
境

・
体
制
整
備

“

子どもの活動等のスペースが十分に確保されているか 13 1 1

。少し択しヽよつに思います。運動をするので、もっと広しヽ万がしヽしヽズ)｀
なと思う
→ご意見ありがとうございます。定数 10名 に対し芋旨導スペースは
58浦ありますので基準を満たしております。その上で児重の活動内
容に合わせその者B度柔軟に配置しておりますが、◆後もスペースの活
用を工夫して行つていきたいと冦しヽます

2 暇員の配置数や専門性は適切であるか 呵3 2

3
生活空間は、本人にわかりやすい構造化された環境になってしヽる
ダ)｀。また、障害の特性に応し、事業所の設傭等は、パリアフリー|し
や↑膏報伝達等への配慮が適切になされているか

13 2

4 生活空間は清潔で、心地よく過ごせる環境になってしヽるアう`。また、子どもたちの活動に合わせた空間になってしヽるか 司3 2

5 送迎など子どもや保護者のエーズに合わせた体市」を整えているア)｀ 12 3

適
切
な
支
援

の
提
供

6 テどもと保護者のニーズや課題が客観的に分析された上で、児望
~発

達支援計画が作成されているか 14 1

・ 」撃なtニタリンクで寮心てきます
→相談等はできるだけ早急に支」応させていただきますので、いつでも
お声がけくださしヽ

7 児童発達支援計画には、具体的な支援内容が設定されているか ¶5

8 児童発達支援計画に沿つた支援が行われているか ¶5

9 活動プログラムが固定化し声ょいようェ夫されてしヽるか 12 3

・色′マ声d活動を提供して下さり、楽しく活動できているようです
→ありがとうござしヽます。◆後も楽しく活動してもらえるよう工夫し
ながら取り組んでしヽきます

10 l'と域との交流や、障害のない子どもと活動する機会があるか 7 6 2

・連P九のアヽン屋さんを交えたイベントや兄ヨ3も参力8できるイベントな
どがあつて良しヽと思う
→ありがとうごさいます。今後も様

'マ

なイベントを行っていきたいと
8つております。ご参加お待ちしております

保
護
者

へ
の
説
明
等

11 運営規程、利用者員担等について丁寧な説明を行っているか 14 司

12 「児童発達支援計画」を示しながら、支援内容の説明がなされたか 15

13
日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、子どもの健康や発達の
状況や課題について其通理解をして、育児に関する助言等の支援が
行われているか

14 1

・送迎8きに当日の様子を教えてくださるので、現状が分かりやすいて
す
→ありがとうございます。◆後も其通理解が深まるように情報を共有
しながら支援に向き合つていきます。また、より良い助言や支援がで
きるように購員の費質の向上にも取り組んていさます

14
子どもや l呆護者からの相談や申入れについて、対応の体制が整備さ

縄示霧ヨた患虐極進示ら彊協屋毒患懸昂響∫、雪懇
され、相談や申入 14 1

15 子どもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮がなされてしヽるか 15

司6
定期的に会報やホームページ等で、活動概要や行事ラ定、連率S体制
等の情報や業務に関する自己。平価の結果を子どもやl呆護者に対して
尭信されているか

11 3 1

17 回人情報の取扱いに十分注意しているか 15

非

常
時
等

の
対

応

18 緊急8き対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアルを
策定し、保護者に周矢[、 説明されているか。 12 3

19 非常災害の発生に1衛え、定期的に避難、救出そのl也跡要な訓練が行われているか 13 2

満

足
度

20 子どもは通所を楽 しみにしているか 14 1

。通しヽ始めの頃は不安がありましたが、今は通所を楽しみにしていま
す。運動することも好きになつたようです
。スモールステッジての課題の提供をしてくださるので、「でき
た !」 の積み重ねが嬉ししヽようです
―ありがとうござしヽます。つ後もより良い支援ズ〕`できるように努めて
しヽきます

21 事業所の支援に満足しているか 15
。古つここIE兵てきませんア〕`、ANTメ )｀ら帰つてくると「楽し
」と言つています

→ありがとうござしヽます。今後も楽しく活動してもらえるよう工夫し
ながら取り組んていきます



【2024年 度 放課後等デイサービス評価 保護者様アンケート結果】

・ 2025年 1月実施
・ 回答世帯数 16世帯

運重をl支援GYM ANT

チェック項目 はい いいえ ご意見

環
境

体
市」
整
備

① 子どもの活動等のスペースが十分に確1呆されていますか 13 3

② 贈員の配置数や専門性は適切であるか

“

5 1

。いつもいろいろな対処法を教えていただいております。
体操の先生の見本はもったいなしヽくらいです
→ありがとうございます。つ後とも専門性に磨きをかけ行つて
いければと思います

③
事業所の設備等は、スロープや手すりの設置などバリアフ
リー化の配慮が適切になされてしヽるか ‖O 6

適
切
な
支
援
の
提
供

④
子どもと保護者のニーズや課題が客観的に分析された上
て、放課後等デイサービス計画が作成されていますか 16

・長い期間回し先生にみて頂いていることも安心材料です
→ありがとうございます。安心して通所いただけるようε後も
精進していきます

⑤ 活動プログラムが固定化しないよう工夫されていますか 16

⑥
廟文課後児童クラフや児重館との交流や障害のない子どもと
活動する機会が有りますか 7 8 1

・熱くても困り嵌せんし、要望もありません
。И要がないと思います
→ありがとうございます。参者にさせてしヽたださます

保
護
者
ヘ

の

説
B月

等

⑦
支援の内容、利用者負l日等について丁寧な説明がなされて
しヽますか 16

⑤
日頃から子どもの状況を保護者と伝え合し
の状況や課題につしヽて共通理解ができてし

、ヽ子どもの発達
まヽすか 16

◎
保護者に対して面談や、育児に関する助言等の支援が行わ
れてしヽますか 16

・いつも参考となるアドバイスを頂いてます
→ありがとうございます。31き続き、より良い助言や支援がで
きるように職員の資質の向上にも取り組んでしヽきます

⑩
父母の会の活動の支援や、 l果護者会等の開緯rにより保護者
同士の連携が支援されていますズ〕` 15 1

・保護者会の際の先輩ママの受験の話は大変参者になりました
→ありがとうございます。今後も様々なイベントを行っていき
たいと思つております。ご参加お待ちしております

①
子どもや保護者からの苦情につしヽて、対応の体制を整偏す
るとともに、子どもや保護者に周知・説明し、苦情があっ
た場合に迅速かつ適切に対応してしヽますズ)｀

13 3

⑫
子どもや保護者との意線の疎通や情報伝達のための配慮が
なされてしヽますか 16

①
定期的に会報やホームページ等で、活動概要や行事予定、
連絡各体制害の情報や業務に関する自己評価の結果を子ども
や保護者に対して発信していますズ)｀

15 1

・LINEでのお知らせや案内等便利です      ~~
→ありがとうございます。9後も喜んで頂けるよう精進してい
きます

① 個人情報に十分注意していますか 15 ¶

ヲ惇

篤
]き

の

対

砺

⑮
緊急時対応マニュアル、防ぢBマニュアル、
ルを策定し、保護者に周知・説明されてし

感染症マニュア
まヽすか 16

⑩
非常災害の発生に傭え、定期的に避難、救出、その他嚇要
な訓練が行われていますか 16

満
足
度

① 子どもは通所を楽しみにしてしヽますか 16

・安Uして迫P方してい萩す
→ありがとうございます。今後も安心して活動してもらえるよ
う工大しながら取り組んでいきます

⑩ 事業所の支援内容に満足してしヽますか 16

・ Iり
`び

箱ズ〕f跳べるようになったのはANTのおかげです。技能以
上に本人を肯定してくれる第三者がしヽることは心強いです
→ありがとうございます。今後もより良い支援ができるように
努めていきます



(事業者向け) 児童発達支援自己評価表 運動支援GYM ANT第 2
(2025年 1月実施)

チェック項目 :まい いいえ 工夫している点、課題や改善すべき点など

環

境

・

体

制

整

備

1 利用定員
が指導訓練室等スペースとの関係で適切である

か ○ 定数」O名に対し指準スペースは67浦あるので基準を満たしています。

2 職員の配置数は適切であるか ○
常時4～5人の職員を配置しており、児童指導員加配加算が算定可能な加
配人員も確保した上で支援に臨んでいます。

3
鶴磯 モ春ξ癬捺

驚 灯も多覇輿綿 蛾農勁 ○

活動の準備、帰りの準備を定型化することで動線を確保しつつ活動に入
りやすい環境を整えています。入り□前に階段がある為、小さなお子様
などは手をつないでの上り下りを行つています。

4 生活空間は清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。
また、子ども達の活動に合わせた空間となっているか ○

活動後の清掃を徹底し清潔に保つようにしています。用具の‖又納等も児
童の目線の高さに合わせています。

5 送迎な
ど子どもや保護者のニーズに合わせた体制を整えて

いるか ○
送迎ルート等保護者の要望を聞き酉B慮していますが、希望者全員には行
えていません。

業

務

改

善

6 業務改善を進めるためのPDCAサイクル(目標設定と振り返
り)に、広く職員が参画しているか ○

支援の目的を共有するとともに成果や改善点についても意見交換しています。
年 1回自己評価を行っています。

7 a朝尋霰鰯 蜻 卵 ○
年¬回保護者の方による評価を実施し、結果を職員で分析して課題を其
有しています。

8

事業所向け自己評価表及び保護者向け評価表の結果を
踏まえ、事業所として自己評価を行うとともに、その結果によ
る支援の質の評価及び改善の内容を、事業所の会報や
ホームページ等で公開しているか

○ 結果を集計後にHPで公開しています。

9 第二者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につ
なげているか ○

現状では外部評価を導入できていません。
◆後第三者による評価の方法を検討していきたいと者えております。

10 職員の資質の向上を行うために、研修の機会を確保してい
るか ○

全職員を対象に発達I草害に対する理解や運動補助の研

'多

を実施していま
す。

適

切

な

支

援

の

提

供

11 発ぞ琢まイと,ギ号帝:を

`:褒

煮首笠越璃腐蔚誦
るか

○
最長半年毎のモニタリング時にアセスメントを行い、面談を実施して支
援計画を作成しています。

12 子どもの適応行動の状況を図るために、標準化されたアセ
スメントツールを使用しているか ○

最長半年毎にアセ
ています。また、
活動作チェックシ

スメントシートを記入して頂き、子供の1犬況を把握し
個別の体操チェックシートや作業療法士監修の日常生
―卜を用いて状況を把握しています。

13 児童発達支援計画には、具体的な支援内容が設定されて
いるか ○

モニタリングをもとに個々の課題や支援方針、具体的な手立てを記載し
ています。

14 児童発達支援計画に沿った支援が行われているか ○ 毎日のプログラム作成時にl固々の支援計画を元に立案しています。

15 活動プログラムの立案をチームで行なっているか O 毎日その日の全職員で意見交換を行い、プログラムを作成しています。

16 活動プログラムが固定化しないようェ夫しているか ○
立案時、前回までの活動内容を参照して固定化しないよう留意しつつ立
案しています。

17 君こ鞘塾翌即躍融Υ深純帥給 ○
サーキットでの集団活動と個′マの課題に即したlttl別活動を併用して行っ
ています。

18 支援開始
支援の内
前には職員間で必ず打合せをし、その日行われる
容や役割分担について確認しているか O 利用記録表、業務日報・個別メニュー及び発達療育メニューを決め、常

勤・非常勤含め、支援開始前に確認しています。

19 支援終了後には、職員間で必ず打合せをし、その国行われ
た支援の振り返りを行い、気付いた点等を共有しているか ○

□別利用記録表をSE入 し、業務終了後に常勤・ ,F常勤含めて意見交換を行い、活動内容や児童の様子の振り返りを行
います。終了後に行えない場合は跡す次の日の朝に行つております。振り返りに関しては気づいた点や改善点を共有
います。9後も:E録ノート等て周知徹底を図つていきたいと考えております。

して

20 最墨2者愚与円甲
録をとることを徹底し、支援の検証

○
個人ノート、利用記録表、個別支援内容を記録し次国の計画立案時に活
用しています。

21
房絨望程を馬紬

｀ヽ児童発達支援計画の見直し
○

晟長6か月以内で評価・モニタリングを実施し、保護者及び職員間で課
題共有した上で、活動内容を見直しています。

22 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議にその子ど
もの状況に精通した最も心、さわしい者が参画しているか ○ 相談事業所と連携し、担当者会議には児尭管が参画しています。



関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携

23 母子保健や子ども
,子育て支援等の関係者や関係機関と

連携した支援を行つているか ○
跡要に応じて区役所や相談支援事業所との連携を図り
際には情報共有に努めています。

定期的なモニタリングの

24
移行支援として、保育所や認定こども園、幼稚園、特別支
援学校(幼稚部)等との間で、支援内容等の情報共有と相
互理解を図つているか

○
應要があれば行える体制は整えていますが、現状としては行えていません。
送迎時に担任からの情報をもとに事業所内での情報共有や連絡調整に努めていま
す。

25 移行支援として、小学校や特別支援学校 (小学部 )との間で
支援内容等の情報共有と相互理解を図つているか ○

要望により対慮しています。
送迎時に担任からの情報をもとに事業所内での情報共有や連絡調整に努めてしヽます。

26
他の児童発達支援センターや児童発達支援事業所、発達
障害者支援センター等の専門機関と連携し、助言や研修を
受けているか

○
参加可能な5月修には参加してい
発達検査で関わりのあるセンタ

ます。
―との情報共有をもとに、モニタリング時に保護

者への内容確認を行っています。

27 地域との交流や、障害のない子どもと活動する機会がある
か ○

保護者会にて地域の事業所との連携で研修会を実施したり、通所児童の
兄弟姉妹等との交流機会を設けました。

28 (自 立支援)協議会子ども部会や地域の子ども
・子育て会議

等へ積極的に参加しているか ○ 環状は参加できていませんが機会があれば参加したいと者えています。

29 日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、子どもの発達の
状況や課題について共通理解をもっているか ○

連絡帳 らヽ送迎時を利用して、家庭での様子、夢業所での様子を共有して
います。

30 運営規程、利用者負担等に
ついて丁寧な説明を行つている

んヽ ○
契約時はもちろん質問や疑間のある方へは丁寧に伝えることを心がけて
います。

31
児童発達支援ガイドラインの「児童発進支援の提供すべき支援Jのたらい及び支援内容とこれに基
づき作成された「児童発連支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から児童発達
支援計画の同意を得てt｀るか

○
どのような形で支援を進めるのかきちんとモニタリングを行い、完成し
た支援計画を再度説明をして同意を得ています。

保

護

者

へ

の

説

明

責

任

等

32 定期的に、保護者からの子育ての悩み等に対する相談に適
切に応じ、必要な助言と支援を行つているか ○

連4各ノートなどで把握し、跡要に応じて話を聞く時間を設けるようにしています。また保
護者会にて年齢の近しヽグループワークを実施し、贈員と共有しています。

33
子どもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制
を整備するとともに、子どもや保護者に周知し、相談や申入
れがあった場合に迅速かつ適切に対応しているか

○ 相談があつた場合にはすぐに体勢を整備し面談を行っています。

34 定期的に会報等を発行し、活動概要や行事予定、連絡体
制等の情報を子どもや保護者に対して発信しているか ○

定期的な会報は発行していませんが、保護者会や避難訓練などの行事があった時
にはその様子や内容を手紙や公式LIN日こて配布・酉B信しています。また、日Pで
も活動概要を発信しています。

35 個人情報の取扱しЧこ十分注意しているか O データや個人情報は、ウイルスセキュリティや鍵付善庫に保管してお
り、個人情報保護マニュアルを作成して取り扱いには注意しています。

36 障害のある子どもや保護者との意思の疎通や情報伝達のた
めの配慮をしているか ○

絵カードを用意し、短い言葉でわかりやすく説明を行うことを心がけています。また、先
入観や思い込みではなく、子どもの行動の前後の様子から思いを読み取るように努力して
います。

37 事業所
の行事に地域住民を招待する等地域に開かれた事

業運営を図っているか O 保護者会にて地域の事業所と連携した研

'多

会を実施したり、通所児童の
兄弟姉妹等との交流機会を設けました。

38
緊急時対応マニュアル、防必Eマニュアル、感染症対応マ
ニュアル等を策定し、職員や保護者に月知するとともに、発
生を想定した訓練を実施しているか

○
各種マニュアルを策定し、職員に周知しています。対応マニュアルを掲
示し、避難訓練の実施日、内容を保護者に周知しています。

39 非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要
な訓練を行つているか ○

年2回それぞれ地震・火災・不審者
います。防災グッズや非常食の準備

。高潮を想定した対応訓練を行つて
も行つています。

非

常

時

の

対

応

40 事前
に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況
を確認しているか O

てんかん発作時の対応フローを作成し、発作の可能性がある児童には対応記録表を常時準
備しています。また、契約時に確認するだけでなく、通所時にもその都度様子を間くなど
対応してしヽます。

41 食物ア
レルギーのある子どもについて、医師の指示書に基

づく対応がされているか ○
おやつ提供が廃止の為隊要ないと者えておりますが、町要があれば医師
の指示書の写しをもらうようにしていきたいと考えております。

42 ヒヤリハット事例集を作成して事業所内で共有しているか ○
ヒヤリハット事例があった時には跡す作成しスタッフ間で周知を徹底し
再発防止に勤めています。

43 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切
な対応をしているか ○

虐待防止規定を定め職員に周知するとともに社内研修、虐待防止委員会
の設置も行つています。

44
どのような場合にやむを得ず身体拘束を行う力Wこついて、組織的に
決定し、子どもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、
児童発達支援計画に記載しているか

○
契約時には陽す説明をしています。記載が隊要と思われる児童がいない
ため現在支援計画に記載している事例はありません。



事業者向け 放課後等デイサービス評価表 運動支援GYM ANT第 2
(2025年 1月実施 )

チェック項目 IEkい いいえ 改善目標、工夫している点など

環
境

体
市」
整
備

①
利用定員が指彗訓練窒等スペースとの関係で適切で
あるか O 広さの基準は満たしていますが少し天丼がl氏いです。

定数10名に対し指導スペースはあるので基準を満たしています。

② 暇員の配置数は適切であるか ○

基準は滴たしていますが、より手厚い支援を行うためには人が多い方が好まし
いと者えております。
常時4～5人のH観員を配置しており、児童指導員加配加算が算定可能な加配人員
も確保した上で支援に臨んでいます。

③
事業所の設備等について、バリアフリー化の配慮が
適切になされているか O 事業所内に問題はありませんが、入り□前の階段が急であるように感じます。

その為、小さなお子様などは手をつないでの上り下りを行っております。

業
矛ヵ真

改
善

④
業務改書を進めるための、PDCAサイクル (目標
設定と振り返り)に、広く職員が参画しているか ○

毎朝の朝礼て前日の振り返りを行つています。
支援の目的を共有するとともに成果や改善点につしヽても意見交換してしヽます。また、年1□自己評
価は結果について職員で話し合しヽ、課題点の共有を行つてしヽます。

⑤

保護者等向け。平価票を活用するなどによリアンケー
ト調査を実施して保護者等の意向等を把握し、業務
改善につなげてしヽるか

○
保護者会やイベント時などにアンケートを配布し、その内容を職員間で分析しています。
また、年1回保護者のアjによる評価を実施し、結果を職員で分析して課題を共有しています。

⑥
この自己評価の結果を、事業所の会報 bヽホームペー
ジ等で公関しているか ○ ホームページ上でノム`関しています。

⑦
第二者による外部評価を行い、評l面結果を業務改善
につなげているズ)｀ ○

外部評価は行えてはいませんが、業務改善は日々検討と改善を心掛けています。 今後
も全職員による検討、改善を継続していきたいと者えております。

③
職員の資質の向上を行うために、研修の機会を確保
しているか O 資質向上のために障害に対する理解を深める研修や運動補助の研修を実施して

います。内きB研修のみならす外部研修にも積極的に参加しています。

適
切
な
支
援
の
提
供

◎

アセスメン トを適切に行しヽ、子どもと保護者のニー
ズや課題を害観的に分析 した上で、放課後等デイ
サービス計画を作成 してしヽるか

O 最長半年毎のモニタリング時にアセスメントを行い、面談を実施して支援計画
を作成しています。

⑩
子どもの適応行動の状況を図るために、標準化され
たアセスメントツールを使用しているか ○

最長半年毎にアセスメントシート
す。また、1固別の体操チェックシ
クシートを用いて状況を把握して

を記入して頂き、子供の状況を把握していま
―卜や作業療法士監修の日常生活動作チェッ
います。

① 活動プログラムの立案をチームで行つているか O 毎日その日の全職員で意見交換を行い、プログラムを作成しています。

⑫ 活動プログラムを固定イヒしないようェ夫しているか O 立案時、前回までの活動内容を参照して固定化しないよう留意しつつ立案して
います。

①
平日、休日、長期体暇に応 して、課題をきめ細やか
に設定 して支援してしヽるか O 責昇全員[ξ孝ヨ

琶談を書最あ冥尻再l捏 5,姿だ1事昂悪召各璽Z縁
(お出かけ等)本
して活動を取り

①

子どもの状況に応して、個別活動と集団活動を適宜
組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成して
いるか

○
サーキットでの集団活動と個々の課題に即した個別活動を併用して行つていま
す。

①

支援開始前には贈員間で懲す打ち合わせをし、その
日行われる支援の内容や役割分担について確認して
いるか

○
利用記録表、業務日報・個別メニュー及び発達療育メニューを決め、常勤・非
常勤含め、支援開始前に確認しています。

⑩

支援終了後には、階員間で感す打ち合わせをし、そ
の日行われた支援の振り返りを行い、気づしヽた点等
を共有しているか

O
個B」利用記録表を記入し、業務終了後に常勤・非常勤含めて意見交換を行しヽ、活動内容やl児童の様
子の振り返りを行つています。終了後に行えない場合は跡す次の日の朝に行っております。振り返
りに関しては気づしヽた点や改善点を共有してしヽます。今後も記録ノート等で周知徹底を図つていき
たいと者えております。

O 日
′マの支援に関して正しく記録を取ることを徹底
し、支援の検証・改善につなげているか ○

連絡帳や利用記録を用いてその日の支援内容を記録しています。 気になる点
等があった時には検証し、改善を行っています。
個人ノート、利用記録表、個別支援内容を記録し次国の計画立案時に活用して
います。

①
定期的にモニタリングを行い、
ス計画の見直しの跡要性を判簡

放課後等デイサービ
しているか ○

最長6か月以内で評価 。モニタリングを実施し、保護者及び職員間で課題共有
した上で、活動内容を見直しています。

⑩
ガイトライ
支援を行つ

ンの総貝りの基本活動を複数組み合わせて
ているか ○ ガイドラインに沿つて′ヽランスよく支援が出来るよう心掛けています。



関
イ系
機
関
や
保
護
者
と
の
連
携
関
十系
機
関
や
保
護
者
と
の
連
携

⑩
障害児相談支援事業所のサービス担当者会議にその
子どもの状況に精通した最もふさわしい者が参画し
ているか

O 相談事業所と連携し、担当者会議には児童発達支援管理責任者が参画していま
す。

④

学校との情報共有 (年間計画・行事ラ定等の交換、
子どもの下校時亥Jの確認等)、 連絡調整 (送迎時の
対応、 トラブル発生時の連絡)を適tDに行つている
か

○
基本的には保護者を通して連絡等の調整を行つてしヽます。緊急時などについては、町要な時に応 じ
て直接連絡を取つています。また、送迎時に担任からの情報をもとに事業所内での情報共有や連 l16
調整に努めています。

②
医療ケアが隊要な子ども
もの主治医等と連llg体制

を受け入れる場合は、子ど
を整えているか O / /

④
就学前に利用 していた保育所や幼稚園、認定ことも
園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互
理解に努めているか

○
主に保護者や相談支援事業所を通じて就学前に利用していた施設での状況を
情報収集しています。また、送迎時に子どもの様子などについて情報交換をし
ています。

④

学校を卒業し、政課後等デイサービス事業所から障
害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまで
の支援内容等の情報を提供する等 しているか

⑮
児童発達支援センターや発達障碍者支援センター等
の専門機関と連携し、助言や研修を受けているか O

参加可能な研修には積極的に参加しています。発還検査で関わりのあるセンターとの情報共有をもとに、モニ
タリング時に保護者への内容確認を行つています。

④
放課後児童クラブや堀童館との交流や、障害のない
子どもと活動する機会はあるか ○

保護者会にて地域の事業所
妹等との交流機会を設けま

との連携で研修会を実施したり、通所児童の兄弟姉
した。

④
(地域自立支援)協議会等へ積極的に参加している
ダ〕` O 現状は参加できていませんア〕(1幾会があれば参加したいと者えています。

④

日頃から畢どもの状況を保護者と伝えあい、写とも
の発達の状況や課題について共通理解を持つている
か

○
子供の送迎時の保護者の方との会話のほか、電話や連ll`帳での情報共有など密に連llSを
取り合いながら共通理解を持てるように努めています。

①
保護者の対廟力の向上を図る観点から、保護者に対
してペアレン ト・ トレーニング等の支援を行つてい
るか

○
主にモニタリング時に、日頃の子供との関わり方など
日々 の様子を共有をする中で、保護者の悩みや課題に
ます。

の相談を受けています。
寄り添うよう努力してい

保
護
者
ヘ
の
説
明
貢
任
等

⑩
運営規程、支援の内容、利用者負担等について丁寧
な説明を行つているか ○

契約時はもちろん質問や疑間のある方へは丁寧に伝えることを心がけていま
す。

③
保護者ズ)｀らの子育ての悩み等に対する相談に適切に
応し、螂要な助言と支援を行つてしヽるか ○

連絡ノートなどで把握し、必要にぬ
保護者会にて年齢の近いグループワ

して話を間<時間を設けるようにしています。また
―クを実施し、職員と共有しています。

@ 父母会
の活動を支援したり、保護者会等を開催する

等により、保護者同士の連携を支援しているか O 基本年2回保護者会を開催し保護者同士の連携の場を設けています。

①

子どもや保護者からの苦情につしヽて、対応の体制を
整備するとともに、子どもや保護者に同知し、苦情
があつた場合に迅速かつ適切に対応しているか

○ 苦情発生時には職員間で発生原因と改善策を共有し、迅速に対応しています。

①

定期的に会報等を発行し、活動概要や行事ラ定、連
絡体制等の情報を子どもや保護者に対して発信して
しヽるか

○
定期的な会報は発行していませんが、保護者念や避笑佐訓練などの行事があった時にはその様子や内
容を手紙や公式LINEにて配布。配信しています。
また、HPでも活動概要を発信してしヽます。

⑩ 個人情報に十分注意しているか O データや個人情報は、ウイルスセキュリティや鍵付善庫に保管しており、個人
情報保護マニュアルを作成して取り扱いには注意しています。

⑩
障害のある子どもや保護者との意思の疎通や情報伝
達のための配慮をしているか O

絵カードを用意し、短い言葉でわかりやすく説明を行う
す。また、子どもの様子や前後の出来事、様子から思い
います。

ことを心がけていま
を読み取るようにして

③
事業所の行事に地域住民を招待する等地域に関かれ
た事業運営を図つてしヽるか ○

保護者会にて地域の事業所と連携した研修会を実施したり、通所児童の兄弟姉
妹等との交流機会を設けました。

プF
常
時
の
★」
応

③
緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対
応マニュアルを策定し、贈員や保護者に周知してい
るか

O
各種マニュアルを策定し、職員に周知しています。対応マニュアルを掲示し、避難訓練
の実施日、内容を保護者に周知しています。緊急時の対応については保護者へ案内して
おります。

⑩
非常災害の発生に備え、
か跡要な訓練を行ってし

定期的に避難、救出そのほ
るヽか O 年2回それぞれ地震・火災・不害者 。高潮を想定した対応訓練を行っています。

防災グッズや非常食の準備も行っています。

⑩
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する
等、適切な対応をしているか O 虐待防止規定を定め職員に周知するとともに社内研修、虐待防止委員会の設置も行つて

います。

①

どのような場合にやむを得す身体拘東を行うかにつ
いて、組織的に決定し、子どもや保護者に事前に十
分説明し了解を得たうえで、放課後等デイサービス
計画に記載してしヽるか

O 契約時にはあす説明をしています。記朝が必要と思われる児童がいないため現
在支援計画に記載している事例はありません。

⑭
食物アレルギーのある子どもにつしヽて、医師の指示
書に基づく対応がされてしヽるか / / /

③
ヒヤリハット事例集を作成して事業所内で共有して
しヽるか ○

ヒヤリハット事例があった時には跡す作成し、スタッフ間で周知を徹底し再発
防止に勤めています。



【児童発達支援評価 保護者様アンケート結果】

・ 2025年 1月実施
・ 回笞世帯檄 11世帯

運動支援GYM ANT第2

チェック項目 はい
どちらとも いいえ ご意見

環
境

体
需」
整
備

1 子どもの活動等のスペースが十分に確保されているか 10 1

2 職員の配置数や専P3性は適切であるか 10 1

3
生活空間は、本人にわダ)｀りやすい構造十しされた環境にな
ア)｀。また、障害の特性に応し、事業所の設備等は、バリ
や情報伝達等への百己慮が適切になされているか

つている
アフリー化 9 2

4 生活空間は清潔で、も地よく過ごせる環境になつているア)｀。また、平どもたちの活動に合わせた空間になつているか ¬O 1

5 送迎など子どもや保護者のニーズに合わせた体制を整えているか 10 1

ても助かります。 ・いつも動かっています。 ・ご意見ありがとうごさいます。
送迎についてはご不便をおかけしており申し訳ごさいません。事業所より半径
5kmを範囲として皆様がこ利用いただけるよう設定させていただいておりま
す。

適
切
な
支
援
の
提
供

6 子どもと保護者のニーズや課題が客観的に分析された上で、児童尭
達支援計画が作成されているか 11

7 児童発達支援計画には、具体的な支援内容が設定されているズ〕` 11

8 児童発達支援計画に沿った支援が行われているか 11

9 活動プログラムが固定イししないよう工夫されてしヽるズ)｀ ¬刊

タンスやロツマ戸ょゲームを取り入れてくれてしヽる。
今後も子どもたちが楽しいと忍える工夫していきます

10 地域との交流や、障害のない子どもと活動する機会があるか 2 9

保
護
者
ヘ

の
説
明
等

11 運営規程、利用者員担寺について丁寧な説明を行っているか 11

12 「児童尭違支援計画」を示 しながら、支援内容の説明がなされたか 11

13
B頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、子どもの健康や発達の
状況や課題について其通理解をして、育児に関する助言等の支援が
行われているか

11
ごさいます。
ます。

いたださ、ありがたいてす。
9後も情報共有を密に行しヽ、より良い支援

き

14
子どもや保護者ダD｀らの相談や申入れについて、支】応の体制力{整 1備さ

舞示燃ヨた議程極逢示ぢ趨協歴奇烹墨属響∴輩盟
され、相談や申入 11

15 子どもや保護者との意悪の疎通や情報伝達のための配慮がなされてしヽるか ¬1

16 暮謝摺暴爺羹堪産茜舎毬匿≧藁喬ぁ濯緊整季ど冦覇藻嚢音潜篭e響
発信されているか

1¬

17 個人情報の取扱いに十分注意しているか 11

,F

贈
崎
こ

対
応

13 緊急時対応マニュアプし、
策定し、 l黒護者に周知、

B心犯マニュタル、感染症支」応マニュアルを
説明されているか。 10 1

19 非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他跡要な訓練が行われているか 11

満
足
度

20 子どもは通所を楽しみにしているか ¬¬

・厳イア」感湮しヽ(しまう委もあつF_ア〕【、9で Iよ通所できることを伝える
と喜んで楽しみにしています。
・ありがとうごいます。通所が楽しみになるような支援内容の工夫に
努めてましヽります。

21 夢業所の支援に満足 しているか 11
よお経召屠房モ睾置本ぢi制羞説淳農罷粥品怒軽薬歯晶基 妥 恥 ご
怠見ありがとうごいます。電話連絡では瞬時の対廟が可能な為、現在はお電話
での荻」肪を基本とさせていただいております。



【放課後等デイサービス評価 保護者様アンケート結果】
・ 2025年 1月実施
・ 回答世帯数 16世帯

運動支援GYM ANT第2

チェック項目 は い いいえ ご意見

環
境

体
市」
整

備

① 子どもの活動等のスペースが十分に確保されていますか 16

② 臓員の配置数や専門性は適切であるか 16

③
事業所の設備等は、スロープや手すりの設置などバリアフ
リーイしの配感が適切になされているか 8 8

・駐車スペースがあると嬉しい。
・ご意見ありがとうごさいます。お車でお越しのご家庭にはご
不便をおかけしておりますが、現状は駐車場の用意が困難な状
況です。SIき続き、御理解の程よろしくお願いします。

適
切
な
支
援
の
提
供

④
子どもと保護者のニーズや課題が害観的に分析された上
で、放課後等でイサービス計画が作成されていますか 16

・長い期間 0」し先生に見て頂いてしヽることも安心本オ料です
。ありがとうございます。つ後もご家庭、ご本人に寄り添った
支援に努めてまいります。

⑤ 活動プログラムが固定イししないよう工夫されてしヽますか 16

⑥
放課後児童クラフや児童館との交流や障害のなしヽ子どもと
活動する機会が有りますか 7 5 4

・兼くても困りませんし、要望もありません
・り要がないと思います
。ご意見ありがとうごさいます。ご希望や機会があれば行つて
いきたいと思います。

保
護
者
ヘ

の

説

明
等

⑦
支援の内容、利用者負担等について丁寧な説明がなされて
いますか 16

◎
日頃から子どもの状況を保護者と伝え合しヽ、子どもの発達
の状況や課題について共通理解ができていますズ)｀ 16

・電回丁軍に口党明をしていただいて助かっています。
・ありがとうごさいます。つ後も情報共有を密に行い、より良
い支援の提供に繋げていきます。

⑨
保護者に対して面談や、育児に関する助言等の支援が行わ
れていますズ)｀ 16

。しヽつも参考となるアドバイスを頂いてます。
。ありがとうございます。保護者様からのご意見等も常に受け
付けております。◆後もよろしくお願いします。

⑩
父目の会の活動の支援や、保護者会等の開催により保護者
同士の連携が支援されてしヽますか 15 1

・保護者会の際の先輩ママの受験の話は大変参考になりまし
た。 ・保護者会へのご参加ありがとうございました。つ後もこ
ういった機会を設けさせていただきますので、よろしくお願い
いたします。

①
子どもや保護者からの苦情につしヽて、文」応の体制を整備す
るとともに、子ども もヽl果護者に周矢8・ 説明し、苦情があっ
た場合に迅速かつ適切に対応してしヽますズ)｀

14 2

⑫
子どもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮が
なされていますか 16

○ 窪霧課矯馨謝漕筆尋鍵袋正筈夢憲凸琶肇絡麗湛冥毒軍唇も
や保護者に対して発信してしヽますか

16

・LINEでのお矢〔らせや案内等便利です。
・ありがとうごさいます。つ後も発信がございますのでよろし
くお願しヽいたします。

⑭ 個人情報に十分注意していますか 14 2

プに

常
gき

の

対

応

⑮
緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症マニュア
ルを策定し、保護者に周知・説明されてしヽますズ)｀ 13 3

⑭ 悲昴泰寡客考秀そ傾曇j雰
期的に避難、救出、その他隊要 16

満
足
度

⑦ 子どもは通所を楽しみにしてしヽますか 16

・
~女
心して通所しています           ~~~~~~
。とても楽しみに通所できていて親了共に感謝しています。
・ありがとうごいます。今後も安心、安全に通所していただけ
るよう努めさせていただきます。

⑩ 事業所の支援内容に満足していますか 16

・親や子供のニーズに対応してくださりとても助かっていま
す。
・ありがとうごいます。今後もニーズにお応えてきるよう努め
てまいります。



事業者向け (集計) 児童発達支援自己評価表 運動支援GYM ANT
(2024年 1月実施)

チェック項目 はい いいえ 工夫している点、課題や改鶴すべき点など

環

境

体

制

整

備

1
利用定員が指導訓練室等スペースとの関係で適切である
んヽ O 定数10名に対し指導スペースは58nfあるので基準を満たしています。

2 職員の配置数は適切であるか O 常時4～5人の晴員を配置しており、児童t日導員加西3加算が算定可能な加
配人員も確保した上で支援に臨んでいます。

3
生活空間は、本人にわかりやすく構造化された環境になって
いるか。また、障害の特性に応じ、事業所の設備等は、バリ
アフリー化や情報伝達等への配慮が適切になされているか

O 活動の準l備、帰りの準備を定型化することで動線を確保しつつ活動に入
りやすい環境を整えています。

4 生活空間は清潔で、心地よく過
ごせる環境になつているか。

また、子ども達の活動に合わせた空間となつているか O 活動後の清掃を徹底し清潔に保つようにしています。用員の収納等もl月

童の目線の高さに合わせています。

5 送迎な
ど子どもや保護者のニーズに合わせた体制を整えて

いるか O 送迎ルート等、保護者の要望を聞き酉B慮していますが、希望者全員には
行えていません。

業

務

改

善

6 業務改善を進めるため
のPDCAサイクル(目 標設定と振り返

り)に、広く職員が参画しているか O 支援の目的を共有するとともに成果や改善点についても意見交換していよす。
年1□自己評価を行つています。

7
保護者等向け評価表により、保護者等に対して事業所の評
価を実施するととも1こ、保護者等の意向等を把握し、業務改
善につなげているか

O 年1回保護者の方による評価を実a恒し、結果を懺員で
/ァ

)析して
'課
題を具

有しています。

8

事業所向け白己評価表及び保護者向け評価表の結果を踏
まえ、事業所として自己評価を行うとともに、その結果による
支援の質の評価及び改善の内容を、事業所の会報やホー
ムページ等で公開しているか

O 結果を集計後にHPで公開しています。

9 第
二者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につな
げているか O

外部評価は行えてはいませんが、業務改善は日々検討と改善を心掛けて
います。今後も全剛員による検討、改善を継続していきたいと者えてお
ります。

10 職員
の資質の向上を行うために、研修の機会を確保してい
るんヽ O 全H説員を対象に発達障害に対する理解や運動補助の研修を実施していま

す。

適

切

な

支

援

の

提

供

11
アセスメントを適切に行い、子どもと保護者のエーズや課題
を客観的に分析した上で、児童発達支援計画を作成してい
るか

O 最長半年毎のモニタリング時にアセスメントを行い、面談を実施して支
!髪計画を作成しています。

12 子どもの適応行動の状況を図るために、標準化されたアセ
スメントツールを使用しているか O

最長半年毎にアセスメントシートを記入して頂き、子供の状況を把握していま
す。また、l団別の体操チェックシートや作業療法士監惨の日常生活動作チェック
シートを用いて状況を図つています。

13 児童発達支援計画
には、具体的な支援内容が設定されて

いるか ○
モニタリングをもとに個々の課尾亘や支援方針、具体的な手立てを記載し
ています。

14 児童発達支援計画に沿った支援が行われているか O 毎日のプログラム作成時に個 の々支援計画を元に立案しています。

15 活動プログラムの立案をチームで行なつているか O 毎日その日の全職員で意見交換を行い、プログラムを作成しています。

16 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか O 立案時、前団までの活動内容を参照して固定イとしないよう留意しつつ立
案しています。

17 子ども
の状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合

わせて児童発達支援計画を作成してもヽるか O サーキットでの集団活動と個々の課題にaΠした個別活動を併用して行つ
ています。

18 支援開始前
には職員間で必ず打合せをし、その日行われる

支援の内容や役割分担について確認しているか O 利用記録表、業務日報・l固別メニュー及び発達療膏メニューを決め、常
勤・非常勤宮め、支援開始前に確認しています。

19 支援終了後
には、買ゆ負間で必ず打合せをし、その日行われ

た支援の振り返りを行い、気付いた点等を共有しているか ○

個月U利用33録表を記入し、業務終了後に常勤・
行い、活動内容や児童の様子の振り返りを行つ
ない場合は跡す次の日の朝に行っております。
いた点や改善点を共有しています。

非常勤含めて意見交換を
ています。終了後に行え
振り返りに関しては気づ

20 日
々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・

改善につなげているか ○
lttl人ノート、利用記録表、l固弓1支援内容をこB録し次□の計画立案備に活
用しています。

21 定期的
にモニタリングを行い、児童発達支援計画の見直し

の必要性を判断しているか O 最長6か月以内で評価・モニタリングを実施し、保護者及び職員間で課
題共有した上で、活動内容を見直しています。

22 障害児相談支援事業所のサ
ービス担当者会議にその子ど

もの状況に精通した最もお、さわしい者が参画しているか O
栂談支援事業所と連携し、担当者会議には児童発達支援管理黄催者が参
画しています。

23 母子保健や子
ども・子育て支援等の関係者や関係機関と連

携した支援を行つているか O 隊要に応じて区役所や栂談支援事業所等との連携を図り、定期的なモニ
タリングの際には情報共有に努めています。

24
援として、保育所や認定こども園、幼稚回、特別支
(幼稚部)等との間で、支援内容等の情報共有と相
を図つているか

移行支
援学校
互理解

O 送迎時の抱任からの情報をもとに事業所内での情報共有や連絡調整等に
努めています。

25 移行支援として、小学校や特別支援学校(小学部)との間で
支援内容等の情報共有と相互理解を図つているか ○

要望によりり要に応じて対応をしています。送迎日きの担任からの情報を
もとに事業所内での情報共有や連絡6‐周整に努めています。

関

係

機

関

や

保

護



戚
者

と

の

連

携

26
営絆 瑠 離騒駆 認 議 O

参加可能な研修には積極的に参加しています。
発達検査で関わりのあるセンターとの情報共有をもとに、モニタリング
時に保護者への内容確認を行つています。

27 流や、障害のない子どもと活動する機会があるか O した研修会を実施したり、通所児童の
した。

28鰯 溜騒塔」蕊球
や地域の子ども子育て会議 O 現ll犬は参加できていませんが機会があれば参加したいと者えてしヽます。

29 日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、子どもの発達の
てヽ共通理解をもっているか O 連絡ノートや送迎時を利用して、家庭での様子、事業所での様子を共有

しています。

保

護

者

へ

の

説

明

賞

任

等

30
票
営規程、利用者負担等について丁事な説明を行つている

○
契約時はもちろん質Po3や疑間のある方へは丁中に伝えることを心がけて
います。

31

るヽか

O 定豊盛罫継懸蕃藩鏡畠涯9宅召審雇簿
んとモニタリングを行い、完成し
ています。

32離 、現晃藍奮獣誓を瞑転義昇禦紫1認示‖する相調
こ適O

連絡ノートなどで,B握し、必要に応して話を聞く時間を設けるようにし
ています。また保護者会にて年齢の近いグループワークを実施し、開員
と共有しています。

33幕麟啓篤蟹鞭細謙it郡獣 O 相3炎があった場合にはすぐに体勢を整備し面談を行つています。

34馬鞘艤警章壱縄 翠簿『錨錦 球
絲 O 履撃駕喬惑饗撃隷霜ス票と穏音ぎYねボ七薬会や遇難81撥などの行事ズ〕tあった時にはそのヨしています。3:た、HPでも活動概要を発信

ています。

35 情報の取扱tW三十分注意しているか O データや個人情報は、ウイルスセキュリティや鍵付薔庫に保管してお
り、l固人情報保護マニュアルを作成して取り扱いには注意しています。

36
艦肩露患2醍まな祭

護者との意思の疎通や情報伝達のた O
給カードを用意し、短い言葉でわかりやすく説明を行うことを,bがけて

な慧承と甚晶み嶺全震ヨ層盤拾を零はなく、子ともの行動の前後の様子います。

37 婁謹晉客雷珊 存民
を招待する等地域に開かれた事 O l果護者会で近隣の施設に声を掛け、招致しています。また、イベントで

は利用者の兄弟等と一緒に活動を行うこともしています。

事F

常

時

の

対

応

38
時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マ

二≧亀健露た勇黒在鞘 議声
l―周知するととuミ発 O

各種マニュアルを策定し、職員に周知しています。対応マニュアルを掲
示し、避難訓練の実施日、内容を保護者に周知しています。緊急時の対
癌については保護者へ案内しております。

39
悲蔀漆謡 儀銅や

定ヽ期珈こ避難、救出その他必要 O 年2回それぞれ地震・火災・高潮 ,不害者を想定した対応訓練を行つて
います。防災グッズや非常食の準備も行っています。

40 議魁録し響芦崩戸防接種、てんかん発作等のこどもの状況 O
て

二辰ξξ争
博と羅筆写∃蓬移ぞ憲宅f蓬手撼濯ζ露据覇しています。

など対応し

41 食物アレルギーのある子どもについて、
く対応がされているか / / 食事の提供を行っていません。
42 ヒヤリハット事例集を作成して事業所内で共有しているか O ヒヤリハット事例があった時には惑す作成し、朝礼での周知等で情報の

欠

'8が

ないように徹底しています。

43
壕毎急を渉灘亀露件

職員の研修機会を確保する等、適切
○

虐待防止規定を定め職員に盾l知するとともに社内研修、虐待防止委員会
の設置も行っています。

鮒 鮪 戦 蘇熱 響寄た7夢
甘譜潮 ○

を しています。記戦が跡要と思われる堀重がし
している事例はありません。

なヽい



事業者向け (集8+) 放課後等デイサービス自己日早価表 運動支援GYM ANT

(2024年 1月実施)

チェラク項目 はい いいえ 改讐目穏、工夫している点など

環
境

体
市」
整
備

O 利用定員が,日導訓練室等ス
ペースとの関係て適切で

あるか O 広さの基準は局たしていますが少し天丼が低いです。
定数10名に対し}旨導スペースは58謂あるので基準を満たしています。

② 鵬員の配置数は邁切であるか O 常0守4～5人の職員を配置しており、児童指導員力D配加算が算定可能な力0配人員
も確保した上で支援に臨んでいます。

③
事業所の設備響について、バリアフリー1との配I憩が

適切になされているか ○ 事業所内に問題はありませんが、l'。“段が3であるように感じます。

業
務
改
善

④
業務改善を進めるための、POCAサ イクル (目瞭
設定と振り返り)に、広く職員が参団しているか ○

毎朝の朝礼や支援終わりの時間で振り返りを行つています。
支援の目的を共有するとともに成果や改善点についても意見交換しています。
また、年1回の自己評価は結果について購員で話し合い、課題の共有を行つて
います。

⑤
保醸者磐向けB甲面票を活用するなどにより
卜調査を実施してl果護者響の意向_警を,Bほ
改善につなげているか

アンケー
し、業務 ○

保護者会やイベントの時などにアンケートを配布し、その内容を閥員間で分析
しています。また、年1回保護者の方による評価を実施し、結果を暇員て分析
して課題を共有しています。

◎
この自己B甲価の4古果を、事業所の会報 心ヽホームペー
ジ等で公開している〆つ` 〇 ホームベージ上で公開しています。

⑦
第三者による外部B甲価を行い、評l面結果を業務改善
につなげているか ○

外部評l面は行えてはいませんが、業務改善は日々 検討と改善を心掛けていま
す。9後も全贈員による検討、改善を継続していきたいと者えております。

①
職員の資質の向上を行うために、61i修の機会を確保
しているか ○

資
い
質向上のために障害に対する理解を深める研修や運動補助の研修を実施して
ます。内部研修のみならす外きB研修にも積極的に参力Dしています。

適
切
な
支
援
の
提
供

◎

アセスメントを適切に行い、子どもと保臓者のエー

ズやB票題を害筆見的に,」析した上で、お父課後等デイ
サービス討圃を作成しているか

○
騒長半年毎のモニタリングBきにアセスメントを行い、面3奥を実施して支援計画
を作成しています。

①
子ともの過應行動うの状況を図るために、l環準イとされ
たアセスメントツールを使用しているか O

最長半年毎にアセスメントシートを記入して頂き、子どもの状況を把握してい
ます。また、個別の体操チェックシートや作業療法士監修の日常生活動作
チェックシートを用いて吠況を図つています。

O 活動プログラムの立案をチームで行つているか O 毎日その日の全鵜員で意見交換を行い、プログラムを作成しています。

⑫ 活早あプログラムを固定化しなしヽよう工夫してしヽるか O 立案時、前団までの活量il内容を参照して固定化しないよう圏意しつつ立案して
います。

⑮
早日、体日、長削体暇に応して、と黒題をきめ40やか
にと安定して支l嚢しているか O その日によって個々の回BJ支援計画嘗にg3載された内容と照らし合わせ、細かく課題を

設定しています。

①
子どもの状況に廊じて、lttl別活動と集団活晏Bを通宣
組み合わせて放課後磐デイサービス計画を作成して
いるか

○
サーキットでの集I重l活動とl固々の課題に即したl固別活動を併用して行っていま
す。

⑮
支援開始前には1器員間でりす打う合わせをし、その

B行われる支援の内容や役割分l日について確隠して
いるか

○
利用記

'ユ

表、業務日報・
常勤含め、支l景開始前に

個BIJ
確認
メニュー及び発達療育メニューを決め、常動・非
しています。

⑬
支 l麦終了後には、職員間で区す打ち合わせをし、そ
のB行われた支l民の賑り返りを行い、気づいた点・む
を共有してしヽるか

O
打ち合わせは毎朝行つております。振り返りに関しては次の日になることが多
いですが、気づいた点や改善点を共有しています。
利用言B録表を記入し、業務終了後に常奎力・非常勤含めて意見交換を行い、活動
内容や児意の様子の振り返りを行つています。

Cl
日′7の支腰に関して正しく日B銀を取ることを結女廃
し、支援の検証・改善につなげているか ○

連絡ノートや利用記録表を用いてその日の支援内容を記録しています。気にな
る点等があつた時には検証し、改善を行つています。

⑩
定期的にモ

=タ
リングを行い、肢B果後等デイサービ

スB十画の見直しのり要性を判断しているか ○
最長6か月以内で評価・モニタリングを実施し、保護者及び買説員間で課題共有
した上で、活動内容を見直しています。

⑩
ガイトラインの船則の基本活動を複数辛ほみ合わせて

支 l騒を行つてしヽるか ○ ガイドラインに沿つてバランスよく支援が出来るよう心掛けています。



関
係
1組

関
や
保
護
者
と
の
連
携
関
係
機
関
や
保
護
者
と
の
連
携

⑩
写F写録談弱鷹精
事
謹をぞとこ意至揚も萬舎憲象吾9 ○ 本gs炎支援事業所と連携し、担当者会議には虎童発達支援管理責任者が参画して

います。

⑪ 三博14S蓼命憂ど慈暑驚暑すE亀尋層再:驚侯遺○ 慧令綴墨|ご緑譲専匿握憧罵遷韻言宅胃撃写「畢廷!理邑倦證屠悟橙塩堰そど
て

に、事業所内での情報共有や連絡調整に努めています。

⑫ 磐暦笙題避撃詈鐙話藤焉窪墨買金供急塚合は、子ど/ / / 対象者無し
⑪

醤尋層曇識昌ドロニ曇騒導密協鴛馨留綸巽書E艦豊 O
主に保護者や相談支l笈事業所を通して

‐
就学前に利用していた施設での状況

報収集しています。また、送迎時に子どもの様子などについて情報交換を
しヽます。

を情
して

⑪ 言豊覆脅ξ堂ム稔疇を言層ξヨごここ言彗子禽皇噂/ / 対象者無し
④ 据薯誌績議遷蓬X包「協警澪際爆喜甍簿老X室示

等 O
参加可能な研修には積極的に参加しています。

甕薯策高高馨紀隼客そヨ髯X事51の
情報共有をもとに、モ三タリング時に保

⑩
政課後児重クラフや児童agとの交流や、障害のない
子どもと活動するl激会はあるか ○ 綴馨言お長馬線曇客霊番撃tttrした研修会を実施したり、通所児童の見弟姉

⑤ ぷ
1とげl自立支p隠 錯 へ1員極的にとと

'力

0してしる
〇 現状は参加できていません力14歩贅会があれば参加したいと者えています。

⑮ 景冤建
島誤馬穏農驚沼写届喀真恙煙轟窪鴛ち毛缶る

も
○

子ともの送迎時の保護者の方との会話のほか、連イ各ノートや電話での中膏報共有
など、宙に連絡を取り合いながら共通理解を持てるように努めています。

⑩ 8弩薦宴υワ々?Pう空望9夢磐8皇浪矮春雪埓i4
るか

〇
主にモニタリン
す。日々の様子
ています。
客箕暑と写ξ零再:凛岳害豚縁泳g曇恙2響訟焦雪蹟百盤ヵ

ま
し

保
護
者
ヘ
の
説
明
資
任
等

⑩
運営規程、支援の内容、利用者員担等について丁寧
な5党明を行っているか O 契約皓はもちろん質問や疑間のある方へは丁寧に伝えることを心がけていま

す。

⑪ 露壱声念墨窓誘雪こ豊解塞蒋ξ響風急塚調に適切に ○
連絡帳や電話などで把l屋 し、跡要に癒して話を聞く時間を設けるようにしてい
ます。また、保護者会にて年齢の近いグループヮークを実施し、職員や周囲に
悩みを相談するl捜会をつくっています。

⑫ 攀居衰9F潔屋薯蕎望伝追漉矮璧蔑eぞ続盟娠
する
○ 年2回保3蜜者会を開催し保護者同士の連携の場を設けています。

⑩ 票言:置掻警言eこ章:悟写:韓毒し≧Fg繰響繕〇 苦情発生9きには職員間で発生原因と改善策を共有し、通速に対応しています。

① 露課錦懸お穏嘉窪李優著も標詔馨窟錫[宅晃層し弩
いるか

○
定競的艤 輛は発行していません妖 蹴 者会や観難Ы

睡 響痛
g♂
ぞ属祭夢Fは

その様子や内容を手猟や
公式ヒ十NEにて配市 `配十gしてぃます上また、HPでもだ

⑩ 個人情報に十分注意してしヽるか ①
データや個人情報は、ウイルスセキュリティや鍵付書庫に保管しており、lttl人
情報保護マニュアルを作成して取り扱いには注意しています。

⑩
l草召のある子ともや保護者との意悪の疎通や慣やR12i
達のための西EI患をしてもヽるか O 骨gき 1争軍Eヒぁ爆摯尋爵覆協巳臭事

や
F患撃懇ζttR暑義森儀雪ヱていまうにして

O 事業所の行事に地域住民を招待する奪1にl域にDUかれ
た事業重自を図つているか 〇

保護者会にて地1鋭の事業所と連携した研修会を実施したり、通所児童の兄弟姉
妹等との交流機会を設けました。

ヨF
常
時
の
対
応

◎ 語尋堂習夢影を桑蓬と!態豊悪漂邑薯と尚結むぞ釈
るか

○
各種マニュアルを策定し、阿朝員に,甍 l知 しています。対応マニュアルを掲示し、
避難訓線の実施日、内容を保護者に周矢Dしています。緊急8もの対応については
保護者へ案内しております。

⑩
非常災害の発生にl崎え、定 ,I】的に赳兵住、数出そのほ
かl必要な科‖練を行つているか O 年2回それぞれ地震・火災・高潮・不雷者を想定した対応訓練を行つてしヽます。

防災グッズや非常食の準備も行っています。

O 虐待を1心止するため、旧員の研修線念を確 1票する害、通切な文」応をしているか ○
虐待防止規定を定めH磁員に同矢8するとともに社内研

'多

、虐待防止委員会の設置も行って
しヽます。

⑩

どのよ

で ○
契約時には跡す説明をしています。
現在支援計画に:3載している事例は

記朝がり要と,g、ゎれる児童がいないため
ありません。

⑫
良物アレルギーのある子どもについて、医師の指示
密に基づく対聴がされているか / / / 食事の提供を行っていません。

⑩
ヒヤリハット事柳J築を作成して事業所内で共有して
いるか O ヒヤリハット事例があった0きには跡す1乍成し、朝礼ての周知等で情報の欠,0が

ないように徹底してしヽます。



握重発達重援翌麺羞 運動支援GYM ANT

保護者篠アンケート結果 (回答世帯数 9) (2024年 1月実施)

チェック項目 !意い
どちらとも
しヽえない いいえ ご意見

環
境

・
体
制
整
備

1 子どもの
'き

動書のスベースが十分に確保されているか 7 2

2 蘭員の配匿〉寅や専P]性は適切であるか 7 2

3
りやすし つてい

′〈リアフリー化 6 2 1

4 寧湮奢肥雪源馨轟と普嗜きた遅Sこゑ督ぞ伝竃思
ているか。また、 8 司

5 送迎など子どもψ保謹音のエーズに含わせた体制を翌えてしヽるか 8 1

適
切
な
支
援
の
提
供

6 もと保

`重

音のエーズや:票題が密饉月的に分析された上で、児童発
るヽか 9

7 l月蔵多と達支 l覆計画には、具体的な支援内容が設定されているか 9 糞EB掻急g脅魯奎彗髯[こ吾gξ5,し雪示葛磐宴g匿言こ、情習
8 児童発達支l展計画に沿つた支援が行われているか 9

9 グラムが固定化しないよう工夫されているか 8 1

10 地lすとの交流 もヽ、1草害のない子どもと活動する機会があるか 3 4 2
で署
第ダ)｀参B8できるイベントが果しかったので、今後も0ってlまししヽ
一ご意見ありがとうごさいます。少者にさせていただきます。

保
護
者

へ
の
説
明
等

11 不U用者負担等について丁寧な説明を行ってしヽるか 8 1

12 「児童発達支l震計画Jを示しな力lら、支援内容の説明がなされたか 8 1

13
:揖待三言ξttRぞ環憲燈諄喜t写「客猪と冨写意吊讐馨泳釜灌写 8 1

す

言g彗:::lig言自:二:::gξョ:写こig三写‐電墾信赤
14 再手振彗号篠唇eこ睾ξ驚彗E奪毒E膏せ岳曽禁雪Rr紹霞奪申

購東 7 2
す 
談にlよ彎割迅選に支y応してくださぅてぉり、旭廟もとても丁寧で

だ警呈び伝畢F萬雪蕗亀称鐸憲篇鸞遷喜R「け早急に支J応させていた

15 子ど 7 1

禾L□」咎 1

16
岳馨彗掘写辞彗奈
風今磐菖筈蔀罵ぁ濯翼獲季ど雹導藻霞巻濫駕e響 5 4

17 個人l膏報の取 l浸 しヽに十夕)注意してしヽるか 9

非

常

路

と

の

増

慮

18 ル、 8心 lBマニュアル、懸染症文」応マ
説明されているか。

ニユアルを 9

19
落Я響言忽な

生に備え、定期的 l、
~運
難、▼文出その胞嚇要な訓練が行 9

満

足
度

20 子どもは通所を楽しみにしているか 8 1

,琶旨2署電棄む″にし宅薇掌写
うだよので私たち保護者も

'Eし

しヽです

ぃ豊撃
gFうごさいます。今後もより帥 政媛ができるよ引こ努めて

21 しているか 9



放課後等デイサービス評価表 運動支援GYM ANT

保護者様アンケート結果 (□答世帯数 16) (2024年 1月実施)

チェック項目 はい いいえ ご意見

環
境

体
市」
整
備

① 子どもの活動等のスペースが十分に確保されていますか 11 6

・ もう′」)し広しヽとありがたいです
・ もう少し広い方が良さそうだけど建ヰ斃の悔造上
仕,うないと騒います

二ご悪責法ら春どヨど患言豪写F尾豪〒懸督證鳥
しl旨薯スペースは53rドあり:表すので基準を海た
してしヽます。その上で児甕の活動内容に合わせて
その琶,度柔軟に配置しておりますが、◆後もス
ペースの活用を正夫して行っていきたいと悪いま
づ。

② m員の配田数(bむ門性は適切であるか 16 」

③ 琴蓋電8盗鰺霧犠功澄忌悪死導言三承の設置などバリアフ 9 6 2

・困ってlよいないですぬk隠初の幅韓
恩います
。
J曽段に手すりがない
うご恵見ありがとうごさいます.暗段は建4勿の其
有スベースになりますので、なかなか配応できす
心苦しく悪っています。舞I争について不安がある
!易合lさごナ〔]s褒ください。

適
切
な
支
援
の
提
供

④
子どもと1黒謹者の二一
で、放課後等ディサー

ズや課題が密機的に分析された上
ビス計画が作成されてしヽますか 17

・よくTU讀にのつてj負いてます
→ABs費等はできるだけ早急に支」廟させてしヽただき
ますので、いつでもお芦がけください。

⑤ 活動プログラムが固定化しないよう王夫されていますか ¬7

⑥ 盤覇琴写属塞忌署ぢ景琴類
との交流や陣宮のない子どもと

6 5 6

(天X天て了
を感していません

保

護
者
ヘ

の
言党
明
等

⑦
支l覆の内容、利用者負 l□等について丁寧な :,を明がなされて
しヽますか 17

ビス困奮の替隕目の源善貿ズ)【つかる
よヽうに隠います
しつかりと説明頂しヽております

ていると感しさせてしま
ませんでした。今後もわか
りに『〕んで参ります。

―一部ご説明が不足し
しヽ、大変申し訳ごさい
りやすい説明や資料作

③ 尾瞑寃亀議恙虐客襟響賃ほ窪解
苦
焦写曇奪士キま薯宗
もの発違 17

とIよすぐにヒントを
=貿

えて頂しヽてます
うごさいます。ε後も夕t通理解アうl深ま
惰草段を具十」しながら支l露に向き合つて

◎ 局輩萬摂響*て
面談や、薄月に関する助言等の支援が行わ 17

・四つたここ:よすぐにヒン卜を毅えて頂いてます
SIさ続さ、より良しヽ助
熙員の資質の FO」上にも

→ありがとうごさいます。
言や支燿力1できるように、
取り組んていきます。

⑩ 苦呈協癌密憑聖霰き埼乳、曇琴恵盆等のF,3催により保B賞苫 14 2 1

・承くて六丈夫です
,ご意見ありがとうござぃます。参考にさせてい
ただきまづ。

① 言犠畳言§毬景雪亀移E毎写こ博再まと雲9r響信憲宏ヨ16 1

・苦幅がないためわかりません   ~~~~
―ありがとうございます。膏事の際 (去迅速に支」廊
てきるように体岳Jを整えております。

⑫
承懸月導届要夢急

の意届の疎通や情報伝達のための晉3臨が 17

① ξ整撃g言爵こと憂ぞe三髯冨ξ景琶繁絡誘選興喜享Eも 16 1

① 個人l薦草限に十分注意してしヽますか 16 1

夢H

蒲
8告

の

対
貼

⑮ 希暑察超υF晨贔薯と尚銘甲昌品迅五宅とぽ彗蓉
マニュア 16 1

④ 悲昴器尋宥籍歳埓編島黒期的
に選難(敷出、その他鯵要 17

,話

足
度

⑪ 子どもld透所を楽しみにしていますか 14 3

⑬ 事業所の支l妥内容に,1壱足していますか 17

。いつもあリカ「とうございます

て雪撃ぢ原ダ多写r宅夢芽苫壁楢旅箸岳室蒜導曇
心です。
,ありがとうごさいます。今後もより良い支猥が
できるように努めてしヽきます。



事業者向け (集計) 児童発達支援自己評価表 運動支援GYM ANT第 2
(2024年 1月実施)

チェック項目 はい いいえ 工夫している点、課題や「真書すべき点など

環

境

体

制

整

備

1 利用定員
が指導訓1練室等スペースとの関係で適切である

か ○ 定数10名に対し指導スペースは67∬あるので基準を満たしています。

2 職員の配置数は適切であるか ○
常時4～5人の職員を配置しており、児童指導員加配加算が算定可能な加
配人員も確保した上で支援に臨んでいます。

3
生活空間は、本人にわかりやすく構造化された環境になって
いるか。また、障害の特性に応じ、事業所の設備等は、′即メ
アフリー化や情報伝達等への配慮が適切になされているか

○
活動の準備、帰りの準備を定型化することで勤線を確保しつつ活動に入
りやすい環1見を整えています。入リロ前に階段がある為、小さなお子様
などは手をつないでの上り下りを行つています。

4 生活空間は清潔で、心地よく過
ごせる環境になっているか。

また、子ども連の活動に合わせた空間となっているか O 活動後の清掃を徹底し湾潔に保つようにしています。用具の昨又納等も児
童の目線の高さに合わせています。

5
送迎など子どもや保護者のニーズに合わせた体制を整えて
いるか ○

送迎ルート等保護者の要望を聞き配慮していますが、語望者全員には行
えていません。

業

務

改

善

6 業務改善を進める
ためのPDCAサイクル(目標設定と振り返

り)に、広く職員が参画しているか O 支援の目的を共有するとともに成果や改善点についても意見交l集しています。
年1回自己B平 1面を行つています。

7
保護者等向け評価表により、保護者等に対して事業所の評
価を実施するとともに、保護者等の意向等を杷握し、業務改
善につなげているか

O 年 1団保護者の方による評価を実施し、結果を剛員で分析して課題を共
有しています。

8

事業所向け自己評価表及び保護者向け評価表の結果を踏
まえ、事業所として自己評価を行うとともに、その結果による
支援の質の評価及び改善の内容を、事業所の会報やホー
ムページ等で公開しているか

O 監□と果を集計後にHPで公関しています。

9 第
三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につな
げているか O 外きF評腫は行えてはいませんが、業務改善は日々検3すと改善を心掛けています。今後も全職員による検5」、改善を継続していきたいと考えております。

10 職員の資質の向上を行うために、研修の機会を確保してい
るか O 全職員を対象に発達障害に対する理解や運動補助の研修を実施していま

す。

適

切

な

支

援

の

提

供

11
アセスメントを適切に行い、子どもと保護者のニーズや課題
を客観的に分析した上で、児童発達支援計画を作成してい
るか

○
最長半年毎のモニタリング時にアセスメントを行い、面談を実施して支
援計画を作成しています。

12 子どもの適応行動の状況を図るために、標準化されたアセ
スメントツールを使用しているか O

最長半年毎にフセスメントシートを記入して頂き、子供の状況を把握していま
す。また、個月Uの体操チェックシートや作業療法士監修の日常生活動作チェック
シートを用しヽて状況を把握しています。

13 児童発達支援計画には、具体的な支援内容が設定されて
いるか O モニタリングをもとにl固々の課題や支援方針、具体的な手立てを自己敬し

ています。

14 児童発連支援計画に沿つた支援が行われているか O 毎日のプログラム作成時に個々の支援計画を元に立案しています。

15 活動プログラムの立案をチームで行なつているか O 毎日その日の全職員で意見交換を行い、プログラムを作成しています。

16 活動プログラムが固定化しないようェ夫しているか O 立案時、前回までの活動内容を参照して固定1としないよう留意しつつ立
案しています。

17 子どもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合
わせて児童発達支援計画を作成しているか O サーキットでの集団活動とl固々の課題に印したl匿月U活動を併用して行っ

ています。

18 支援開始前
には職員間で必ず打合せをし、その日行われる

支援の内容や役割分担について確認しているか O 利用言3録表、業務日報。個別メニュー及び発達療育メニューを決め、常
勤・非常勤含め、支援開始前に確認しています。

19 支援終了後には、職員間で必ず打合せをし、その日行われ
た支援の振り返りを行い、気付いた点等を共有しているか O

働別刊阿記鰊表をBE八ヒ 業務H了後に常切・非常勁3めて廊月女顔をf,い、li働内もやl月日のほ子のjRり返りを行って
います。終了l資に行えないl電台は厚す次のBの章Bに行つて♂Jりまi猥 り坂りにBEしては気

'い

た汽や麒む点を異膏して
います。

20 日
々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証
改善につなげているか O l団人ノート、利用記録表、値l別支援内容を記録し次回の計画立案時に活

用しています。

21 定期的にモ
ニタリングを行い、児童発達支援計画の見直し

の必要性を判断しているか O 最長6か月以内で評価 。モニタリングを実施し、保護者及び職員間で課
題共有した上で、活動内容を見直しています。

22 障害児相談支援事業所のサー
ビス担当者会議にその子ど

もの状況に精通した最もふさわしい者が参画しているか O
相訟支援事業所と連携し、担当者会議には児童発達支援管理責任者が参
画しています。

23 母子保健や子ども
・子育て支援等の関係者や関係機関と連

携した支援を行つているか O 跡要に応して区役所や相談支援事業所との連携を図り、定期Otなモニタリングの
,景には情報共有に努めています。
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魯Ξ露彿即聯雲鍋魅24 O 窪悪驚陶拾屋思吾息櫓鼎騒輩乙こ讐重昂宮モ温搭象箕蕃嬬極羅話盤産曇忠そぃま
す。

25 移行支 て、小学校や特別支援学校(Bヽ学部
共有と相互理解を図っているか ○ ています。

とに事業所内での情報共有や連絡調整に男めています。

26
断裁 |ン瑠 三出騒雛 懃 巖 O

しています。

挙写「

との情報共有をもとに、モニタリング8きに保護り

つてしヽ

27 地域との交流や、障害のない子どもう舌動する機会があるか ○
保護者会にて地域の事業所と連携した研修会を実施したり、通所児童の
見第姉妹等との交流機会を設けました。

28 馨芙塩鳥鋒辞堕動含::乾鶉命や地域の子ど与子育て鋪 O 現】犬は参加できてぃませんが機会があれば参加したいと考えています。

29 曇隔ぞ潮 V遡輩雷雷爾読晃蔀唸ち予
どもの発達の

○
連絡ノートや送迎時を利用して、家庭での様子、事業所での様子を共有
しています。

30
票
営規程、利用者負担等について丁撃な説明を行つている

○
契約時はもちろん質問や疑間のある方へは丁寧に伝えることを心がけて
います。

31 のねらい及 「児
を示しながら支援 明を行い、保 O だ皇適鼻魯髪吾藩第亀達8零召懲雇

ちんとモニタリングを行い、完成し
得ています。

保

護

者

ヘ

の

説

明

費

任

等

32窃摺維
ヽ
厳 鼠望爾評堵認承対する1目謝

こ適O 遷磐≧こ痣筆岳房選奮ラjし聖夢5聖歩蓬霙寵聞
く時間を設けるようにしています。またI黒
し、聴員と共有しています。

33壽麟想霙遂留斡趨碧織誨ド鞘 O 相談があった場合にはすぐに体勢を整備し面談を行っています。

34鰹帷翻亨ど銘騒緊簿g軽蔭珠球締 O
定期的な会報は発行していません力ヽ 保顔音会や避難訓練などの行事があった時にはその
標豊や内容を手紙や′△`弐LINEに て配市・配l目しています。また、HPでも活動構要を発恒
ています。

35 個人情報の取扱いに十分浅意しているか O データやlttl人情報は、ウイルスセキュリティや鍵付書庫に保管してお
り、l国人情報保護マニュアルを作成して取り張いには注意しています。

86 のある子どもや保護者との意思の疎通や情報伝達のた
めの配慮をして しヽるか ○

87
蔓蓋暫?雷珊 争

民を招待する等地域に開かれた事 O 保護者会で近隣の施設に声を掛け、招致しています。また、イベントで
は利用者の見第等と一緒に活動を行うこともしています。

38 発 O
各種マニュアルを策定し、
示し、避難訓練の実施日、
応については保護者へ案内

職員に同知しています
内谷を保護者に周知し
しております。

。対応マニュアルを掲
ています。緊急時の対

39
悲昴漆
g鵞
篭 嶋毎岳

定ヽ期帥こ避難、救出その他必要 O 年2固それぞれ地震・火災。不密者・高潮を想定した対応訓練を行つて
います。防災グッズや非常食の準備も行つています。

40 憲譜曇し号讃崩F防
接種、てんかん発作等のこどもの状況

○ 蔦を響含蜜箸ダ宴把P塁属語唐権露学も楚簿
の可能性がある児童には対応8こ 1景表を常崎準
でなく、題所時にもその都度様子を聞くなど

支0応しています。

41 食物ア
レルギーのある子どもについて、

く対応がされているか // 食事の提供を行っていません。
42 ヒヤリハット事例集を作成して事業所内で共有しているか O ヒヤリハット事例があったBきには駆す作成し、朝礼での周知等で情報の

欠夕Bがないように徹底しています。

43
療簿急を渉証縫儲件

職員の研修機会を確保する等、適切
○

虐待防止規定を定め職員に周矢口するとともに社内研修、虐1寺防止委員会
の3貿圏も行つています。

契約時には必す説明をしています。SE載が跡要と熙われる児童がいない
している事例はありません。記朝

非

常

時

の

対

応

うな場合にやむ ついて、組
し了解 O44

を得た上で、 ているか



事業者向け (集計) 放課後等デイサービス自己評価表 運動支援GYM ANT第 2
(2024年 1月実施)

チェック項目 はい tiえない いいえ 改善目想、工夫している点など

環
境

体
市」
整
備

①
利用定員が指導副‖練室警スペースとの関係で適切で
あるか O 広さの基準は満たしていますが少し天丼が低いです。

定数10名に対し指導スペースは67Πfあるので基準を満たしています。

② 附員の配□瞥賃は通切であるか ○

常崎4～ 5人のH引員を自8置してあり、児重子目輻員】口日こ刀0野が算足可能なDOBじ人員
も確保した上で支援に臨んでいます。

③
事業所の設l毎等について、バリアフリーイしの配慮が
頑切になされているか O 事業所内に問題はありませんが、入り□前のl皆段が急であるように感します

その為、小さなお子様などは手をつないでの上り下りを行っております。

業
務
改
善

④
業務改善を進めるための、PDCAサ イクル (目 l票
設定と振り返り)に、広く簡員が参画しているか ○

衛朝の朝礼で前日の振り返りを行つています。
支援の目的を共有するとともに成果や改善点についても意見交換しています。また、年
1回自己3早価は結果について硝守員で語し合い、と黒題点の共有を行つています。

◎

l黒 :婁者等向け評価票を活用するなどによリアンケー
トl尋査を実施して保I螢苦等の意向等を把握し、業務
改善につなげているか

①
保l貨者会やイベント時なとにアツケートを配侑し、その内容を職員間で分析しています。
また、年1□保護者の方による評価を実施し、皓果を節員で

'〕

析して課題を共有してしヽます。

⑥
この自己3早面の争も果を、事業所の会幸日やホームペー
ジ等で公開しているか ○ ホームページ上で公開しています。

⑦
第三者による外部3畢価を行い、思早価結果を業務改善
につなげているか ○

外部評価は行えてはいませんが、業務改善は日々検討と改善を,b掛けています。 今後
も全職員による検g」、改善を,送続していきたいと考えております。

⑥
聴員の資質の向上を行うために、研修の機会を確保
しているか O 資質向上のために障害に対する理解を深める研修や運動補助の研修を実施して

います。内部研修のみならす

'卜

部研修にも積極的に参加してしヽます。

適
切
な
支
援
の
提
供

◎
アセスメントを通切に行い、子どもと保:雪者のニー

ズや課題を害観的に分析した上で、放Bttl麦等デイ
サービス計画を1年成しているか

○
最長半年毎のモニタリング時にアセスメントを行しヽ、面談を実施して支援計画
を作成しています。

⑩
子どもの適感行動の状況を図るために、標準1しされ
たアセスメントツールを使用しているか ○

最長半年毎にアセス
す。また、l固月」の体
クシートを用いて状

メントシート いま

燥チェッ
況を把握

クシー エ ツ

していま

① 活動プログラムの立案をチームで行つているか O 毎日その日の全職員で意見交換を行い、プログラムを作成しています。

〇 活動プログラムを固定十としないよう工夫 しているか 〇
立案時、前固までの活動内容を参照して匿l定化しないよう圏患しつつ立案して
います。

⑮
平日、体日、長期体暇に応して、課題をきめ縄やか
に設定して支娘しているか 〇

その日によつてl回六この個月U支援計画書にa己朝された内容と照らし合わせ、準Bかく課題を
設定しています。

⑬
子どもの状況に応して、□BJ活重0と集団活動を適宣
組み合わせて放課後等デイサービス8+画を作成して
いるか

O サーキットでの集団活動とl固々の課題に即した個呂u活動を併用して行つていま
す。

①

支援関
'3前

には職員間で必す打ち合わせをし、その
日行われる支l浸の内容や役割分担について確認して
いるか

〇
利用:3録表、業務日報・ l固別メニュー及び発達療育メニューを決め、常動・非
常勤含め、支援開始前に確認しています。

①

支援終了後に |よ、R鶴員間で賜di打声D合わせをし、そ
の日行われた支援の振り返りを行い、気づいた点等
を其有しているか

O
打ち合わせは毎朝行つております。振り返りに関しては次の日になることが多
いですが、気づいた点や改善点を共有しています。
利用3B録表を記入し、業務終了後に常勤・非常動含めて意見交換を行い、活動
内容や児童の様子の振り返りを行っています。

O B々の支援に関して正しく
g31最を取ることを常汝1盛

し、支援の検証・改善につなげているか ○
連絡ノートや利用記録表を用いてその日の支援内容を言B録しています。気にな
る点箸があつた時には検証し、改書を行つています。

①
定期的にモニタリングを行い、B箕課後巻デイサービ
ス計画の見直しの螂要性を判断しているか O 最長6か月以内で評題・モニタリングを実施し、保護者及び臓員間で課題共有

した上で、活動内容を見直しています。

⑩
ガイドラインの砕患則の基本活動を複讐貿粋日み合わせて
支l浸を行つているか O ガイドラインに沿つてバランスよく支援が出来るよう心掛けてしヽます。
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⑩ 写膏ξ祭讃秀遷嘉蓋をぞ甚電【墨揚も萬碧諄壕吾9 ○
相談事業所と連携し、担当者会議には児童発達支援管理責任音が参画してしヽま
す。

⑮ 三博le彗琴命憂埜愚暑警屠す選蓮尋[愚:こ償を○
を通 じ 行つています。緊急時などについて

また、送迎時に得た情報をもとじ

に、 まヽす

② 磐喬笙冦ど等必琶経話蘇馬をを轟貿全猟念塚合は、子ど/ / / 対象苦無し
⑪

:!評醤書昌芸き襟
異綴墓盟燃超与:i!学R:そ二SEi言ど三 ○

主に た施設での状況を
た、 つ しヽて情報交換をし

まヽ

① 膏堂愚脅書曽み懲零壱甍属ま彗とこぞ言彗雲冗皇埓 支」象音無し

⑩ 爆憲茜岳誘遷垂髭こ「燃警君解穆喜蓋謗¥話Ξ示
箸
○ まヽす。発達検査て関わりのあるセツタ―との情報共有をもとに、モ

=て しヽます

⑭ 撃習箸E毒割写三穏墨悪録羞宗交流や、3卓害のなしヽ ○ 係導芭お祭焉態曇密露苦蜜t2「
焼で研修会を実施したり、通所児童の兄弟姉

①
ボ
lttl蔓自でア支め 協議会等へl賞極的に参加しれ る

○ 現l犬は参加できていませんが機会があれば参加したいと考えています。

⑪ 鼻興建尻議烏毛黎盤習零厭毒真迄優轟窪総ちそ岳意 ○
子どもの送迎時の保護者のフjとの会話のほか、電g舌や連津

`ノ

ートでの憎や臓共有など密に
連率Sを取り合いながら共通I霊解を持てるように努めていますぅ

⑩ ξ昔
東9」9寵?P歩宣留9夢奪お皇濃矮警百埓;キ 〇

主にモ
す。日
ていま

タリング0きに、写ξ?そF凛畠客囲紀泳g霞畠2響警県雪蹟百勢ヵまし々の様子を共有を

保
護
者
へ

の
説
明
責
任
等

⑩ 恐畠謡聾浩百鰺宮窓奪ヽ利用者員担等につしヽて丁寧 ○ 審押
8きはもちろん質問や疑間のあるアjへは丁寧に伝えることを心がけていま

⑩ 患壱18皇憲誘喜こ豊憎建毒好翌風急塚S疑に適切に ○ 標鱈警基た奪睾覇淵彊旅ゥ々雪59ヒ夢覆皇紹し,露奮瞥奨暑
ようにしています。また
してしヽます。

⑫ 攀艦套8F潔姦薯簡主あ追滝獲豊雇εぞ言留ぷ
する
○ 保護者会を開催し保護者同士の連携の場を設けています。

⑮ 票言:信糧曽言e三ヨョ醤写:蜂毒し母科ヨ襟響篇○ 苦情発生時には贈員間で発生原因と改善策を共有し、迅速に対応してしヽます。

⑪ 再督敷
与お語薫窪筆Ξヒぉ漂鎖馨護韓t宅真層し零 ○ 懲ぎ鰐 盤騒 舞 徽 鉾

はその機子や内容を手紙や

⑩ 個人情報に十分注意しているか 〇 ウイルスセキュリテ
して取り扱いに

イや鍵付書庫に保管
は注意しています。

しており、lttl人
ユ アルを作成

① 窪房ぞ詠R冨患を
もじ弩誤言宗
の意悪のI東通や情報l=I

○ 書gξlf軍
唇著あ橿摯尋誘覆協巳累攀F

<説明を行うことを心がけてし
様子からl昭、いを読み取るようにして

⑨ 語萎聖鍵魯蓬岳曽墾僚屠窓招待する警1む
l貫にP,8かれ

○ 爆撃言お長焉槻曇客霊吉肇tだrし
た研修会を実施したり、通所児童の兄弟姉

ヲF
常
時
の
対
応

⑩ 彗景望習男死垂桑遷ti惣豊悪凝晶薯と尚嬬む誓;{ 〇
各種マニ
F麗碁窪療露普と督昂[写

`!掌

写!｀藁g倦謝露罵こ3:セ患観最箸入量嵩砂驚

⑤ 悲感釜憲罰藤を将雪盈、憲恕的
に避難、掌女出そのほ O 緒冤3毛り蚕ね降鋲魯法磐偽露竜譜 想定

した鋼 練を行ってしヽまi

① 寧F憲協態亀急媛0モ開暑窓研修機会を確保する 〇 虐待防止規定を定めl樹員に同知するとともに社内研修、虐待防止委員会の設置も行って
います。

①

`急

:3尋憂素言ヨ縣曇B§ヨ昇誰堰ヨ○ 歪豊纏写魯笹亀譲じ写X琶攀高忌協雰撃g兜戸
と思われる児童がいないため現

⑫ §惣墨ち堂露患鼎患R零缶意妖
ついてヽ医師のlB示 / / / 食事の提供を行っていません。

① 派暮思
ハット事例集を作成して事業所内て共有して

○ 巌Xユ台こ惑虐9ぞR學写Fに
は必iす作成し、朝礼での周矢□等で情報の欠如が



保護者向け (集計) 児童発達支援罪価表 運動支援GYM ANT第 2
(2024年1月実施)

チェック項目 は い ご意見

環

境

体

制

整

備

1 子どもの活動等のスペースが十分に確保されているか 11 1

2 の配置数や専門性は適切であもか 12

3 10 1 1

4 鉱鞘雪時越誰継志爾潮
こなっているか。また、子ともた

12

5 保護者のニーズlこ合わせた体制を整えているか 12

適

切

な

支

援

の

提

供

6
姦鰯 義需静

題が容観的に分析された上く 児童発違支 12

7 児童発達支援計画には、具体的な支援内容が設定されているか 12
毎回しっかリヒアリング1′てくださりとでt動かってます。
―今盛うri!康 をはの彊I■ L蘭 きつつ、支,R:1面 を立てさせていたださます

8 援が行われているか 12

9 活動プログラムが固定化しないようェ夫されているか 12

10 障害のない子どもと活動する機会があるか 2 7 3

分からなかった為

―ご意見ありがとうございます。ご希望や機会があれば行っていき

たいと思います。

保

護

者

ヘ

の

説

明

等

11 運営規程、利用者負担等について丁撃な説明を行つているか 11

12 「児童発達支援計画 Jを示しながら、支槻内容の説明力くなされたか 12

13 評訴専魂露路縮学も玩鞠 瑠阻 12
送迎の際にいつも丁寧に状況を伝えてくださってます。
一ありがとうございます。今後ともANTで の出来事を共有させて頂
きます。

14
対応の体制が整備されてt

知 説明され、 申入れがあった際に
かつ題切に対Fよされて し`るか

12

は毎回迅速に対応 してくださっており、対応もとてモ,丁事で

―ありがとうございます。今後ともより丁事に対応できるよう心が

けていきます。

15 子どもや保護者との意思の疎通や憎類伝達のための配慮がなされているか 12

16
ているか

9 3

17 l固人情報の取扱tWこ十分注意しているか 11 1

,「

常

的

奉

"竜

18 鵡 」郭読撃鷲1〒覇〔
嘲雑対応マニュカレを策定 11 1

19 非常災害の発生に備え、定期的に選雑、教出その他ら要な謝1練 が行われ 12

満

足

疫

20 10 2
毎回とても楽しみにしています。

'あ りがとうございます。今後も楽 しく通えるように様々な支援を

つていきます。

21 事業所の支援に満足しているか 12

し

願いいたします。

―ありがとうございます。今後も保
‐
虚善椋に安心 していただけるよ



保護者向け (集計) 放課後等デイサービス評価表 運動支援GYM ANT第 2
(2024年 1月実施)

チェック項目 は い
どうらともい
えない いいえ ご意見

環
境

体
市」
整
備

① 子どもの活動等のスペースが十分に確保されてしヽますか 15 1

② 母l鶴員の配置讐貨や専門性は適七Dであるか 15 」

③
事業所の設l鳶箸は、スロープや子すりの設置などバリアフ
リー化の配慮が適切になされているか 9 2 5

―どな見ありがとうごさいます。小さい子どもは、手を繋いで

'旨

「0を上り下りする彗配1怠しています。

適
切
な
支
援
の
提
供

④
子ともと保護者のニーズや課題が害観的に分析された上
で、放課後等でイサービス計画が作成されていますか

14 1 」

⑤ 活動プログラムズ)'固定化しなしヽよう工夫されていますか 15 刊

⑥
放B黒後児童クラフや児重館との交流や障害のない写どもと
活動する機会が有りますか 8 7 し、意見黒を想冨ま3Fざ

います。ご帯盟や機会があれば行つて

保
護
者
ヘ

の
説
明
等

⑦ 舌婆写恩
谷、利用者員担等について丁寧な説8′8がなされて 15 イ

◎ 尿綴常毛曇恙虐写松弩負燈謹扇宗写曇専|キま写志
もの発達 15 1

◎
后輩萬摂響ぷ

てlttl談や｀育児に関するR'」言箸の支援が行わ
15 1

⑩ 香士
母
8§竃壕聖宅き祷導と馨穿烹

会等の開催により保護者 12 1 3

① 言壱:言ここ尋:g9:写写こせ再まま争9r響悟春縁ζ封2 4

⑫
もや保護者との意思の疎通や↑膏報伝達のための配館が
なされてし まヽすか 15 1

① 尋督塁哲言彗こと憂書どこHgξ章琶緊絡露選冥喜享唇も14 2

① 1琶人情報に十分注意していますか 16

サF
常
時
の
対
廟

〇 希曇罠赳8F浜是薯と首錦甲累品患五セサ響書憲
マニュア

15 1

⑩ 悲昂濃尋客君秀弩預曇J示
期的に運妻軽、救出、その他跡要

刊5 1

満
足
度

① 子どもは通所を楽しみにしていますか 15 1

グ

―ありがとう
と工夫してい

まヽす。今後も楽しく遇えるように,も亜!内密
きます。

① 事業所の支援内容に満足していますか 15 1

うごさいます



事業者FO」け (集計) 児童発達支援自己評1面表 運動支援GYM ANT
(2023年 1月実施)

チェツク項目 はい いいえ 工夫している点、諫題や改善すへき庶など■■
‐

環

境

体

常U

整

備

1
利用定員が指導訓練室等スペースとの関係で適切である
/Jヽ

O 定数10名に対し指導スペースは58席あるので基準を満たしています。

2 Tttt員の配置数は適切であるか O 常時4～5人の臨員を百3置しており (土 ]避日は3人以上)、 児童,日導員加
西B加算んく箕定可能な加百B人員も確保した上で支援に臨んでしヽます。

3

生活空間は、本人にわかりやすく構造化されたI環境になっ
ているか。また、障害の特性に応じ、事業所の設備等は、バ
リアフリー化や情報伝遠等への配慮が適切になされてしヽる
か

○

活動の準備、帰りの準備を定型化することで動線を確保しつつ活動に入
りやすい環境を整えています。事業所内に問題はありませんが、,営 F費が
8であるように感じるため、小さなお子様なとは手をつないでの上り下
りを行つております。

4 生活空間は清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。
また、子ども達の活動に合わせた空間となっているか O 活動後の湾掃を徹底し膚潔に保つようにしています。用具の収納等も児

童の目線の高さに合わせています。

5 送迎など子どもや保護者のこ―ズに合わせた体制を整えて
いるか O 送迎ルートは保護者のご要望を聞き配慮していますが、希望者全員には

行えていません。

業

務

改

善

6 脇 亀嘉獣呉封壬れヤイ独自撤定と腹り返 O 支援の目むuを共有するとともに成果や改善点についても意見交換しています。
年 1[0】自己呂甲価を行っています。

7
雛奢癌球乞訳
要融鐵都:錦麟嘲 ○

年1□保護者の方による評l面を実施し、結果を,繊員で分析して課題を共
有しています6

8菫霧鐸謂婚會購諄
ムページ等で公開しているか

〇 結果を集計後にHPで公問しています。

9 第
二者1こよる外部評価を行い、評価結果を業務改善につな
げているか ○

Iユ行えてはいませんが、
今後も全職員による検討

フト3B呂|「 h両
います。
ります。

葉チ秀敵醤は日々検Bすと改善を心掛けて
、改善を継続してしヽきたいときえてお

10 職員の資質の向上を行うために、研修の機会を確保してい
るか O 全1繊員を文J象に発達障害に対する理解や超勤補助の研修を実施していま

す。             ｀

適

切

な

支

援

の

提

供

11 発蘇子ど禦請貨τな盈基魂鱒蕪誓哲癬 、
るか

○
服長半年毎のモニタリングBきにアセスメントを行い、面談を実施して支
援計画を作成してい茨す。

12 子どもの適応行動の状況を図るために、標準化されたアセ
スメントツールを使用しているか O

醸長半年毎にフセスメントシートを88入 して頂き、子供の状況を,e燿 してしヽま
す。また、旧別の体l員チェックシートや作業療法士監修の日常生活動作チェック
シートを用しヽて状況を図っています。

13 児童発達支援計画には、具体的な支援内容が設定されて
いるか O モニタリングをもとにl固々の課題や支l展方針、具体Oもな手立てを8E朝し

ています。

14 児童発達支援計画に沿つた支援が行われているか ○ 笞日のプログラム作成Bきにlttl々の支援計画を元に立案しています。

15 活動プElグラムの立案をチームで行なっているか O 毎日その日の全Л繊員で意見交換を行い、プログラムを作成しています。

16 活動プログラムが匿l定化しないよう工夫しているか O 立案BS、 前回までの活動内容を参照して固定化しないよう盟意しつつ立
案しています。

17 君と¥貿鞘 罫亀魃罪暑化奏印 を適宜組
み合
○

サーキットでの集団活動とl□′マの課題に即した値lttU活動を併用して行っ
ています。

18 支援開始
支援の内
前には用脱員間で必ず打合せをtン、その日行われる
容や役割分担について確認しているか O 利用記録表、業務日報・lEl別メニュー及び発違療育メニューを決め、常

勤 '非常勤含め、支援開始前に確認しています。

19 鶏 舗 播辞賓符言癬 数緞 亀家
れ
〇

l倒8」利用言B僚表を記入し、業子あ終了後に常動・非常勤含めて意見交換を行い、活
動内容(b児童の様子の振り返りを行っています。終了後に行えない場合は應す次
の日の朝に行つております。振り返りに関しては気づいた点や改善魚を共有して
います。今後もこB録ノート等で周去Dl仙店を図っていきたいと著えております。

20 最基2春恐早闘甲
録をとることを徹底し、支援の検証 O 個人ノート、利用曾E録表、l固別支1妥内容を記

'象

し次国の計画立案Bきに活
用しています。

21
房絨璧起壱覇紹 i縁

｀ヽ児童発達支援計画の見直し O H騒長6か月以内で評l面 。モニタリングを実施し、保護者及び贈員間でE果
題共有した上で、活動内容を見直しています。

22 辮触維搬 蹴 醜 絨 認子
ど
○

相談事業所と連携し、担当者会議には児童発達支援管理買艦者が参画し
ています。

23
毯姦糊 鷲 、電斎

援等の関係者や関係機関と O
規時点では行えていません。
つ後行える攣七囲で行つていきたいと巻えておりますn
区役所や相談支援事業所との連携を図り、定期的なモニタリングの際には惰草口共
有に努めています.



関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携

24
育

症心
て し

を行つてし

25

26彗吾驀鋤脚 輪慇醐 O
必要があれば行える体

“
」は盤えていま
誘鷲モ召構塩箕吾電題羅語姓彦基乞そし、ます拌寧燈f讐婁繰恩資源参議虐暑覇藩田に参加している。

27
支援内

て、小学校ど害響握昂能桑継異児義鞘tと
の間で O

してしヽますが、
らの情報をもと まヽ

て まヽせんn

してしに参加

28
蟹辞莞憩 |ンタ導癌酪議誘崎蟄巖 ○ 腹

を
保
成
に
作狙秘

ン

グ

リ

ロ

タ

プ
ニ

る

モ

よ
ヽ
に

に

士

と

法
も
療
を
業

すっ綿
叫

ま
胡
勤

い
信
在

・

区
切
たヽ
講

加

」
ま

い

参
夕

。
て

に

ン
る

し

的

セ
い
施

極
る
て
実

嶺
あ

つ
を

は

の
行
惨

に
り
を

研

祗
酌
硼
舶

な

で
容
業

能

蒼
内

夢

可
検

の
に

加

達

へ
心

参

発
着
中

29 交流や、障害のない子どもと,舌動する機会がある
O 暑雇き畠望と恐e省寝露c写占讐だ風[磐隻議搭客ます。

30 慧巽陥説酔絆整動禽Fi乾靴令や地域の子ども子育て会議 O 現状は参加できていませステが機会があれば参加したいと音えています。

31 展編ぞ納 塗郵彗♂鰹犠盈毘二毛a呟ちFどもの発達のO 連
い
絡帳や送迎時を利用して、家庭での様子、事業所での様子を共有して
ます。

32
祭
営規程、利用者負担等について丁寧な説明を行つている

〇
契約暗はもちろん賀間や襲間のある方へは丁寧に伝えることを心がけて
います。

33言gttξtt3會ζここ帯ζ奇ヨSSSニモ淳自章1磯 O だ窒歳昇毬呼蕃慶舗馬婚9宅冑懲啓恩宅汽豪5ダリングを行い、完成し
34 窃酷、ヽ朧 g重績詈腎4欅ま留二

'す

る相談に適 O
連子l各ノートなどでIB握し、感要に応して話を問く時間を設けるようにし

濱襲薯盛と落長風呂竜:う .すし至勢参堕歩客塾鳥tl綴昌[父署き孝R決
す。モニタリング0きにも町要に応して行つております。

35隷麟藝認鞠隷謙F辞殿留○ 相i奥があった場合にはすぐに体勢を整備し面談を行つています。

36 翻撃腺悟嘉習翻 鋒辞ざ牽摺を考iぜ承絡体 O 定期的な会報は発行していませんが活動の報告や行事のコ弓定は駆要に応
して手紙を晉B布しています。また、日Pでも活動概要を発信しています。

37 情報の取扱しWこ十分注意しているか O データやlttl人 1嵩争Rは、ウイルスセキュリティや鍵付書庫に保管してお
り、l国人情報保護マニュアルを作成して取りl辰いには注意してしヽます。

38
傍肩認憲2醍よ思祭

護者との意思の疎通や情報伝達のた
○

総カー
また、
るよう
:§拿9どをξ甘昂gξl言ヒ曽言奪;望§Ξ3二iξど景革3拌蜃魯愁

保

護

者

へ

の

説

明

責

任

等

39 業所の行事に地域住民を事 る等〕し域にFTlか招待す れた事
るヽか ○ 借買椙需腐誤照罵凛晨警おきも麿偲弓悪士キ遭協P糸実施です。

40魯:選湾常拷琢語議Z卸ピ争与烏三芦こ省チ躙 、発○ 票U:轟鼻罰終応霙霜営i円愚堰展緩箸こ嵩馬こそ;{寧5ニュアルを掲
41
昴森こ戦 長範岳

定ヽ期帥こ避難、求女出その他必要 O 評階 鐵 鵡 綴 曝響
雌 を行っていま

42
ご紹第と響吾密F防

接種、てんかん発作等のこどもの状況 O 畢だF隻籍博と藉箋写]碧停ぞ憲鵞「憲揚屠裡留署据覇
います。

て

を常9も率l備してしヽ
度1ま子を聞くな

43
駕 薫ミ 皇魏ゃ

子どもこつい韓 師の掲湘 盛 O おやつ提供が廃止の為跡要ないと考えておりますが、り要があれば医師
の子旨示書の写しをもらうようにしていきたいときえております。

44 例集を作成して事業所内で共有しているか ○
ヒヤリハット事例があった8きには明す作成しスタッフ間で

'電

l知を徹底し
ています。

45 防止 るため、す 員1脱 を確保の研修機会 る等、す 適切
応をし対 るヽてし か O 虐待防止規定を定め職員に同知するとともに社内研修、虐待ιち止委員会

の設圏も行っています.

非

常

時

の

対

応

46 鱗 、鶏急侯熱 望奇た年審甘辞潮 O 契約時には必す説明をしています。記載が財要と思われるl月重がいない
ため現在支l景計画に記載している事l,」はありません。



嘉業者向け く集計) 放課後等デイサーピス自己評価表 運動支援GYM ANT
(2029年 1月案施)

チェック項目 はい
tちらとも いいえ 改善目標、工夫している点など

瑕
境

体
制
整
備

O 糾留床
員メつliB!じ耐‖練室奪スペースとの関l再〔で適切て

〇
定数10名に支Jし ,旨導スペースは58ドあるので基準を満たしています。少し天
丼がl氏いとはしるので、内容を工夫しながら活動を行つています。

② 冊員のむ3醒 y夕は滴域lであるか O 常時4～5人の冊員を配置しており (± 0避日は3人以上)、 児童指導員加配加算
が算定可能なを0配人員も確保した上で支援に臨んでいます。

Θ 慧読産憲警月孝伝忍なてヽ
パリアフリー化の配慮が

〇
事業所内に問題はありませんが、l'ど段が急であるように職じるため、小さなお
子様などは手をつないでの上り下りを行っております市

業
務
改
善

④ 錢濯避熊密進ぢ)る優Pttk品皇患会毬と乳(懸思l猟 O
簿朝の朝礼で前日のl辰り返りを行つています。
支猥の目0もを共有するとともに成果や改善点につしヽても意見交換しています。また、年
1口白己9甲師を行い振り返りを行つています。

⑤ 曇む言:雲伊鬱ド彗憲響懇酪患魅懸獲適渥3/箕轟 O
l黒破者会の時などにアンケートをむ3市し、その内容を職員間で分析しています。
年1国保ユ饉者のアjによるBttmを実おもし、結果を職員で分析して課題を共有してしヽます。

⑥
　
一
　
⑦

鬱写宅蒸謡υ宅tや懇患ヽ“
巣所の会章Rやホームペー

〇 ホームページ上で′ム`開しています。

驚5恵伊密R毯ぷ
脚価を行い、評面皓票を業務改静

〇
タト古B評価は行えてはいませんが、業予努改善は日々検討と改善を心掛けていま
す。つ後も全附議員による検g」、改善を継続していきたいと者えております。

⑤ 8等侶蝦懇
の向上を行うために、6肝 l多の脳余を確保

〇 全H鞘員を対象に発達障害に対する理解や運動補助の研修を実施しています。

,薗

切
な
支
援
の
l尾

1猟

◎ 子こB賞群き§韓樹B毛帯塩示宅
'議

係灌喜字予~ 〇 最長半年毎のモニタリング備にアセスメントを行い、面B奥を実施して支擢計画l
を作成しています。

⑩
子ど
たア毬9コυttV?狩饗岳留己零隙塩ふl属準

化され
〇

晟長半年毎にアセスメントシートを呂3入して頂き、子供の状況をすBl屋 していま
す。また、個剛の体操チェックシートや作業療法士監骸の日常生活動作チェッ
クシートを用いて状況を図っています〕

C) 活動フログラムの立案オ全チームで行つてしヽるか 〇 毎日その日の全職員で意見交l興を行い、プログラムを作成しています。

⑭ 港動プログラムを固定1としないよう正夫しているか 〇
立案時、前□までの活動内容を参照して匿l定化しなしヽよう留慮しつつ立案して
います。

O ど晶進む黒姜晨Uぞ隅ほ窓じてヽ繹P爵をきめ串日やか 〇
早日体日によって活動を変えて行つていってもよいと書えております。(お出かけ等)第
2と台I電lて盾勤するなど 次年度は罠朋休]熙にイベントを企優lしています。また、季師
や月行事に店lじて,3動を取り入れてお

1り
ます。

⑭ 晨葛ξ
8嬰振震協岳甲」鞘安評回団薯砕謂宅 〇 サーキットでの集団活動とl圃々の課題に即したl囲別活動を併用して行つてしヽま

す。

O 蕎欅胃賀磐晏騒燃烏慇ヽ超尉督個倉:呂奪縫憩こ宅
しヽるか

〇
利用儲E録表、業務日宇R・ 1回別メニュー及びテ七遠療青メニューを決め、常動・非
常勤含め、支援開始前に確認しています。

① 壱賃書を4F彗碁路暴蓼遜磐を
すを汽ヨ豊」需た、導 〇

li凸Bu利用BB3駁表を39入し、業濁終了後に欝勤・非常勁占めて患見交換を行い、活動内沓やl月産のl試
子の振り想りを行つてい散す。終了l資に行えない賜合はりす次の日の0月に行つております。娠り題

耀伝避老琵零舞7祭写ダ
や改善点を共有しています。今後も認娘ノート窃で固知輸

'感

を図っていき

0 忌年豊護据候解▼蚕蕃とら憲静宅訟霊示とをl油 !き 〇
連B81員や利用記録を用いて
し、改善を行つています。
l固人ノート、和」用記録表、

その日の支援内容を記録しています。気になる,汽等があつた時には1負証

艤別支l隈内容をRE'ユ し次国の計□立案時に

'3用

しています。

く0 要部圏伝露遷〔,占惑嬰
グ
癌堰笠騨 僚著示イサ

~ビ
〇

最長6か月以内で評lX5・ モ
した上で、活動内容を見直

ニタリングを実海むし、l黒護者及び鵬員間で課題共有
しています。

O ド ンの爛則の基本
ているか

活動をⅢ層善賃組み合わせて
〇 ガイドラインに沿ってパランスよく支援が出来るよう心拷卜けています。



∩

写F雪擦
禁弱虐需誌Uぞ譴ェ愚畳ぢ」萬暮諄懸喬8 〇 相g賀事業所と連協し、担当者会議には児鶏管が参画しています。

Φ
トラ ξ愁魯語尋:こ償4 〇 てしヽ

して連〕れ患おの調整を行つてしヽます。l跡要な時には自犠連

も機楓Ouに してし
を 努めてい

の て阿笙逐だ攣ど霊語藤需獲釜y舎決亀憑合は、子ど 〇 にかかりつ
体市」を整え

ており

んnまた、してお
してし

― ド

の
や幼

`確

ヒ司、
支 〇 努めてい

主と

す

の サー
デイ ら陸

〇
毒ξ,5至
晏腐振憲安∠こ晏魁感暑宅きるよう連lたする方向で著えていきたい

鬱o) や寅̀鷲 l,門曽支l民センター咎
醐言ギ
'研
修を受けているか 〇 ラ;云梓ま塞部思層密夏彿需また、

ば I
との奏,′■や、ユ寧きのなしヽ

子どう 〇 暮星志望望と恐BttattCそ汽讐尼呂こ磐覺鷲甚をます。
の 不
唖 白披 p脇 羮余4輔 1重 olに勤 してnる

〇 I見状は参加できてしヽませんがlttl会があれば参加したしヽと者えています。

O つし
子ども
ている 〇

三會:こ言ヨ与F露粛9塩七需套霜鵞Eぞi 雲漣毒8頼撃F蟄墜謗彎蒜機写堰

関
係
機
関
や
保
護
者
と

の
連
携
関
係
機
関
や
保
護
者
と

の
連
携

⑩ §榛
衷ク科りP?Pじ空留9夢専お皇滋磐薄雪そI( 〇

主にモ三タ
日々の様子
ます。

リング皓に、
を共有をする昂写?貢曇暮8庸烹名捩継虐客塀繋雪震g姦猪ます。してい

⑩ 利ns者負lD等について」寧
○

蓼甲
0きはもちろん買間や疑間のある方へは丁寧に伝えることを心がけていま

6Jう 警に裁Jする 18B尖 に適
行ってしヽるメ)｀

「更lに
〇 ラ毎とヨをとら聾盤掃笞恋髯こ「雷触 彗母再ζそRど塁葺茎ξはg5,露伝

fう 讐足衰塚i舌潔黒善粽ャ伝捏|は獲聾薦e幸孤撃ぷす
る
〇 昌星誌催し擦轟薯嵩≧格窪躍お漉程義渉宅拭事蓼!｀

ておりますが、年3回 l果護者

m
〇 苦情発生時には旧員間で発生原因と改善策を共有し、迅速に夕」応しています。

⑩ 岳彗申極蕊解璃盛挙観七、療設讐濯落[宅兎檀し号 〇 S!精螂艤鎌齢蝉鞘鞘階侶罷摩
があつた

(li, 悟や段に十分II落 してしヽるか 〇 とそ覇オ晟Xこと連忘鍵じ零信写写Fしており、l国人
データ

アユ

⑭ 峰萬だ縁鳥語応をB督誅奪ホ
の恩懇の諫通や協婦l[:

〇
綸カードを用意
す。また、子ど
います。
著ぁ擬摯尋爵覆協巳梁事やF振諄懇憲憲R騒缶雰儀gょサ百魁壱て

保
護
者
へ
の
説
明
黄
任
等

O
てしヽるか
を141寺 する讐1む J剪に開かれ

○ 個人情報の観点や保護者の意向に沿わないため、未実施です。

萄0 輩争聖W勢河姦晶遷セi朧資駆濠品薯催山爺む誓↓{ O
各種マニュアルを策定
盤難訓イ束の実施日、内
l;黒護者へ案内しており彗ξl昌を

目督埓3ぞ言事哲:」禦目岳ぉ零忠唐ξ厭セ濠

命,l
つてい

敷出そのほ府
"Bnり

にuttU、
るか 〇

儒翻 お整格爺 載 財
組定した対応訓練猶 予っていま魂

暉ダ需協態講鵞獲tモM雲窓研烙艦を確保する 〇
∈簿曽モ裸宴写Fめ

職員に周知するとともに社内研修、虐待,海止委員会の設題

①
子

て ―ビス
しても

どのよ

般Ittl監等デ ○ 語樫箋娠景曽漕驚謡3学顧雪肇局態ぁ琴撃ど好デ
とl?'われる児童がいないため

電D
墨づく ているか

{う (~ついて、医師の指示
〇 醤おg6磐ぎ雪告?曾留毒宅iキ豊定晟こ磐身蒸蕗♂拳寧汗

があれば医8市の指示

非
常
時
の
対
応

⑩
ヒヤリハット夢例彙査作成して事業所内 (:共有して
ぃノっか O

患ド
リハット事例ズ)｀あった8きには財す作成しスタッフ間で同知を徹底していま



l黒護者向け (箕 LⅢ )

満

足

度

児蓮発達支援評価表 運動支援GYM ANT
(2023年 1月実施)

チエツク項目 はい いいЯ ご意見

1 子どもの′』角Ⅲ等のスペ スが十分にうP▲保さオiているか 11 3 1

IⅢ
Ⅲ l,キ  ユ うイを11,I,句  :′ ヽ!|し 、 |■ 千oを ( 】 十10´ ユ

^―
R Ffl,、 ィ、ィ、P,こ

2 職民のむl'置鞍 い専門性 Iよ適切であるか 13 2

3
生′と空間1■ .

れてと
′。

'ア

クリー化や備
'R伝

達等今の

なってし
11 3 1

4 つているか。 子ど
′また、 もたら
12 3

見学備、お,イl!え
'|に
声)IWが気にオ4先生がいます。,1助 t入況を見

ることがセさないのでどれくらい閉りがあるのか,不ギメ'を感じると

とがあり河:J. ,(r心 ∴,1,か けtて Ⅲlと′汀であリユWスタ. 活↑ナ,大 )14
!|さ がそ́新ィァ〉語に 十分に綜■1)11る k),ゝめぐよいり表す。

環

境

・

体

制

整

備

5 送迎など子どもや保R生省のエーズに合わせた体制を控えているか 12 2 1

“

中メ′‐ユI II ィt il llに アi"れ 01監 ,

`イ
| ,生主,tⅢ `Ⅲ ンヽん′′)イ `入 |^ I!′か

'「

●,よ VI■ ,印 ftt hj′ ギ,I(バ ニ年十ヶな),

こう ■■十さhス■
',(,テ " 

中
`ィ

6 さ),た 上く,、 児童弁途女lД
てい転ihヽ 15

7 児童介越支 l罵計画に
`よ

、其休 ntェ な支 l又内容が段定されているか 14

8 槻81れ]に沿った支援が行わlLているか 15

9 活動プログラムが固定化しないよう■夫されているか 14

適

切

な

支

援

の

提

供 10 〕と域との交流や、貯普のアrい子どもと活動 するl,見 会おlあるか 7 6 3

とと 理営規程、利用き負担学について丁環な説0月を行ぅているか 15

ユ2 「児童,こ鐘支扱:1画 Jをホしながら、支援内巻の説明がなされたか 15

13
F誤
どζ言モ舞守悩騨ぞ?ど諸折た烏乎五協七髯期超鶏羅砕碧名準澄亀 15

14
ているか

15

15 チせFモ′や保船者との意思の政;耐や11幸熙1■達のための配!↓lがなさオtているか 13 2

16 鐙革綾 、ど隷熟!識隅わ 13 1 無側讐 1

保

護

者

へ

の

説

明

等

17 的人 1湾組の肢l,,LWこ 卜分注意してとヽるか 14 1

18
れてt
/ 防犯マ 感染症対,F,マ ルを策定1′、■ ツ

1覚 eЯき るヽか. 14 1

ｒ

４

時

０

つ

”

ヽ

19
若鰍 亨

の発生に怖え、定期蜘ミ盤雑、棚 その他必駆な削撫騰 子われ 14

20 子どもは Iゞ所を楽し
'川

としているか 12 3

I″勧がノ(ス ′t｀ ら覇1かなの (、 移 |'lを iFnf11く さがり行く
`')を
疑がる

が、行くと贄it´ t′ ,ヽk,で すt

'楽 し力にし〔∫質どツ六り′〕ヽとうござい汀:J。 今後 ともより良い丈据

に努どわていヽたいとイlい IJ.
171r/11テ lr欝 を■しみにしてぃた,.‖ 来 4よ うIニ オるの力け,し いよう
で

'. ''、
りが1う こざい■1.今ンチくで,■ りRい 支1,に男、ヽ′よて歩リ

たい i想 い |ザ .

21 丁ド索節tlう文 l電に濤μL_ているか 15



保i整者向け (集計) 放課後等デイサービス即価表 運動支援GYM ANT
(2023年 1月案舶)

チェック項目 1意 しヽ
とち いいえ ご意見

① 子どもの活動等のスペースが十夕うに6t保されてい3:すか 10 4
O BIi'0しに′尋鬼ペースIょ SBHlあるので工争を樹たして
,との上で

'1甲

の妬切内きに0~わ tIて そのれil=罪 ,入 、
‐
配

い、スヘ スの活用を工〕
=し
て,,クてい

'す
.

② は適切であるか 12 2
「
を阿 って ldり よす。その子1工 合った方,占 T、 崎ヵ―

ニケ ― シ ンを団る′くfど
てと
'
'Fl↓

J

斜備3～4人のIいず、
り、′てお t′LたしてAり 言す.

ンアJi苦手な〕IDIT るlSが
ます. ‐1ア,りかと 1巌々なln,=寺 ををヽけ19儲

環
境

・
体
制
整
備

③ ▼き電8酪憲孝ほめこ忌憑れ
プ
響議之塚
の設饉などバリタフ 5 9

しr撲毬構漕病しセ♂:偲好贄,ll焉争係古望み4窯 f拌
い

④ 罵F晟象綴馨落?5三百支華晉忠扁既怒慨ぞ預事學憑
上
14

⑤ 活動プログラムが固定1と しないようェ夫されていますか 14

適
切
な
支
援

の
提
供 ⑤ 子ヽどもと

る 4 6 4
,

⑦
利用者員18とにつしヽて丁寧な説8ア,がなされて支援の内容

しヽますか 封4 「
づ転スでど く t子 しヽ り】 J.

◎ 昂領常3悪亀虐:松響負彊輩蔦ふ写曇専|キ繰3宗
もの発建

14

tよ り,日かくJざ艦文でどぅて氏うに雰めて‐【い′lます

③ 埼輩萬峯彗*て
面讀や、育月に関する勁言等の支援が行わ 14

今′ltよりpぃ助I おりたしや受〕庭に弼めて とヽ脇い tr

⑩ 喬暑8§紀憑聖耀き捕乳、祭琴蒸
会等の開催により保護者 9 5

Ⅲており求にサ

した′′
た浅1,て いく

① 層言ξtte驚票雪§岳g録掃Eせ濱まき攣9拌響種慧嫁ζ13

⑫ 承懸寅宅滑撃蓼志
の意編のこ衷通や備章Eほ達のための配1憩が

14

①
して

ジ馨でムペー

て しし

手定、
子とも 11 2

保
護
者

へ
の
説
明
等

① 個人情報に十始注意にノていますか 耳3 1

⑮ ル、感染症マニョア
てしlますか
ノ″

れ保護者に同矢U,説p月さ
ニユノクル、防犯マニュ

13 1
t′ 〔あ10■りの(

しては″」マ
=コ

非
常
時

の
対
廟 ⑮ 悲舗熱療客君荒そ傾晏サ示

JB的に韻守姐、救出、その他り妥
14

① 子ど毛は通所を楽しみにしていますか 12 2
しくれ,「ザ1/,(Cd

ごさt ユヽす、
とヽ思し

て

てお

り

う8々の支

満
足
度

① しています/」｀ 14

・こう こヽヤよノ,(′くπ】
=れ

し
撃めてなり譲て

V、 ラ1猟 しよりFRい支l'1に



事業者向け (集計) 児童発達支援自己 gttt面表 運動支援GYM ANT第 2

(2023年 1月央施)

チェック項目 はい いいえ 工夫している点、課題や改善ず大き点など|:||=!||

環

境

体

常↓

整

備

1 利用定員が指導訓練室等
スペースとの関係で適切である

んヽ
O 定数10名に点0し指導スペースは67謂あるので基準を満たしてしヽます。

2 職員の配置数は適切であるか O 常g書4～5人の酷員を配題しており(土確日は3人以上,、 児童l旨穏員加配加算が算
定可能な加配人員も確保した上で支援に臨んでいます。

3

生活空間は、本人にわかりやすく構造4しされた環境になっ
ているか。また、障害の特性に応じ、事業所の設付,等は、バ
リアフリー化や信草R伝達等への配慮が適切になされている
か

O
活揮力の準備、l弔りの準備を定型化することで動線を確保しつつ1舌動に入りやすい
環境を聾えています。また、事業所内に問題はありませんが、入り□に,1営段力`あ
る為、小さなお子様などは子をつないでの上り下りを行つております。

4
生活空間は清潔で、心地よく過ごせる環境になっているかぉ
また、子ども進の活動に合わせた空間となつているか O 活動後の清掃を構猟底し

'膏

潔に保つようにしています。用具の収砕ぬ等も児童の目線
の高さに合わせていますむ

5 送迎など子
どもや保護者のニーズに合わせた体制を整えて

いるか O 送迎ルート保護者のご要望を間き轡B慮していますが、希望者全員には行
えていません。

業

務

改

善

6 業務改善を進めるための
PDCAサイクル(目 標設定と振り返

り)に、広く職員が参箇しているか O 支l浸の目白〔」を共有するとともに成果や改善点についても意見交換してしヽます。
年1回自己評価を行つています。

7 稀整絆雉と思ヨ龍爛驚盈ご鏑麟喚蹴
善につなげているか

O 年 1
有し
回保護者の方による評価を実施し、結果を碑員で分析して課題を具
ています。

8

事業所向け自己評価表及び保護者向け評価表の結果を踏
まえ、事業所として自己評価を行うとともに、その結果による
支援の質の評価及び改善の内容を、事業所の会報やホー
ムページ等で公開しているか

O 結果を集計後にHPで公開しています。

9 第
二者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につな
げているんヽ 〇

外部日早l面は行えてはいませんが、業務改善は日々 検B」と改善を,い掛けています
今後も全曲員による検こJ、 改善を継続していきたいときえております。

10 H競員の資質のFa〕上を行うために、研修の機会を番産保してい
るか O 全1繊員を対象に発達障害に支けする理解や運動補助の研修を実施してしヽま

す。

適

切

な

支

援

の

提

供

11
アセスメントを適切に行い、子どもと保護者のニーズや課題
をな観的に分析した上で、児童発進支援計画を作成してい
るか

O 最長半年毎のモニタリング8寺にアセスメントを行い、面8奥を実施して支
援計画を作成しています。

12 子ども
の適応行動の状況を図るために、l票準化されたアセ

スメントツールを使用しているか O
醸長半年写にアセスメントシートを33入 してl員き、子供の吠況を,8握していま
すぉまた、l□呂Uの体操チェックシートや作業療法士監修の日常生l舌動作チェック
シートを用いて1犬況を,el屋してしヽます。

児童発達支援計画には、具体的な支援内容が設定されて
いるか O モニタリングをもとに値l々の課題や支援アj針、具体8日な手立てを記戟し

ています。

児童発達支援計画に沿った支援が行われているか O 毎日のプログラム作成時にl固々の支援計画を元に立案しています。

15 活動プログラムの立案をテームで行なっているか O 0日その日の全P載員て意見交換を行い、プログラムを作成しています。

16 活動プログラムが信l定化しないよう工夫しているか O 立案Bき、前回までの活動内容を参照して匿l定化しないよう圏意しつつ立
案しています。

子どもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合
わせて児童′尭違支援計画を作成しているか O サーキットでの集団活動とlttl々のl黒題に印したl固別活動を併用して行つ

てしヽます。

18 支援開始前
にはH鋭員間で必ず打合せをし、その日行われる

支援の内容や役割分担について確認しているか 〇
利用言3録表、業テ努日報 ,個別メニュー及び発達療青メニューを決め、常
勤・非常勤富め、支援開始前に確認しています。

19 支援終了後には、胃説員間で必ず打合せをし、その日行われ
た支援の振り返りを行い、気付いた点等を共有しているか 〇

園制手J用〕lttaRを配入し、果
'お

横′l資に常とら・チ常動岳めて意見交換を常い。
'3'力

:Al由やlttaのは子の頻り題りを缶つて
います.偶

'14に
1,えないlB8は■1す次の働の0″に傷つて】Jりなす。瞬り】貫りに関しては気づしヽた粛や慰日点を央雷して

しヽます。つ理もこι峰ノート曽て内蜘韓心た爾つていきたいととえて,3ります。

20 日
々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証
改善につなtザているか O 個人ノート、利用33録表、値l月」支援内容を記,ユし次回の計画立案時に活

用しています。

21 定期的に
モニタリングを行い、児童先k達支援計画の見直し

の必要性を判断しているか O 最長6か月以内で評価。モニタリングを実施し、保護者及び職員間でこ果
Pと1共有した上で、活動内容を見直しています。

22 J章害児相談支援事業所
のサービス担当者会ぃ歳にその子ど

もの1大況に精通した最もふさわしい者が参画しているか O 相談事業所と違梼し、担当者会議には児童,お達支援管理責任者が参回し
てしヽます。

23 母子保健や子ども
・子育て支援等の関係者や関係機関と

連携した支援を行つているか ○
Uり0磁 1:I工母えていよ七Jノ上

畠怪撃患緞留活

'晶

岳せ維船を議むI忌編程と,リングリ隣にnl周報,t再に男めています.



関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携

24Ⅷ 竜賜軸房
s震
鵜 、摯

25
と連絡体

26
移行

O
す。また、

え てしま

まヽ

27 綴商馨鞣 翁箕管躍
1舗
諮どと報! O まヽす。ま

28
営籍 堀 ≡出撮識 脇 奢路織 O 著への内容確翻を行つ

事業所内研修を実施し

のあるセンタ リング8,に保護
ム作成を中心にて る。

て ます

29
ぷ
域との交流や、障害のない子どもと活動する機会がある

O ∃居畜墓墾と恐せ蓄霰露8そ占讐短R西磐覺落穏を談す。
30撃賀塩乱銘絆箋島命二注彎籟

諷もl也域の子ども・子昔て会議 O いませんが機会があれば参加したいと書えています。

91 頃
状況 ○ 済攀修拌

送迎時を利用して、家庭での様子、事業所での様子を共有して

32 運営規程、利用者負担等について丁寧な説明を行つている O 讃娑蓼伊裏ぞP塞憂霧燃讐鰹霰置忌扁俗儲話署じ辱急a曇写F心
がけて

33 O 支漉鼻雷髪吾藩鏡縞犠t宅嵩g盛魯宅岳事手ダ
リングを行い、完成しど

た

34 総 、隠 壇とミ離幾 認謂する相謝
こ適O せ畿こと,ξこ1与難1蟹

信電単議泳毎釈う;↓聖多号ヒ,と蕪し
て
‖冨ど贅る[皇艦字r

35蒜蝉舞ζ響欝懃経i、静窯奪毅O お目談があつた場合にはすぐに体勢を整備し面談を行つていますg

36 鷲絲謎尊壱鶴 禦解舗鍬 獣鱗 〇
手紙

てし

37 人情報の取扱しWこ十分注意しているか O 内
ノ
ユ
ヽ
一
一

は

マ

報
護
惰
保
人
報
個
惰

や

人
夕
回

一
　

ヽ

デ

リ
イルスセキュリティや腿付書庫に保管してお
アルを作成して取りl反いには注意しています。

38
めの配慮患をモょB祭

護者との意思の疎通や情報伝達のた
〇 磐務再あお招議泳iェ望無雪鑑高g樹泳穣な

けl雨によるlll朗荘t,っくしヽす0.

保

護

者

へ

の

説

明

食

任

等

39
業
事
麓雪?雷珊 停

民を招待する等地域に開かれた事 O 借只宿慕蒜a督尋凄畠警ぉきも屋想BなI糖】々糸実施です。

40 保護者に ともに、

マ応 ア緊急時対 ア防犯マ ブし、感染症対応マ
ア

,し、
町説ル等を 定し、策 や員 ると周知す 発

を生 想定した訓練を実施し る`て し か
〇
各種マニュアルを策定し、朧員に

景製箸[僧躇ごそ評黎子テ
ユアルを掲

示し、赳染忙訓練の実施B、 内容を保

41 悲締憲瑠戦嗽子
哉期珈こ麟、救出劉 婢 O 年2□それぞれ地震・火災・不警者・高潮を想定した対応訓

“

東を行つて
います。1方災グッズや非常食の準備も行っていますし

42
し

服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況
てtヽるか O

て

く もその言8してしヽます。また、
支J慮しています

43 食物ア
レルギーのある子どもについて、

く対応がされているか ○ Я摺票握熔響8巻ぞ曾警要雪世t罵えて
おりますが、必要があれば医師

|いきたいと考えております。

44 ッヽト事lttl集を作成して事業所内で共有しているか O ヒヤリハッ
再発F方止にあ露響F象写「

時には断す作成しスタッフ間で周知を徹底し

43
対

す防止 耳税るため、 の研修機会員 J‐を確保 る等 適切‐
Cし かるヽ O 虐待防止規定を定め職員に同知するとともに社内研修、虐待防止委員会

の設置も行っています。

非

常

時

の

対

応

46 繊 埠堪宅篤侯駐亀健事
拘
奇た年
ネ営講
議ど子瀞 O 歪似鍋怪呈整酔蓄盟畠銘こぞ言ヨ議開慧露客要も月,れ

る児童がいない



事業者向け (集計) 放課後箸デイサービス自己g平価表 運動支援GYM ANT第 2
(2023年 1月実施)

チェック項目 はい いしヽえ 改善目標、工大している点など

環
境

体
市J
襲
備

O 詔怒悪
員メ)llttB打‖,策笙等スペースとの関係で適りで

〇 定数対O名に対し指導スペースは67nlあるので基準を満たしています。

② ‖鶴員の配隠敵は適呵であるアう` O 常時4～5人のH議員を百B置しており、1■ 9騒日は3人以上)児童指も員加晉3加算が
算定可能な加題3人員も確保した上で支援に臨んでいます。

③
事業所の設1術寺について、パリフフリー1しの配慮が
適 r`Dになされているか 〇

事業所内に問題はありませんが、入り□前の階段が急であ
その為、小さなお子様などは手をつないでの上り下りを行

るように
つており
職じます。
ます。

業
務
改
善

f4) 誌驚き熊ら進ぢPに Pttk品昌岳参慾し宅法送al票 〇
毎守月の事月ネして前日の振り返りを行つてしヽます。

蓄督印罵碧客彗写濱婁与夕も
に威栗や改善点についても意見交l員してしヽます。年 1日

⑤
S鬱::曇抒藍ド彗環壇薯広患箇辱媛疱催[イ笙振 〇 年保甲魯凛湛警お髯Iと蹟鍬鈴脇憲葵絶こt驀緊要舷h零客癬ε宅繰恩塑買書tセ萬撃夢F'

⑥ ラ客軍ス器骨宅績奢窓ヽ夢築所の食草晨やホ
ームベー

〇 ホームページ上で公開しています。

⑦
だ3泰伊輩R毯ぷ

騨師を行い、こ早ld[争き興を業務改協
〇

'卜

きBttl正5は行えてはしヽませんが、業務改きは日々検討と改轡を心掛けていま
す。今l資も全H器員による検討、改善を組続していきたいと者えております。

⑤
職員の資担の向」:を行うために、研じのl段とを確保
しているか 〇 全職員を対象に発達陣富に対する理解や運動補助の研修を実施しています。

適
切
な
支
援
の
,足

供

Θ

アセスメントを適 uうに行い、子どもとl黒護者のこ―

サ
ズ世避賛律3響搾屍3響Xξホ

でヽ倣B黒後等デイ ○
最長半年毎のモニタリング崎にアセスメントを行い、面談を実施して支援計団
を作成しています。

⑩ ぞ多移蜜コ夢摂υ?総狸癌留e弩潔塚ホ係準化され 〇
願長半年毎にアセスメントシートを:3入して頂き、子供の状況を把燿しています。3i
た、回月」の体l黒チェックンートや作業療法士監1多の日常生

'き

動作チェックシートを用い
てl犬況を図っています。

Φ 活動プElグラムの立索をチームで行つているか 〇 毎日その日の全餞員で意見交換を行い、プログうムを作成しています。

⑫ 活動プログラムを固定すとしなしヽよつI大してしヽるか 〇
立案0き、前□までの活動内容を参照して匿l定化しないよう留意しつつ立案して
います。

(D
平日、
に

'q定

体
し畢妥辰υて
休釈鑑想
してヽB砕Ⅳ舜をきめ細やか

〇
早日休日によってる動を変えて行っていつてもよいと昔えております。(お出かけ等)本
店と台同で活動するなど次年度は長期休確にイベントを企画しています。また、手師や
月行事に廟して,き動を取り入れております。

(0 話録暮8む響岳艇協悪1甲響笹撃安欝詔理解歳g写
いるか

O サーキットでの集Iヨl活動と個々の課題に即した個別活動を併用して行っていま
す。

O 言彗秦縄選堡積路島慇罵警読怒亀ε9試宅終海〔? 〇
禾」用記録表、業務日報・lttlBリメニュー及び発達療青メニューを決め、常勤・非
常勤含め、支l震開始前に確息憲しています。

(0 霞貴書ιとF彗米謝暴ぢ遜ぢ啓好汽Fq号魔た澪等
モ
〇

9踏響房悪撃君黒牙亀とを若警馨風娑写デ諸
°非常勤含めて溝見交l奥を行い、活動内容
量了機に行えなしヽ場合は財す次の日の朝に

行っております。娠り返りに関しては気づいた点や改雷点を共有しています。今後も日B
ど泉ノート等で周兵81BA箕底を図ってしヽきたいと昔えております。

Φ 巳ダ豊護据候緊▼誦悪檻も眠停宅R急示とを開l艤 〇
連絡帳や下lJttRB報 を用しヽてその日の支l段内書をBBf減 しています。気になる点等があつた崎には検日匹
tノ、改鶴を行っています。
1□人ノート、不」用BB'駁表、籠l属 J支腰内容をd己 ,ユし′欠回のB十画立案崎にlき用しています。

liゆ 優評謡伝葺置包泌影笙罷堰輪浙と輩僚竜蘇
イサ~ビ

〇
最長6か月以内でsttld西・モニタリングを実施し、1呆講者及び脚員間で課題共有
した上で、活動内容を見直しています。

⑩
翌巌握房ぢ¥a慧烈

の基本,き動を複当賃組み合わせて
〇 ガイドラインに沿つてバランスよく支援が出来るよう心控卜けています。



Υい

二F督学讚窮鱈驀蓋をぞ尾こ訴蚤掲も汽喜瀬壕喬9 ○ し、l_日当者会膀には児発管メJl参回してしヽます。

r′
l,

三帯14JttЯrttH驚繕すこ愁尋筈解こドぢ① 箸歳癌脇窟鏃需8驀R望蓼台有ヽ
も連争晉調整に まヽす。

して連絡等の調整を行つてしヽ憲す 跡要な9きには直接連れるを取っ
す

↓努めて ま

イ
`′

l

ア 入1恥場合は、子ど
ているアD｀ ○ 録透藉身留£責tttR留た墓P縁墓辱留h顧逼ェ譴2舞窪森為逐基覺響宮塚軍写?病院

④

ド毒‖兵解事盟法留導需れ賀署E馬豊 〇 ↓I

主と をどの情報交顔 して まヽす

また、 し まヽて

⑭ ξヨgiヱ言彗索冗象埓 〇
現在移行ケ
移行のケー
です。

―スはまだ発生してはいませ
スの際はスムーズに移行でき

ん。
るよう速擦するアj向で者えていきたい

r′‐ヽ 誂曽帯腑蝦寝養皆誓訴露示磐
ター
し、

児工井連支l段セン
の専P91鵞関とxlμ lえ 〇 ξξ

“

導世1繊奪構皇!:営;昔与雪ヨI竜陥 岳昂絨繰艦EttR牌會確i留を侍,て耐り
り や、1尊密のなしヽ箸E患窃子三繊雲震鰯塩窓交流 〇 暑居意望墾と恐g宅寝留じ好古讐尼風こ磐資蒸甚を談す
冤l)

('と l班白立支援)脇説倉警へl舞極的に参加している
〇 現状は参加できてしヽませんが機会があれば参加したいと考えています。

r｀
ll

景簗建協議岳ta継置客俸誓東虚優轟窪鴛ち零言獄 〇 票争P鼈措解駕極毬時
者窪鳥烏9奪F家屋ぞぁ機寧F写冤誹毒絡篠寧を買各t写属象手!｀

関
係
概
閥
や
保
護
者
と
の
連
携
関
係
機
関
や
保
護
者
と

の
連
携

の
に

て

省

つ

譲

行

保

査
ヽ
娯

ら

支

か

の

市
等
朋
グ

る

ン

凹

三

を

一

上

レ

向

ト
の

・

カ
ト

崩

ン

却

レ
の
ア

者

ペ

浪

て
か

保

し

る 〇 と子専|こ浜昌響協議分篤農躍8懲】森雪?智磐ヵ
を
E署高撃夢,・
日々の様モニタリ

′め 娯議韻嘉著響釈輩傘ヽ不J用者負l日帯について」事 〇 もちろん質問や凝間のあるんへは丁寧に伝えることを心がけてぃま

01) 灘マθ曇窓誘雪と豊捜客落好響融鼠想談に憑切に 〇 コ
ノー し

して

てし とヽ普え

(1) 攀建拿?F深癌毒鱈止し伝起濃矮墾歳ε著繍思懸する 〇 会審路庭ι終轟讐港ヱ協窪躍腐漉樫畠渉専属票ξ!｀
ておりますが、年3□ l票護者

いひ 番llt
るヽか

〇 苦情発生0きには職員間で発生原因と改善策を具有し、迅速に対廟しています。

⑪ 縮
て

るヽか 〇
してし

① R3人 ltttpに 十夕)症意 しているか 〇 全ξ努財を雇翫tそ韻お晟X乙恐連讐t零暦写写ダしており、個人
Cil 鍵房ぞ認R議議悪じ弩試富な

の漱冊のユt題ゃ崎,8転
〇 寧どもお森写3部法居避鼻讐F儒寧慧習語氏碧鵠み

を
編息辰雪窟」?呂事讐「

す。また、

保
護
者

へ
の
説
明
資
任
等

⑦
つているか
民を!81うする等,むl賃にP,,コかれ

〇 □人情李Fの伴兒点や

"黒

護者の意向におわなしヽため、未実施です

CD κ轟暴罵と1線蟄吊康畠署催尚郎せて11マニュ
るか

○ 房きを療岳とと簿昂[写糾娑科
｀
豪急す倦謝電悪こ3吾宅患輝騒と人奨詩秒響

⑭ 年

"月

じuに起難、救出モのほ
るヽか O 騒粥啄禦製i浅悩鵬鰹 詫↓ぼ警争想定した文」応訓繰を行ってしはす。

① 撃ド電笥悲毛急径ひ〔際雲宗M醐念を確保する 〇 腐寧寧1規
定を定め船1員に贋l矢□するとともに社内研修、虐待R心止委員会の打登田も行って

(1'

ど

〇
Z許器3セ高雪藍高はぁ悪撃g野吾

と思われる児童がいないため

Φ 農溜霊ちセ考悪燎窪禽墨よ憲好
つしlて 医ヽ師のfほ示

〇 磐お雪Cをぜ管;富會笹3乳キ窪雇R西響支鷲髯どま響吾があれば医師の指示

非
常
時

の
対
応

く4)
ヒ

落ぷ

ハツトd`l'」紫を作成 して車洪所内ですk有 して
〇

好濱暴◆ド
ト事例があった時にはりす作成しスタッフ間で同去Dを l舶底し再発防止に勁め



保護者向け (集声1) 児童発達支援忌早価表 運動支援GYM ANT第 2

(2023年 1月実施)

チエツク項目 はい ご意見

1 子どもの消勤等のスペースが1分に,t保されているか 11 1 1
,′ : trff(を 1 111t●

'II t, (

くく ,中〕
`、

チB41 H ii ‐rIェ

2 性倣や0′ Pil性は、再切であるか 12 1

3 バリアフリーイしや1碑幸,伝建等への 9 3 1

4 歳察側解整島党孔棚 ょ驚照輝
こなっれヽかJまた、子どもた

11 2

環

境

・

体

制

整

備

5 入l'など子どもや保醍者のニーズに合わせた体制を染えているか 10 2 1

又ベースがかく、PPと 1ヽ車 lノ lイぅ句El不安をはじる。
,、
!ギ

“

ナtl、 かt,L T ttiり  中モ訳rさ い■t,ん。スムーズな引き遊
I′ηが4,え る̀

lt、 努7,ていきたいと思いよす.

6 れた上で、児誠ん逮丈
るヽかてし 12 1

7 甜尖連支援言1画には、具体的な支援内寄が設定されているか 13

8 児童究常ヽ支lF計画に沿った支撰が行われているか 12 1

9 汚動プロクラムが固定化しないてkうェ夫されてぃるか 12 1

適

切

な

支

援

の

提

供

10 〕h域との交流や、障害のない子どもと活動 するl,り会があるか
| 6 6

11 、利用者負担等についてT車な説明を行つているか 13

12 「児重発逹支援Ii lttJJを 示しなから、支l撰内容の説明がなされたんヽ ]3

13
日

てし 12 1

子ど1,が どのけⅢ杵よ ぐれE長 しいているか、今日はこれができた等を

'あ りがとiございょす。けIさ ,1:ざ 子どt,た ら,)材lr、 成 Iミをおl′
`

えしていさたいた思いたす(

かくイ
^え
てくれ'Cあ リカ(た とヽで ,‐。

14
.対応の体串llが整備されてし
キ8。人や申入れる(あった際に

オモに八申 ついて
,¶に固 説明きれ、

fいるか

るととキ:こ、
穂かつ題

11 2

15 子どもや保護者との意恩の
'束

inや 1碑報伝建のための配臨がなされているか 12 1

16
ページ等で、活動 l野要や4テ事予定、
己却柄の鶴 ,Iモを子ともや保護者に

'l
ているか

報やホーム 蓮縮 l本制等の
して弗倍され 13

保

護

者

へ

の

説

明

等

17 ltttW三 十分注意しているか 13

18
9軌 当な綴 i3員

ル、感染症対応マニュアルを策定
12 1

十

伴

俯

軒

０

州

比

19 生にl術え、定期nt,に赳難、救出ての他必要な訓練おく行われ 13

20 了どもは前所を楽 tフみにしているか 11 2

t,日 tt,}0いたいぐらい禁しくi卜 っています。
.あ りかとうtriざ ぃょ丁.4t′ く活耳l,で きるように今後 すヽ,と勤内容
をIJil´ てイvっ ていきたぃた8い ょす。

満

足

度

21 事業所の支級に滴足 t′ているか 12 1
tた ,

,(ケ ア,ヾたヽ:さ (.■ サィ |イそt,1亨 〆!ぃ士lrと イJ.4''f4｀ツサ
ll l「 __



保護者向け (集計) 放課後等デイサービス評価表 運動支援GYM ANT第 2
(2023年 1月実施)

チエック項目 はい いいえ ご意見

① 子どもの活動等のスペースが十分に確保されていますか 18 3

② 職員の憑E置】夕や専PU性は適りであるか 耳9 2

環

境

。
体
制
整
備
③ 考き祀8講態慧儲ぁ乙忌悪死零言三塚

の設田などバリアフ
8 11 2

び下り てるJttl● し
粥聾に廟 とヽMt.ヽЧκι まヽす

④ 再1議長矮輩専?ラ三晉奏辞薔ユ存践智月宅摂享写斥
L

2刊

⑤ プログラムメ」爛定化しないよう王夫されていますズ)ヽ 19 2

適
切
な
支
援

の
提
供 ⑥ 讐勝琴g顧雲忌詈ぢ写夢銀

との交流や障害のない子どもと
3 7 司1 ていきたいと思います

⑦ 濱婆写恩
谷、利用者負18等について丁寧な説明がなされて

20

③
□隕から子どもの状況を保護者

ついて共通理解ができてしヽますか

と低え合い、子どもの発離
21

◎ 月薄高長響思
て面3英や、育児に関する助言等の支援が行わ 18 3

⑩ 香軍8窪紀浄聖捜き資どと懇琴烹
会等の隣l催により保護者 16 2 3

てヽ嵩り孜

ていく

①
廿
フ

つ

文J廠の体制を樫備
話覚0月し、苦惰があ

ど か らもや保護苦 つ しの苦脩に て

とる もと に 子 ども にや像議落 周矢げ
つ適た場合に迅速か 切に支」加j て しモノ ますか

16 5

⑫ 承廷虎導晨肇事志
の意想の疎通や情報伝達のための配慮が 17 4

① 16 5

保
護
者

へ
の
説
明
等

O 個人1冑報に十分注意していますか 18 3

①
黎命嚇 」応マニュフフル、防J9
ルを策定し、保i範者に岡知・

マニュアル、感染症マニュノク

説明されていますか 20
非
常
時

の
対
応 ① 悲累接黒客考先写際肇サ黒

斜月的に避要il、 ll女出、その勉聰要 20

1ィ

① 子どもは通所を楽しみにしていますか 17 2 1

雪I

ぎ`た1ヽと思います
しく

満

足
度

① 事業,万の支掘内容に満足してしヽますか 21 しよ」すのでよる(′くお鯨い

これからF)よ
…あ

'つ
',ftう



集計 (事業者向け) 児童
鶴 ど蕃¥蒼型廃覇 

運動支援GYM ANT

チエック項目 はい いいえ 工夫している点、課題や改善す入占 ど

1 が指導訓練室等スペースとの関係で適切である
4 O 天丼がやや低いズ,(広さの基準ld満たしており適切な広さはあると昔えます。

2 職員の配置数は適切であるか 4 0 常Πき加配加算が算定できる人士女で支援に臨んでおり十分な人数で行えています。

3
なされている

な
ているか。また
リアフリー化

よ、本
′ヾ

4 歯詩写弩題と悪辱ち写議寧撃押
や透勤をき慮して環境を1遺成し、また日々の活蜃′つ

4 走 地よく鴻ごせる葉境になってt′b るヽか。
なってもるか合わせた空間と 4 0

ぢことぞよ攀写,ど
の消毒を腺丁占しコElナ文」

に つよ

もに、床面や

環

境

・

体

制

整

備

5 もや保護者のエーズに合わせた体制を整えて
いるんヽ 4 0 すべてのニーズには応えられていませんが、可能な争百囲で対応しております。

6 進めるためのPDCA業務改善在 サイ ,レ (ク 標設定と振り返
に、 が参画し広くH餞員 るヽかてし 4 O 裏写F軍耳普需目琶濱客雪葉編累温名を言埃垂昌屋甦蘇ε奪百掌9!｀

実■tしてい

7 4 0 厭基写F護
者による事業所g平価を実施。集計やご意見を基に改善点を話し合って

8

及
まえ、 て もに、

やホー事業所の会報
し開 る`んヽてし

4 O 葉計結果や頂いたご意見を基に改善点を話し台い、HP上て公開しています。

9
諄尋ドな拌

る外部評価を行い、評価結果を業務改善につな
O 4

習ど悪績晏多
酌 球 せん。今後第―苦の選任方法、運営等も含めて4食討しれ に

業

務

改

善

10
懲景
の資質の向上を行うために、研修の機会を確保してい

4 O 算悠惣七遊写戸塁羅g息督督も習獄舗解縁濯ζ魯路矮膳店霰結8零篇ま菩F年間

11
てい道

スメ

観を容 的に分析した上で 4 0 道信覇振幅昴S送/舒3写士キまSFの
現状と課題を話し合い、保l蔓者の菱撃を基

12 癸テう醜 程絲 聯
た珈ミ標準化されたアセ

4 O ご記入J買言虎驚の現況の把燿に努め
[リモニタ ンング的に毎ロアセスメ シ ート をト
ます

13 児童発達支援計画には、具体的な支援内容が設定されて 4 O
高こ霊銚と宅岳号曇写Fの

こ果題、支援方針、具体山な支援の手立てをlttBJ支援計

14 児童発遠支援計画に沿った支援が行われているか 4 0 人一人の□B」支援811亜 を見てその口の活動内容を検Bサ・決定してしヽます命

15 活動プログラムの立案をチームで行なっているか 4 O その日の担当職員で話し合って立案してしヽ蔽す。

16 活動プログラムが囲定化しないようェ夫しているか 4 O
立案してし
利用8¬し録を基に前回までの活動を鬱照し、内容が□

よヽうイとしなし し工夫 て すま

17 協接呂潔揃帥雅わせて 支援計画を
て、個別

4 O
辞扇をセよ写ξF集

団支援活動と□BJttl震計画に基づいた固月U支援プログラムを

18 支
支
糠房歯烈婿獲笥鼻電罹砦鰍 電器

日行われる
4 O 訳寧5「

ティング、支援前の確認で支l景内容や役會」分担なとを話し合しヽ確ヨJして

19 蒼鉛戸糟筑舒庭鶏昂P爵鵞「を倉革憲猪紺 電宗
れ
4 O 憲擦進言侃そ悪尾畢語夢?て催覇絵C写員唇e?R妥響FBEfaを

璃呟1きに大事

20 最峯2著議与麗翠録を
とることを徹底し、支l展の検説 4 O

写査るF;准 8写 i;綴サ芦
予努日赫などを毎口嚇す38録 し、次国の支援の,票に参照

適

切

な

支

援

の

提

供

21 モニタリングを行い、児童発達支援計画の見直し
ているか 4 0 港僑覇塁掘訴各送平霊8匿じそ撮霞写汗

状と課題を話し合い、保腹者の要望を基

22 縣紺鑑練義環妍饂誤潤滝γど 4 O 蓼訓支l覆事業所礎 携して情報駅 有呟 ,8当者会議にlよl月発管が参画してしは

23
行

子吉て支援等の関係者や関係141聞と
つているか O 4 現Πき点では行えてしヽません。今後行える摘国で行っていければと者えています。



関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携

24
アが必要な子ともや重症心 も

寺 を支援しCt
ll車害 1巨祉、l累

首 る`か /
25

身障害のある子ども
て し`る場合 をもの立冶医や協力際療機関等
整イ てし るか

26
鈍逢鞘 i乾琉P間で、魏内堡匙酵環鎖融葉著ど耗 1 3 召r湮曇薯塚著録と醤璽|ご軍み≡擢蔵蕃:挽凍響路しだ撃恩彗富震τ

うととも
していま

27 範萬懇鍮尊翁葉替躍麟継ど潮 ! 1 3 現状では行えていません。要望により対応していかれればと懸しヽます。

28
冨扉義鞍キ
シタ~等のこ鵠撮誦聯 隷 ぷ摺姦 3 イ

支援センターと連携しています。研修には可能な

29
紫
以との交流や、障害のない子どもと活動する機会がある

O 4 コロすの彩留で交流は受催しく、本年度は行えてい蔽せん。

30 (白 媛)協 i袋会子ども部会や地域の子ども子育て会議
ているか 1 3 行えていません。,後 l脱会があれば参加tノたいと者ヌ.て しヽます。

31 日頃から子どもの状況を保護者と伝え 合し 子どもの発達の
や課題につ し て共通理解をもつてしるか 4 O 連絡ノ

ートや送迎8きを通してご家庭や学
撃sP様
子、ANTでの活動の様子や課題

についての情報を共有するよう努めてい

保

護

者

へ

の

説

明

責

任

等

32
漂
営規程、利用者負祖等について丁撃な説明を行つている

4 0 丁!要に説0月しています
させていただいておりま夢「

｀疑問等については保l箋きの求めに応して

33言g                   r酪 4 O
ガイトラインを基に児童の現吠や課題をモニタリングg守に話し合ってl画別支援計
画を作成していますⅢ作成した支援計画を再度ご確認いただきご同意を得たうえ
で実離賞しています。

34 翻維
ヽ
置 歳警g簾那堵認評す

る翻範 4 O 遵れSノー
けてRも目Ⅲ襄盛響碧ξぞ猥撃写Fけ

つけヽ随崎面g貰ゃ電話でお語をloつう棚倉をB費

85蒜麟藝紹鞠議編lit部瑠総製 4 O 申し入れ′θ`ありてしヽただしヽてい姿写ュ
ぐに対応できる体希,を塾え、電話や直接の面g貨で支J廊させ

36 定期的に会 活動l既要や行事予定 連絡休
子どもや保護者に対して′売k信して しヽ るか 3 1

していません
ております。を発行し

す。
つ

37 個人情報の取扱いに十分注意しているか 4 O
個人↑湾報保i豊マニュアルを作成し職員間のl敷底を図っております。曽類は盤付き
の周庫に保管し退勤8きには施脱しております。データはウィルスソフトをl導入し
てセキュリティを輪化しております。

38
瞬肩露憲を[瑶根暮祭

護者との意思の疎通や情章R伝達のた 4 O 短しヽ言葉によるコミュニケーション、部aカードゃ筆談を活用しています。

39
霙蓋暫ぞ雷事脇 ←

民を招待する等地域に開かれた事
1 3 コロナ下ということもあり、現ll犬では行えていません。

非

常

時

の

対

応

40
≧艶染諦触課葡言

乙告ゝ展舅部蔓登に子発 4 O 7ニュタ
て

て
お
おります。また、
ります。

41 災害の発生に備え、定要月的に避妻催、救出その他必要
な』li練をイ,つてしるか 4 O 年2□、地震・火災・不富者侵入を想定した文J廟即‖練を児童とともに行っております。策害備用の嬌品、非常食の点検確認も定期心もに行っております。

42 議譜銘し響評薪戸
防接種、てんかん発作等のこどもの状況 4 0 契約0きに鶉作、服弊讐の情報を確認してしヽます。

43 食物ア
レルギーのある子どもについて、医師の指示書に基
がされているか 2 2 医師の指示雹Iよもらっておりません。保護者からの申し出により対応していま

す。跡要があれば診ど万書等をもらうようにしたいと者えています。

44 ヒヤリハット事例集を作成して事業所内で共有しているか 4 O ヒヤリハットの事例は嚇す記争泉し、検3J会を持つて事案、対策ともにスタッフ間で同舞Dttl氏を図っています。

45
摩簿焦をか灘Ωんや

職ヽ員の研修機会を確保する等、適切 4 O 虐特lt心止規定を策定し、F観員贈lで周知するとともに研修を行しヽ徹底を図っています
^

46 締 解 戦 蘇諌 撃喬た年科甘譜辮 4 0 契約8↓にl黒護者には詳しく説明をしております。こB職が跡要と思われる児童がい
ないため現在のところは画Bじ支l届 :寸画にi3車 lttD」はありません。



事業者向け 放課後等デイサービス8平価表 運動支援GYM ANT
(2022年 1月典備)

チエック項目 はい しヽいえ 改善目懐、工大している点など

,景

境

体
市J
整
備

留留憲
員が指単sl Ⅲ蕉室等スベースとの関係で適切で 4 基準は満たしており適切な広さはあると考えます。

16員の08腑士貿lよぅ箇切であるか 4 讐女は満たしており、加配加算が算定できる人数も配置しております。

慧薪留霰輩資落伝電然てヽバリ〃フリlしの配慮が 1 3 目霞とg爵緑ξ::B二尋奪3二害蟄拳電語匿悟風ぞ房蟹堅ぎ碧薯民再≡響ご

業
務
改
善

謹驚墾熙τ惟ぢ,艦P窓そ黒昌急参嵩し宅供る(思 l票 4
卓ガ7し疇に両日の張り返り、当日の注意事項を全員で確認しtnり 言了。

景鬱言雪曇む藍H晉豪磐写Й忌魅感犠走催ιr免姦4
写1回のアンケート調査を実うこし内容を塾理分析して全員に同兵0しています。

5客宅票認υ宅僚署森ヽ事業所の会報やホ
ームペー 4

HP上で公開しています。

憲君ま好寿風毯ぷ
評傾を御 ゝ 鰤 繰 を共触 愚 4 ます

8暑R選承
の向上を†Jうために、研膠の強怠を確1票 4

適
与D
な
支
援
の
捉
供

子こ8蛍言も霞韓壌[写世ξ曇宅
'岳

晨曽導字〒~ 4
メ ン モニタ
まヽす。

庭多セ
も
実翼9「ッ空妨詈癌留e宅協鑑F環

準|`され 4 FFg塔≧電写【丁今シ【rを∈葵語導そ港と宅×票
l本標チェックシー

'3勘

ブClグラムの立東をテームで,=っているか 4

活動プログラムを□定|としなしヽ(衣 う工夫しているか 4
ほ9日までの,裔騒D困谷砥参照し単調にならなしヽよう配慮して作成しています。

置晟ぉむ早圭績υぞ冒鑑無してヽ:雫節をきめH口やか 2 司 1

季節0(Jなフログラムは取り入れています。1木暇磐に合わ砥π蓼爾ほ藉副雇あ電厭再り要ご万
「

~~

Rttξ
8轡ぞ掻黎協喜1軍響0恕安舒留窪望続じ写 4

サー卒ットで票U8u活霊Dを、口Buフログラムで支猥計画にのっとった固々 の運動
「
罠麗耳

のプログラムを作成しています。

その

いるか
4

軍lJ子し時 に 確認 して しヽ ます。

藝貧督B4F彗妹
房晨り垂を啓を漁P禦う汽セト愚 4

終了日きではなく翌朝に前日の振り返りを行うようにしています。

こf豊議拓振躍▼豪薔ヒも憲悸零僚3示
とを行載底 4

運用も,長、利用。じ録により尋日の活動をS3録して支援内容の検証、改善に生かし
てしlます。

褒甲薔属貴恐こ法と霊蓬握ヤ鵬とぞ協奮示
イサ~ビ 4

6ヶ月に1度のモニタリングを行って卒J;たな際騒にうτ顧副聯猛者と話5否T
もに、内容を酪員間て熱有し、支l景に生かしています。

霊振遅房を¥R瞥烈の基本活愚!を傾激組み合わせて 4
つ



ているか
も 3 1 応して児尭管が参加しています

つ1,

行事テ定導の交 l賞、

響怒盟僣†子ぢ響慎客 2 2 る こ すの ト

矮務望選ど撃冒盗爺漂焉窪錢覚金決急塚台は、子ど

子住国、二言うEこども
ぐlBIF共有と,g互 1 2 1

るヽか
2 1 1

センターモ 3 1

IB雷の′よい
,3動す 4

ポ
u■白虫支め 臓員会善へlR煙 0研こ9,JUしている

4

子ども
ている

を

4

関
係
機
関
や
保
護
者
と
の
連
携
関
係
機
関
や
保
護
者
と

の
連
携

ント
るア〕`

保え筆者に文J
を行つてい 2 1

つ
　
‘ ベ てし

利用者負;□磐について丁軍
行

支l震の内容、
つているか 3 1

懸けF患是憲孟暮こ豊1営窪落七響萬鼠想lイ
常`に適切に 4

lttl重者倉子′を開 l碑 す

を支l買してしヽるか
る

り、 3 4

イ

豪,:皆悟彗再e尋拿ョ峰将こ博言し営料ョ襟響宿4 り しており

と、贋設磐継鴛じ零亮蒼し警
るヽか

3 1

間人情報に+ハ注意しているか 4 ついて イ し

4 響慧房議醤客毬?て
や
丞ら晏多Fこ
とをも掛けるとともに、給カード磐を使って

保
護
曽

へ
の
説
明
貴
怪
等

る笞1む〕Йに関かれ
4

(!

彗黒
聖翌

"琵

垂桑遷し:臆習話長品薯催尚鍔む呼

`{

4

“

喪出そのほ
て し

定醐むuに k磋難、
るヽか 4 錦冦謝馨習観黒亀名電豊島呂懸宅撃

きや題難継路の確11を行つておりま
イ

禦
守
患協差為慮毎じモ隅鋒窓̀汗

磁l担盈F,デ財憚する 4 っていして

てしlるか
4

しており

医師の

'日

示
るヽかても 2 1

非
常
時

の
対
応

伝返思
ハツト夢l'J策を作成して事業所l六」で共有して 4



集計 (保護者等向け) 児童発達支援評価表
(2022年 1月実施)

運動支援GYM ANT

チェック項目 :よい ご意見

1 が十分に確保されているか 4 3
(.1文いが■ナ tて 子1,て (れ ている ,Pィ 10の ヤ;|ル「大1,Ⅲ に合

'ブ

!

(イ (′ f′ |:テ」ス′1-,の オrナ
"〈“

】Fみ T)|●行すriヽ I JⅢ

2 の配側数や専門性はね切であるか 6 1

3 5 2

4 鋳細雪溢違鵡に療電ヱよ室禁仰
二なつているか,また、子どもた

7
1,IPヽ 1´ |た ,if(lぅ ′_tⅢ flif'い 、∵ 、/1ぃ ゥ、ィiⅢⅢ ⅢI力 lttjⅢ l
十;  ,い I Iキ ,4子 i ,(卜 (テ !Jオ  モI Ⅲtit,t rぃ |′〔J

環

境

。

体

制

整

備

5 送迎など子と′もや保護者のエー対工合わせた体制を整えているか 6

かる ,`'メ ,か r it:iヽ ぃテにJ。 「ffhtiオ Wl l'
→|,十 ょt'ご いただ卜Jケ ′,■ ,fⅢ iサ IIり くアr、さい_

jム
Y担が lぅ るの‖とてキ,助

6 題が容期的に分析された にで、児重発建女
画が作

"妃

さイしているか 7

7 児重発連支援計L¬には、興lヽ的な支投内容が設定されているか 7

8 れているか 6 1

かⅢl r,‖ ■ :く ぃ :JIⅢ +山 Iイ1,1ギ ‐ j 4
I  i!li'ゥ ,r,そ f i,|:4■Ⅲ Ⅲ/え 、 ア「f:'l il. IA

'  I 十 1  イ 1ツ ,(|ギ !岳 il(ゎ イi r4.!帯 :i tl:り Ⅲ サ| ケイ11,I
テイ,ti′ r,〔 ,11、 ァ

`さ

⌒,|う
'(1′
(■ ,14. ■||!て ti li

!,'`!rり
"|は す

fケ !ザ 〔ヽイf/o li″ l llk ik,,

■1た力||十 H工 i4マイ

9 夫されているか 6 1 ti,|・ 4「 とヽ Iう  :ナ 1´ rィ1 ,て ,ミ 与】す,「
'サ

ィitr it i.(‖ 411オ I

イ|)● li!11、 りillイ ,

,て
IIほ 1経験を 【い (ヽ と ■いと

適

切

な

支

援

の

提

供

10 !憮駐との交流や、陣密のない子どもと活動する檄金があるか 1 5 1
Ⅲ子ⅢIい :it,!`fit ,(〔 〔イ11´ ▲Ⅲヽ|十 ム」lj,■ 1学 tti t lt文 (
li l lナ  :ち !ギiぃ くをt11' ,サ |,I,II Ⅲ■k ftt'I!

11 利用者負l巳導についてT率な説明を行つているか 7 1求ない

12 「児重奔違支援尉画Jを示し′ょ`力皓、支線内容のSl明がなされたか 6 1

13 評鵠辞咄鐵就幣措傭諾義助言 てし 6

折|への11)i‖ 島よけない。江嚢l)の 牡1,は しっかりとしてくれてい

'モ  PIチ ン,7〉 14、 ′′ントf′ 十IIケ jl(クlti〉 ム!■ りr′ )、を上え11
,fい 1,',(労 1ケ II f ていたノ:■ ,イ 11,1_‖lt■kJゥ  1中、 ャ,'Ⅲ お1,
14Ⅲ  lボj、「相卜 1,|→ ,(ち りIす ,

14
、すヽl応の体制が整備されて、
相談や中入れがあった際に

a越か

てヽ

知 ,む見明奮れ、
るかてい

7

15 子どもや保護者との意思の疎〕赫や情報伝達のための配慮がなされているか 7
111イ |い ,れ !}ⅢⅢ l l、 さい‖す.l fit,う fi、 1,

11tヽ li'1,:ヽ lri)r● ィ許11、 1、
=i,、
｀、ナ■il・守

|,r1 4

16
禦斧務
に静
=台

a孫蕊亀磯 ど鰯墓だ、ど望撃鼎製静P 5 2

14‖ 印 11ら っているが 1業務li lV,

か‐主 いないゥ ji′ ンケー|■ ,(生 J!ギ 'い ただいた■'な (1に ついて「 I

^11、
子ⅢⅢとさせ■いた■rぃ てぃりよす.よ た、箕il翁兵やh打いた

、:′章■4'卜
「
k■点をお L合ぃ、十lp上

る白己RT価の統畢Iは ,た く

し「 いiltサ
ー

保

護

者

へ

の

説

明

等

17 個人情報の取扱tWこ十分注意しているか 7

18 防犯マニュア
き1,て 1,ヽぉか。

アル、
3■明

対応マ緊急時 ,レ、は染に対応マ アルを策定
穴コ 、保 H曽者に囲 7

非

４

け

帯

の

財

廊

19 定期的に盤難、救Hlその1と必要な訓練が行われ
る`か 7 事的/事後に報告が有り突心している

20 子どもは題所を楽しみにしているか 6 1
ちにムラはあるアJ｀ ちヽ本的に先生方が好きなので行くこと
いる。いつも楽 t´みにしている。 `、 あリノ,lと うござい求リ

満

足

度
21 事業所の支恢に満足しているか 7



保護者向け (集計) 放課後等デイサービス部価表 運動支援GYM ANT
(2022年 4月実施)

チエック項目 はい
どうらと
いいえ ご意見

O 子どもの活動害のスペースが十分に確保されていますズ〕` 15 5 ある,Rベースを有,Dに利用
主夫していとます。

② 鴎員の西と口敷や専門性は適切であるか 20
軍計
意 す。鍬 もより落P彗

『
JAD笞を行えるよう

環
境

・
体
制
整
備
③

ス ロ プや手すりのと費置などバリアフ
I」 イと て しの憑B慮が過切になされ るヽか 11 3

のヽく怖いと子供力laつ てし、ます。

てしlます
送迎時のとり下りは出風が簡に

④
子どもとl黒・講者の二―
で、F〕文課後等でイサー

ズやB黒題が奮tttaUに 分析された上
ビスg十団力l作成されていgiすか 20

⑤ 活動プログラムが固定化しないよう工夫されていますか 20
しながら支臓を仔,

きヽたい

適
切
な
支
援

の
提
供 ⑥

】晏写類
との交流や障害のない子どもと

2 10 7

⑦ 言簑写窓
容、利用者員担警について丁寧な説明がなされて

20 を1受な崎には斜声がけください。

③ 昂綴賞急冨患虐9掛ぞ共
を
懸麗扇宗写墨砒キ蓼手ふ

もの発達 20 ,lともより用かく共lBttR▼ができるよ
う弱めてまし

見て、よく

◎ 病警萬摂響ぷ
て面談や、育月に関する助言等の支l賢が行わ

20
つヽもフ
'ド
バイスいただいています。ありがと

まヽ現 ょりRい勤湧・支JRができるようgヵ
す

⑩ 保B費者会等の関隆に
まヽすか

父母 より保護者
て し 6 9 6

i発 表の協を作ってくだきりありがコ

①
E言:セe警三ζttξE峰係こ博再まと争8r響信琴塚] 15 5

ません
`

契抑常に、当,難み蜀どれl用相BN

示」振行世馬忍選書著t、麿をと
・昔情怒口についてご競明させ
そのようになつた場合にはヽも想
ます。

⑫ 意羞虎宅僚寧憲宗
の意思のユ栞通や情草Rほ達のための百BI憩が 19

⑩ 14 6

保
護
者

へ
の
説
明
等

() l団人
'蔵

報に十分注意していますか 呵9 ワ ー

C) 芳暑震響OF長是薯と尚錦甲呂晶き五鞘、撃すな
マニユア

18 2
非
常
時

の
対
慈 ① 掌文出、定期的に避興越、 その他顕要

て しヽますか 20

() 字ともは通所を楽しみにしていますか 20 す。望しかにしていただけるとこうらも動
しています.

満

足
度

① していますか 20 う

ました
りのこと
ています。



(事業者向け) 児童発達支援自己
¥弓
g肇
綜
動支援GYM ANT 第2

(2022年

チエツク項目 はもヽ い い 工美している点、日黒題や改善すべ曹点など

1 利用
か
定員が指革訓練室等スペースとの関係で適切である

4 O 利用定員10
しています。

名に対して、指導スペースは67nfあるので市の基準を満た

2 町説員の配置数は適切であるか 4 0 常時3～ 5人の闊員を百3置
もに満たしています。

しており、人員基準、児童指
'暮
員加配加算と

3

こなっ
バ

てしされ る`

てし

んヽ

4 O
3鳶盛どこ二蟄g啓ぞ魯:羊哲と髯吾禄ξ号ユ告み目ξ,云撃笹g潜銹しぞ思軍

4 繁判罐癬器ぜ賂船 講 球
る`か。 4 O 存雪写X蓼響F爵買広晶漏とも猪藍み皆庸伝嵩忌足き期書宅猟襄消

活鍾
'l後

のl鳶掃
奮を構

'底

して
す.

環

境

・

体

制

整

備

5 や保護者のエーズに合わせた体制を整えて
るヽか 4 O し b

6
茄ぞ懐 講 躙 解

イング)只日標設定と振り返 4 O 尋詔嘗昌正三試イぞ選党宴最書8奪瀾掌手:支援
の目的を共有するとともに成果

7 4 O
撃夢Pん
による語早価を実施し、結果を臓員で分析してB票題を果年 1回保

有してい

8
ホー
4 ィ.。士果を集計後に日P及びwAMNETで公開しています。

9 者によ 外る を行し部評価 業務評価結果を つ改善に な
るヽか 2 2罪総房好盤翌謎郊C響介墓雇百ど馨

しヽので、今後は第二者による
えてお`ります8

業

務

改

善

10
蹴戸
の資質の向上を行うために、研修の機会を確保してい 4 O 毎年F貿

理解・探凝幕筋謂鰺磐翼烏ε毎際挙3催酔勇詭異gy暫謝竜ぱB暮嗜乳
の

アセ

ていて
や
、 4 O 層尋苦磐儒綴じそ寓掌y″

B害にアセスメントを行い、面設を実お色して支

12 貢iヌ9聖完毎殺鳥むぞ魔留Fた
伽虫標準化されたアセ

4 O

13 児童発連支援計画には、具体的な支援内容が設定 てされ
るヽか 4

零吾宴3/グ
をもとに個々の課題や支援″j盆十、具体的な手立てを認載し

14 児童発達支援計画に沿った支援が行われているか 4 O 毎日のプログラム作成備にl□々の支援計画を元に立案しています。

15 活動プログラムの立案をチームで行なってぃるか 4 O 毎日その日の全職員で意見交換を行いプログラムを作成しています

16 活動プログラムが1琶l定化しないようェ夫してtヽるか 4 O
整壱宅t、嬰写言

での活動内容を参照して固定イししないよう留意しつつ立

君こ瑠凱裂為躍瑠鱗展潔純帥始 4 O b零客奢露苫裂写P々
の課題に印した箇属Uの運動 =発達療育活サーキッ

動を併用

18 妻援
援露湾烈零獲凱獄肥に者ドを患錨岳監

その日行われる
るヽんヽ 4 O

個号」の運動
等)を常勤・
い点 つてい

メ

るの □

、当日
に確認

(アレルギー
えていな

19 護織乙紬 鎌母爵奪F羅訣識 亀家れ 4 O 非常勁含めて意見交
ています。を行い、

後に記入

う しに

20 最暮2奢療埋麗甲録をとる
ことを徹底転支援の検証'

4 0 利用ごとに
作成に活用

g全
試ξξl利

用gBa康表を言B入して、次回利用時のメニュー

適

切

な

支

援

の

提

供

21 定期的にモ
ニタリングを行し

の必要性を半げ断しているか
、ヽ児童発連支援計画の見直し 4 O ングを実施呟

しています。

か月以内で評価 `
した上で、活動内
6
有

モニタリ
容を見遭

保護者及び日説員間で課題共

22 4 O 寧瞥電き留虐慧磐祐し侃急菖森警醤8響高挙夢声
援管理責任者もしくは

23
遂姦聯 琢斎

援等の関係者や関係機関と
4 O てしヽませんが、今後は行えコロナウイ

る範囲で行告そ∩薯遭萬2窪男好驀ぢ攀写i
24
蟹蓬縮雛翌稔∵間く支援潔鞘冊簿嘉 4 O

響訂
に心じ、引き渡しの際や電話等で情報共有とお目互理解を図つていま

25 繁鯨寒鞣 傘繁増難繋晃塾姦爾彗蓄琴!漕哲岸との間 4 O 小学校のル
ームや特別支l要級の間で支擢内容等の情報共有と相互理解を

図つています。

26
節識
―ン地お軍出蘊島毯離 潔 艤 4 O

6汗 l多がある際には積極的に参加をしています。また、当事業所だけでは

響宙掌夢拌
ない問題が発生した場合、l也の専門機関と違塊し助言を受け

関

係

機

関

や

保

護

者

，



こ

の

連

携

27
紫
域との交流や、障害のない子どもと活動するl,社会がある

O 4
んで

23 攣哭峰品齢雛羹島念:汽乾靴令や地域の子どもヽ子首て会議 4 いませんがl幾会があれば参DBしたぃと昔ぇています。

29 4 O
済攀写ド
送迎時を利用して、家庭での様子、事業所での様子を共有して

30
騒
勤 程、イl用者負担等について丁寧な説明を行つている

4 著留銘覇曇ご塞豊輩盟ζ留麟|ご意を周燃轡P季森落認撮愁鍋橘遷捨曹マと、ま
ま
写:璽
要

31

者か

4 0 だ豊進鼻縁懸吾護鏡馬渡9宅8懲喜尼宅汽景5ダ
リングを行い、完成し

32 窃ピ麟辰1麟畿望霜評髯認:評するネ
g談に適

4 O に してし
簡員

33熟騨課ζ瞥辮懃騨I評管製 4 O そF蜜写「
場合には臓員間で発生原因と改善策を話し合4目誤や申し入

い、対心をし

34 縛灘講撃き始 望鍬実堪漕戻宋ぜ牌体 2 2 C響撃緑倉部籍を写H要撃「
せん。活動の幸F告や行事のラ定は螂要に応

35 個人情報の取扱いに十分注意しているか 4 O ケ
~

個人
夕やl固人情報はウ
情報保ユ整マニュア を尋品あ義瀾笹塁憲τ好活宴菩F'レ

スイ セ お り
ル 作成を

36 者との保磯 意 や情報伝達のた恩の疎通
て しめの配慮をし る`んヽ 4 O 写P豪だド総岳馨零豚b鵠船晶悉轟9R糖督藤諸器窟F三晶読を恕A撃写!｀

ま

保

護

者

へ

の

説

明

責

任

等

37
業
事
運
業
警?雷鞘 ←

民を招待する等地域に開かれた事
個叉櫓累丞継語ゃ
彗
僚察警法審留だは尼憲撰建伝「桑葵総蒸5夕

。また、

38翼襲紹郊犠言【悩期 、発 4 O 信GttFξξl暮暦悪ヤ
ー
U笞仔爆協ξ型籐2夢管高男響憲慈浜ぢ磨準

39
悲繋 言鶏犠 長毎Fヽ

鋤 曲こ醜 救ヽ出その他必要 4 O 写F房亮多写勢導第菖査お違喬憲存写響需掌繁
」心訓練を行つていま

40 患縫累し響芦崩戸
防接種、てんかん発作等のこどもの状況

4 0
てんかん発作0もの対応フローを

しています。
てヽ確認してしヽ

41 駕 大穂観Fど
」こついて、

2 2
せんが、 り期廟し出によ し

まヽて し
けJし出があった鴎

に 作成査 して、 し してしヽます

42 ヤリハット事例集を作成して事業所内で共有しているか 4 ヒヤリ
ていまひ|卜

事例があった0もにはあす作成しスタッフ間で周知を徹底し

43
療簿焦警渉嵐確鷺件

職員の研修機会を確保する等、適切
4 O まヽす。

まヽす。

とると つ てし 日頃の指
お しに
・ヽC て し

非

常

時

の

対

応

44
を得た上で、

こつしを行う力W てヽ 組

了十分に説明し 角子
るヽんヽ

4 O 毒,廃
塚儲警承諸思需定面損凄支

す
換昇毬溜爵露3零粛ξ豊謝霰2ぢ霞吝



事業i占向け 放課後等デイサービス評価表 運動支援GYM ANT 第2
(2022年 1月典前)

チエックI員自 Iよい いいえ 改善目標、工夫してしヽる点など

,
スとの関係で適け」で

るか 4 0 0 利用定員10名に文oして、l日導スペースは67,fあるので市の基準を満たしています。

冊員の配口数は心り〕であるか 3 1 0 5人の硼員を配田しており、人員基準、l月遠,日導員加配力0算ともに満たしてい

環
境

・
体
制
整
備

想誘甦窓慧猪著岳ヨなて`
パリアフリJとのほE慮が 2 1 1 と/ベータ

ること

し

品罠泉か縄t宅供遜忌l環に、広く 4 0 O イングや、1徹員会訥を通して
しています。

ξむ吾と黒挿酵伴雪環
薯等
用
乙患喬等媛港催τイ笙轟 4 O O 年1回保護者の,うによるE甲嗣を実おもし、結果を1中員で分析して課題を共有しています。

写写宅忌鴻υ?績君窓ヽ事業所の余やRヽ
もホームペー 4 0 0 を集計後にHP及びWAMNETで公開しています̀

虐言恵岳審R楚牌嚇を行い、8 Pld5浄さ果を業務改捲 2 0 2 尾會蟄落呉義豪暑麿磐β毯製普思雲奮響儲蜜讐戸
せん。しかし当事業所評l面を

業
務
微
き

4i を行うにめに、 汗ヽ修のl世倉を確l黒 4 0 0 需縁露婆罵じそ粛摯季i建ぜ彗召留七`は染症ものもあ
・非常災蓄晴
ります)。

障害種BUの理解・体燥補助

ントを適切に
で 4 0 O 零属華箸戸

のモニタリング0きにアセスメントを行い、面5斑を実施して支援計回を作成し

多壱貿聟り↑ツ?姶署経圏己宅試壌かI祭撃|ヒされ 3 1 O ノう望ても存露森擦こ鰹彦ぁ言掛2簿揚存写響
セスメ

つ

す。ま
卜を用い

していま
ックシー

グラムの立案をチームで行っているか 4 0 O を作成しています。

'も

動フログラムを固定化しないようェ夫しているか 4 0 0 立案0と、白t回までの,3動内容を参R奪して固定1し しないよう留意しつつ立察しています。

て、課題をきめ傘Bくうか
るヽか 4 O O 休日、長期体暇ではなく、その日ごとに課題を設定をして支,風してぃます。

記録き寄む響振鰹擦暮子甲響笹讐妄詳居壇砕寂9写 4 O O 著τ落出峯蓼P集
団活動と優々の際饉に日,した□BUの運動 ,発違療青活動をl井用して

の

て

そ

し日 4 O 0 当日利用者及び注意点
ています金

(アレルギー等) を常

してし
4 0 O 異風碧審i甲奪覇高磐熔焉蟹伝悪李豚派参種ぢ騒捨;霞撃に悲零甜事字F意

見

E年豊藩耀候印ヤ票轟とら顧静宅Iキ懲示とをln'艤 4 0 O ごと 次回不J用皓の支援メニュにlEl人 ノ 卜、 を記入利√B記 ,最表 て、し ―作成に活用
てしし すまヽ

要解』伝責置3払と霊程選学涌8号僚意志イサ
~ビ
4 0 O 6か月動内容整qtt」町 、摂;Fリ

ングを実施し、l累破昔晨び1出員間で課題共有したとで、活

適
切
な
支
援
の
提
供

‖. 動を l電喜貨佃み合わせてンの

'$則

の革本居
ているか

ドライ
支l双を行っ 4 0 O ガイドラインに沿ってバランスよく支援が出来るよう心掛けています。



喪

てし
4 O O

醤碧3言隠自瀑歩とし拝粛票今1強
には児重発達支援管理賣l壬者もしくは子どもごとにふ

"

編霧話電資窪盃|どぁ
を適r′Jに 1ラ っているトラ 4 O O 壇続雪専縫覇著石嗜憬ま写ヂ整を行っています。應要な時には直接争に

塔石峯悪ど慧ど建麗床れ窪見受金徐急類合は、子ど 0 0 O 現吠、対象児童の受け入れはありません。

tン も

3 1 O 計婁蓼?情
報に引 て lよ基本at除護者からの情報を参者にさせてした 出 て

trス

“

業研から碑
る場合、そイl詐・E
しているか

2 0 2 妥額釘患み辱き
まξょ発省とこ辱!橿事9Fヽ 今後その年齢に達した時にはスムー

薔支援セツター苦
を受けているか 3 O には積範むjに参加をしています。

撃ぜ鼈野違3写三湛餐悪録乞窓
支く流やヽF喜宮のない

0 0 4
:尋ごζr曽,岳色彗言合ξξ,霰掛掌貫薪をあ還躍辱曇磐寵し,異粛橘空蕃権5扶

力｀
(1しli自立支姻) 崎iX含誓へI厨極ouに参加してしヽる O 0 4 きていませんがl】l会があれば参加したいと考えています。

子ども
ている曇環建8系篤稲霞鰺置零厭輩真毛壇轟憲熔ち 4 0 O 彗rl員

や送迎Dきを利用して、家庭での様子、事業所での様子を共有していま

関
係
機
関
や
保
護
者
と
の
連
携
関
係
機
関
や
保
護
者
と

の
連
携

ベフレ ン てし 3 0 イ 写F?そⅢ夫字膠9?fひ
=
窒り夢応昂修島鰹揚写ξ9馨唇讐墾岳

していま
ドアに掲xバ

をしてし

利用者負l〔〕等について丁申超省規翌、
4 0 0 に変更

てしし ま

爆甘F繊畠Rttgこ豊招を薄七翠言電塚誤に題
予,Jに 4 0 0

まヽ

る
し

ルーて子
す 。

るり、
り , 3 イ O

召磨儲写呂オ峯び!レ
ス感染拡大の影翌により、保護者会の開催は控えさせてい

し
`

るヽか
4 0 0

捏諺て
や
寓掌ひ,メ

〕tあつた場合には職員間で発生原因と改善策を話し合い、対廟

夢・y,定、建
て尭ほして 2 O 2

緑響鵠零ε響居簑写〉
ていません。活動の報告や行事の予定は財要に応して手

回人情IRに 十イフl庄意しているか 4 0 O 言系戻議甲全雪夢財注雇議とそ票オ晨試[と連馨t専冨摂写,し
ており、個人

埋房ぞ協島誘患毒じ辱苫恵宗
の恵濡の球通や↑菌報lとI 4 0 O

―ド
。ま

とをもがけてい
る麟党明を行いま

保
讚
者
へ
の
説
明
責
儀
等

0'I る拳lul受 に開か1■
てしlるか O 1 3 昂呂議黒こ僕盈誓芳黒哲と8霧療含え露∵棠墨編尋手!｀

ません。また、固人情

彗景貿響9形毒晶悪とi熊黄騒晨是薯偽難雙i{ 4 0 O
各種マニュア
た、保F賞者に

ルを策定し、
は、申しつけ

研修
があξ摺麟湮響揮禽養響羞周矢[lをしています。るように準備してし

ま

まヽ

敷出そのほ定

"期

的に餌難、
るヽか 4 0 O 多F昇悪梁常

ぞ
畳法露占巻碁ちでR事写ダ

定した対商B"I練を行っていますc防災

馨,感協態蕗鳥獲9モ歯鴛串師睦1股雲をヽt僻する 4 O O 虐待防止規定を定めЛ醜員に届l矢じするとともに社内研修も行つてしヽます。

二轟ettt:F言章ξ::鳥横牌写」Eヨ 4 O O 審聟寝岳S留緊議を奪猟憲撃蕊意ぁ牙撃ぜ党Fと思われるl月童がいないため現

彊に基づく
どもについて、医師の lヨ示
るヽか 1 2 1

よ
こと
し出
る してしを提出す に

して 数ヽ
慧点 てし し

し

非
常
時

の
対
応

岳逐承
ハツト

“

例集を作成して事業所内で共有して 4 O O 子〆
Wヽッ騨 側があった時にはあすl乍成しスタッフ間で周知を備貨底しれ 球



(保護者等向け) 児童発達支援評価表 運動支援GYM ANT 第2
(2022年 1月実施)

チェック項目 はい
どうらとも

いえない
いいえ ご意見

環

境

・

体

制

整

備

1 子どもの活動等のスペースが十分に確保されているか 9 0 0

2 珂競員の配置す女や専門性は適切であるか 7 2 0

3
活空間は 本人にわかりやすしヽ構造化された環境になつ て
るヽんヽ。また、障害の特性!こ応じ、事業所の設備等は ′即)ア
フリー化や情報伝達学ヘの配慮が適切になされて しヽるか

8 生 0

4 裁判載絡と艶盤,爛戦 稔汗か。 9 0 0

5
憲恭
など子どもや保護者のエーズに合わせた体制を整えてい

6 3 0
イtイヤ4お‖|け 1´ 〔

"り
、1,1,沢 rさ い′rtど ん,丈li歯 か、力「F鬱のノら、lj'1寺

亨べて′,f,ヽ llit子 業所の1う 、`,,Al中 ik Ⅲlチリさせてぃただいてお

適

切

な

支

援

の

提

供

6 え鰯 罫忌示羅期
こ`分析された上く

9 0 0

7
爆辞
発達支援計画日よ、具l本的な支援内共合畑 定され4ヽ

9 0 0

8 児童発達支援計画に沿った支援が行われているか 9 0 0

9 活動プログラムが固定化しないようェ夫されているか 9 0 0

10 地域との交流や、障害のない子どもと活動する機会があるか 0 4 5

Jfけ″flに 止る形撃tlHい ヴ)で (ぃ うか′
■t[,lく riち vtギ 1■ ,,し て、当事ヤ

''fで

「111仝 44(け る●lユ !どえてお
り■),′

保

ヨ鐘

者

ヘ

の

説

明

等

11 利用者負担等について丁寧な説明を行つている
んヽ 9 0 0

12
緒 舎
達支援計画」を示しながら、支援内容の説明がなさ

9 0 0

13
5響≧   舟と、政磯季容 9 0 0

14 存鑑坊甜鱒蘇転F知令1脳焉畝採踏孵6思F貯輩唐齋ぜ乱速 8 1 0

15 子
ご存駅

^税

声
との意思の疎通や情革R伝達のための配慮が

7 1 0

16尋盤ζ辞腱選瀬籍ヨ≦鞘識鍾覇比 3 4 1

17 人情報の取扱しWこ十分注意しているか 8 0 0
非

常

勝

学

の

対

応

18 鵡 、穐露鰹鞭孫護後臓就
対応マれ

7 2 0
防猟:、 ′■漿

"rRサ

簸に,ぃ て1,う 少 |´ ′イI′ <!″ 明なt ζl:し い、

協II 蕪楽lて ,I γt,‐ ェア加′げ〉凹宅が Iヽ汽 :で Jlっ てごキャπ,オ !ょ オ気伴に
‖1い をわⅢくた:さ い.

19 災害の発生に備 え 、定期的に選 難、救出その他必要な
訓練が行われて しヽるか 8 1 0

1=力 り「節′′,!'「 ζ―lit,向●ir(え 1,thら ぃたい[思 うこたれ:ヽ あ.
囁、働n,と″の lヽlイ rゃ 91、 1海 IVIれとの観オbⅢ Ⅲ貴うo,解″

'け

!£求さ翌(,ドいこお

り Jヽ o IItti■ ♪さi((1,おイt尺にて,1,1■ tて いよ,l,)`ぜrl,pく だか

満

足

度

20 子どもは通所を楽しみにしているか 8 生 0

いつ !】 貿 L力 に 1て いる。国 oあ「,こ lの

'1中

で1カ

"て
お所すム(ゆ わl無オ車

bl^る 力としイ1・ないて

おリカfを う(1ざいょJ^`ょオt,強〕f′  tヽつt,Iイ さス′t■文ムイ′,1英 L/メ

:二二
`ユ
リ:'す。今ケ1.イ 4L<ⅢЧいI 卜J、

21 支援に満足しているか 9 0 0

(供 へ )

0この児童発達支援評価表は利用しているお子さんの保護者等の方に、事業所の評価をしていただくものですh
町よい」、「どちらともいえない」、「いいえJのいずれかに「O」を記入していただくとともに、「ご意見」についてもご記入ください。



チエツク頂自 IE女い いいえ ご意見

① ξ忘
もの活動等のスペースが十分に確保されてしlま

20 6 O ′f10,Vア :ヽ H二しぞぞ堺摯:笑き悪:二暦え辞cロテ与
に

② 24 2 O

環
境

‘
体
制
猶
隋

③ ▼書琴9ど紀篇儲逸み目覇ご凛意寛宅R彗思などバ 13 12

④ 三;票1綴繁蔑塞尋7手
世瞥賢寧吾睾解湧営縄宅決 24 2 0

⑤
グラムが固定化しなしヽようェ大されていま 26 O 参

しく

適
切
な
支
援

の
提
供
⑥ ど磐笹握罰写目雇督爆督額祟写示流や,手害のない子 O 8 18 コ

⑦ き据?寓9サ烈
用者員担等について丁寧な説明がな 24 2 O

◎ 曇爆建
協票馬想寵蔭浬ξ居輩真患垣最息零碁そ需要 23 3 0

◎ 暴春落伝響X票写輩
や`蒼児に関する助言等の支l養

23 2

① 奮昌響喬?掘魃紀蒸堡終き届響高棄夢宗
開催により 6 10 司O

骨肇ロラξ5,雇燎農昌書饗伝禽羅著選

①
つた場合に してい 20 6 O

⑫ 晶患濠惑憑魂専汽写ξ思
のこ東通や情報lπ,達のための

22 2 2

⑭ 写超!推驀漂締馨あ冶§悪塁務
等
ご尚写習轡雷部儒落 18 6 2

保
護
者

へ
の
説
明
等

⑭ に十分注意していますか 23 9 O

① ξξ甥1磐轟是3F僕巌警8暦昂
予轟銘き臀審吾妥 21 4 可

非
常

崎

の
対
応 ① 奄忌聾憲錦森赤悟留員モ居響撃妖

遣l賛辟、敷巴、その
25 0

Φ を嬰しみにしてしヽますか 22 3
"FAたちも曽さんにお余

ますの
満
足
度

市禁所の支援内容に満足していますか 23 3 O
申

保護者向け

(保護者の皆様へ)

放課後等デイサービス評l面表 運翌l支援GYM
ご回替欄にOをつけてください

ANT第2

(2022年 1月実施)

0 この心女課後考ディサービス岳甲l雨表はれ!用 しているお子さんのl黒肢者警の方に、事業所のstt115をしていただくものです。

躍 懲幼 |と

手
汽岳名喜船灸管腔筑 、む

咄 劇 のしヽマすれかに嘲 を記入しれ ただくとと訛



(事業者向け) 児童発
雇落聾梶昌確暮豪:)動

支援GYM ANT

チェック項目 Iよい いいえ 工夫している点、課題や改善すべ害庶など

環

境

・

体

制

整

備

1
41用
定員が指導訓練室等スペースとの関係で適切である 4 O 基準を局たしています 使用しないときは器具を片付け活動のスペース

を確保しています

2 職員の配置数は適切であるか 4 0 ё拝僚響拒旅こ撃琵著ぃ事夢
の支}震は行えています 可能な範囲で1曽や

3
‐
〔し バ

ている
4 0

し
す
に入

る
え てしヽます ′ lJ アフ 1」 してし

4 繁甥罐凝剥鋼軽8鞘慧る`か。 4 O 活動後の清掃を徹底し,曽燦に保つようにしています 用具の収納磐児重の日線の高さに合わせています

5 送迎など子どもや保護者のユーズに合わせた体制を整えて 4 O 希望者全員にはできてはいませんが可能な限り、送迎ルートやおやつ提
l猟等保護者の要望に百3慮して行つています

業

務

改

善

|

6 業湾憬亀進協鰐 ＼撃イ
クザ只目盤定と振り返 4 0

撃写
会舶や仕事中、朝礼の時間などに情報の共有、確Blや改善点を話し合ってい

7
響諾解計乞汁保鋼事濡纏螂置粗鶴 4 O 年1回保護者による暦耳

lldBを実施し、頂いた意見を職員で共有、分析して
課題をgきし合つています

8

事業所向け自己
まえ、事業「すとし 自

果を搭
て

内容を 事業所の ホ
ムページ等で公開しているか

4 O 需卿 聯 艶 鵬
し改善点務苦し合つてしヽます

9
静言言噺讃

る夕1吉隅評価を行い、評価結果を業務改善につな
O 4 現状では外きB評価を導入できていません

きたいと思います
方法等も含め今後検討してい

10
懲景
の資質の向上を行うために、研修の機会を確保してい 4 0 障害の種別

もヽ崎性、特に発達8章害
僑懇み烏琶呼械妥響

禰動の研修を実施
してしヽます 外3,研修にもできる限

適

切

な

支

援

の

提

供

と生

禁
継 鰍 Ξな万鍛 矯 扉豚 4 O

モニタリングBきにアセスメントを行い、面設の内容と合わせて分析し支
援計画を作成しています

12 琺期鮒躍鮒4守難鋤虫標準化されたアセ 4 O 事業所内で其通のアセスメントシートを用いて状況を把握し、跡要に応して診断書や検査結果の写しを保護者から提出してもらっています

児童発達支援計画には、具体的な支援内容が設定されて
いるか 4 0 モニタリングをもとに具体的な支↓展内容を記朝しています

14 児童′九k連支援計画に沿った支援が行われているか 4 0 毎日のプログラム作成時にlttl々の支援計画を元に立案しています

15 活動カ グラムの立案をチームで行なっているか 4 O 毎朝その日に来る子供のプログラムを当日の職員で話し合い者えていま
す

16 活動プログラムが固定化しないよラエ夫しているか 4 O 前□までの活動内容を参照して匿l定化しないよう配慮しながら立案しています

17 君こ盤 魏 部鍋卍潮tttΠ類辞
を雄組み合

4 O サ
ーキツトでの集団活動に

'」

する支援とlttlBUの課題によるlttl別支援のプ
ログラムを組み合わせて作成しています

18 垂煙囲歯慰括獲艶民肥疋そ鰍 竜家
日行われる 4 0 その日の全スタッフで不遵日、役割分担、l国月Vプログラムについて8舌し合い確認しています

19 支援
た支構艤肋婢騒符紹倉さを贅織 (l家

れ 3 1

利用宴れ資を記入し,苦動内容や児童の様子の振り返りを行つています 勤
務時間の関l系で翌朝になることもありますが振り返り もヽ情報の共有を
行っています

20 最窪2琴績長麗▼
録をとることを徹底し、支援の検証 4 O 個人ノ

ート、利用逼B録に支援の1犬況を:3録し次国の計画立案時に活用し
ています

21
房献聟経涯馬紹 そ熱

｀ヽ児童発達支援計画の見直し 4 O 6か月毎にモニタリングを実施し、その後の会8鶉で児童の成長や新たな
課題について検討・共有しています

22 噺鰍欝認読熙鋸 翻 ょ獣Fど 4 0 担当者会議には児発管が参画しています 新型コロナの影響により本年
度はありませんでした              1

23
亀垂聯 雰斎

援等の関係者や関係機関と
O 4 今年は新型

コロすの影響もあり行うことができませんでした つ
後検討してしヽきたしヽと思います



関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携

24
な子ど 子ども

してし 医 保
救 てし るか /

25 騨   話単
26
盤離雛理乾読P闘

で、支l震内響饂 熱焔 1 3 財要であれば行いたいと′で、います 行う体制は整えてあります

27 鏡詩懇鍮 1傘貫継盤滴搬剛 | 1 3 要望により対応しています 送迎時など情報を共有しています

28 野瑚
―ン茸甥葺鵠親謡牌 報艤 4 O できうる範囲では積極的に参加しています

29
無
1,光との交流や、障害のない子どもと活動する機会がある

O 4 昨年は保護者会にて地域の事業所
隻緒埓警悪ぷ啄倉

を行った 本年も企
画はあったが新型コロナの影響で実

30 攣☆籍縄際擢鼈欺前発憲輩摩
や地域の子ども.子育て会議 O 4 今年は新型コロナの影響により交流l脱会を設けることができませんでし

た 検討し行つてしヽきたいときえています

31 日褒から子どもの状況を保護者と伝え合t 子どもの発
や課題に■)し て共通理解をもってしるか 4 O 送迎時やノートを通

等でも達lSを取り合学再僚埋す
をお伝えするとともに、跡憂であれば電話

保

護

者

へ

の

説

明

責

任

等

32 運営規程、利用者負担等についてT寧な説明を行つている
んヽ 4 O 契約備はもちろん蜜間や只モ間のあるんへはその都度丁寧に伝えることを!b殉イサてしヽます

33

ガイドラインの「 援の提供すぺき
及 「 児

支 を行し 保
てし` るか

4 O
ガイドラインを基にモニタリングによって保護者の要望を何い個
月U支援計画を作成、これを示して保護者の同意を頂いた上で支援
をF幻始しています

34 窃卍照鎚1鰹細警と韓 零糧認】ド
する4目謝こ適 4 0 定期的ではありませんん{、 半年毎のモニタリング時やご相訓いただいた

ときには随時保護者に寄り所つた対応や助言・東援を心掛けています

35熟麟旨鑢響鞠 謙二郡釧 4 O 相談があった場合にはすぐに面談を行うなど対応し朧員で共有していま
す またRp応できるように会議連絡体制などの整l蒔はできています

36 腔帷翻籍鈷聴型簿賀縄隷 ボ鮒 1 3 定期的な会章Fは発行してしヽませんが活動の報告や行事のラ定は跡要に応して手紙を配布しています

37 個人情報の取扱いに十分注意しているか 4 O 跡要な書類は盤t付きの書庫に入れて保管し、徳8終業時には施鍵を確認
しています

38 障
肩認患をとモよ患無

護者との意思の疎通や情報伝遠のた 4 0 給カ
ードを用意する、短い言葉でわかりやすくB捕明を行う、箇条雷きに
する、筆談を用意するなど意思の疎通ができるよう工夫しています

39
業
事
蒼暫客窟珊 ←

民を招待する等地域IE開かれた事 O 4 今年は新型コ⊂lナの影響もあり行えていませんでした 今後検討して
行つていきたいと警えています

非

常

時

の

対

応

40翻襲縞雛烙戸乙名織τ解発 4 O
しつかりとマニュアルを策定しています 研修のキ般会も持ち、保護者に
日崎内容を同知したうえて各種 (1也震・火災・不留者)想定のBll練も実
施しています

41
悲織 揺徳F、

定舞月削こ剛 、求女出その他泌婁 4 0 年2回それぞれ地震・火災・不書者を想定した対応訓練を行つています
全児童が参加できるよう1週間という期間を設けて行つています

42
を縄亀こ号讃崩評

防接種、てんかん発作等のこどもの状況 4 O 契約時に確認するだけでなく、通所時にも随巴き様子を聞くなど状況の把
握に努めています

43
韻 大手風皇勇争

子どu二ついて、医台下の指示叡こ基づ
1 3 医師の指示署はもらっていませんがl采護者からの申し出によりしつかりと対応しています

44 ヒヤリハット事例集を作成して事業所内で共有しているか 4 O ヒヤリハット
徹底していま喜

例があつた0きには出す記録1乍成してスタッフ間で周矢Bを

45
療簿焦騒渉蕊亀獄件

耳競員のF牙修機会を確保する等、適切 4 O 年2回の内き,研修に加え外部の6舜修にも参力oしています

46 緯憩 獣亀侯鰈 撃喬庭年群甘静即 3 1 荼|や憲伝擢留肇密評目た憑望瓢已て 
状では言3戦が跡要と思われる児童
いません



事業者向け 放H課後等デイサービス評価表 運動支援GYM ANT
(2021祥 月ヽ典施)

チェック墳目 1ま しヽ いいえ 改善目標、工大している点など

員が,ξり訓ユ策箋者スペースとの関係で適切で 4 0 O

4儀員の雨3鬱叡は適げlてあるアl｀ 4 O O まヽす

翠
境

・
体
制
整
附 てヽ、パリアフリー|との開l韓が

硼になされ 1 2 1 す

譲驚鵞熊霧進ぢ,佳Pttk品昌思参詠し宅」(至黒1伊 4 0 O

るヽか
4 O O

ラ撃宅尿謡U宅演看急ヽ事業所の食▼Rやホ
ー′ぅベー 4 0 O

′
き号憲腸奪R4ぷ

稗価柿 いヽ獅 絶粟を靭 改g与 0 0 4

業
務
改
善

してしヽるか
製の向上を行うために、岳Лじのl'ほ念を確保 4 O O

t' 子ここ婁軍會こ韓髯[[壮七豪宅1歳桑濃専写矛
~
4 0 0

l阜準化さイ■ 4 O 0
ン

ら てヽしヽ
つ

ご提出し

活動プログラムの立築をチームでl,っているか 4 O O し

'き

勁プログラムを固定 |じ しないよ
‐
ジエ夫しているか 4 0 0 つて い

「〕、 て、し 課願をきめ細やか
るヽかてし 1 1 2 第2との口谷同等) 0ナの影膠に

積を票8橙弩辰解橘薯>ワ薯
聖讐安舒需遷黎晟0宅 4 0 0

ツ

10につし
その
して 4 O O

,f!、

るヽ
4 O O

し つ

3f豊語協振辞▼誦巻桂も思静宅I糧示
とを榊心 4 0 0

ハ ッ

し次回以,年に繁げて,

ス討面の見直
夕リングを行い、放lⅢ後等デイサービ
しの四要性を判‖折しているか 4 O O しています

適
切
な
支
援

の
提
供

g寵
を房

`ィ

R輩駅
の基本jも堕bを懐敗組み合わせて 4 O O

つ



し 4 O O 慮諺げξ9狩
るl場合には出来得る

'艮

り児発管が参加しています 新型コロナにより本年

!I

行小1予定等の交換、
連BBF冊 漣 (選 kttDきの
を過切に行,ている 3 1 0

つ

縮

t″ 子 ど O 0 4 定です

甦幕僣極惑辱ドξ襟長岳喜暫淋超警招れ環審E艦葺 2 2 0

サービス事業所から,,
る場合、そllまで
tノてし`るか

0 3 1
してい とヽ騒いいつ

4 O O

にヽ宙のない

=

うク

O 0 4

か

(lll‖支白泣支援) 協脇会等へ1白 lJ的に今力uしてしヽる O 0 4

てヽ

子 ど

か
つている
子ども
4 O O ています

関
係
機
関
や
保
護
者
と

の
連
携

関
係
機
関
や
保
護
者
と
の
連
焼

OI吏
9υ9宙?P↓全留9歩奪お霊狼獲欅曹埓t( 0 イ 3 関わり

しヽと琶
きヽた

えています

支l足の内容、利用喜負!日等について丁中
つているか 4 O O

岳む声繊亀憲誘雪ご蜜桜窪薄;翠濱息想談
に崎切に 4 0 0

る

るヽか 4 0 0

豪言:営機曽再ξ呈睾写檬標:韓黒し鷲科會綜磐儀4 O 0
てい

『
oか

し、

し

l芭

て 1 3 0 して配市しています

的人i購幸Rに十お崖なしているか 4 0 0
ヤ

してしヽ
の穂思の暉議や旧,R胚 3 1 O 釈宴讐

やすい言葉、短い言葉、索讀や絵カード等を使って意悪の疎通を図って

保
護
者

へ
の
説
明
貢
催
等

1し域住民を181と する彗lbl磁に,8かれ
てしヽるか O O 4 し

慧e堂智夕死を晨遷とt脇賀悪凝晟蕃と尚鮎せ箸↓{
る か

4 0 O し、]‖練時に マニュ
ています

定朗60に lFf知 、数出その1ま
つてしヽるか 4 O 0 寧評

行つています (地震・火災)児 唐全員が参力8できるよう1週間の期間を脚サてい

吟、

職員の研修出倉を確1黒する
るヽか 4 0 0 し

このようなlB合に 'ヽDりを得すヨl本

"」

束を行うかにつ

拌悪と専尋惑Ettξ毎文ぞ
F議譲優撃事壕孝翌鬱女 4 O 0

してはいませ
つ

し

つ し てと 広師の ,日示もに
るか 0 1 3 もらってし

非
常
時

の
対
応

ッヽト事l引,紫を11成 して申集Pナl「入]で共有して 4 0 O してし



(保護者等向け)

0この児童発連支援評価表はれI用しているお子さんの保護者等の方に、事業所の評価をしていただくものです。

轡 毒錆啓霙喬) 
勤支援GYM ANT
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保護者向け

(保、せとの指様へ)

放課後等デイサービス評1面表

ご口筈欄にoをつけてください

運動支援GYM ANT
(2o21年 1月案施)

※赤字は事業所からの□笞

0 この放h黒後守デイサービス糾l面表は利用しているお丁さんの保i獲音等の方に、事業所の評l面をしていただくものです。

「はい」、「とナテらともいえない」、「いぃえ」のいずれかに rolを Bじ入してしヽただくとともに、
1ご意見」についてもごと3入ください。
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(事業者向け) 児童発達支援自己評価表
 s動
支援GYM ANT 第2

(2021年 1月実前

チェック項目 は い いいえ 工夫している点、課題や改善すべ昔点など

生
烈
用定員が指導訓練室等スペースとの関係で適切である 5 O 利用定員10名に対して、指導スペースは67H千あるので市の基準を,崎た

しています。

2 職員の配置数は適切であるか O 常時
3～ 5人の職員
もに満たしています

を配置しており、人員基準、児童憎馨員加配力0算と

3

計乳魏囁霧響 鵬 甜 卿範
ヾ
3 2覇蒼質翡悪事と、額留客鐘聟モ侃察写ぷT応昌計と承愚岳宗吾留窪窪琶馬とヱ思肇

レペーター不設国のためご不便をお拷卜け致しております。

4 雲憲:著」惑こ潜懇織 ;紙鵠糊 琳
略か。 5 0 用保買広晶漏悠悪発磨乙旨療伝滝選尼き恕せ

策
宅常事消て行つし

環

境
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体

制

整

備

5 もや保護者のエーズに合わせた体制を整えて
いるか 5 0

ます。車はB主車lB等
でできる限りの方を一回のルート

送迎ルー を働い、
ししヽ

6 奇ぞ路豪亀進協棚 イクЖ目標設定と振り返 5 O 毎朝のミーティングや、H議員会E戯を通じ
手:支
援の目的を共有するとともに成果

や改善点についても意見交換をしていま

7
て

5 O
箸↓?届婆写Pん

による岳早l面を実施し、結果を母観員で分析して課題を共

8 5 0 結果を集計後にHP及びWAMNETでフム`関しています。

9
諄言后噺言

る外部評価を行い、評価結果を業務改善に O 5 現状では外者8評価を導入できていないので、今後は第三者による
評価の海法を検討してしヽきたしヽと者えております。

業

務

改

善

10
蹴Fの
資質の向上を行うために、研修の機会を確保してい

5 0 屋経琴標藻需訪需膠獲製品t辱際姿与脇 暫唇菅増謝亀紹 !の

11 を客観 で、児童発達支援計画を作成してい 5 O 騒長半年0のモニタリング時にアセスメントを行い、面
g奥を実施して支

援計画を作成しています。

12 子どもの適応行動の状況を図るために、標準化されたアセ
スメントツールを使用しているか 5 O

最長半年毎にアセスメントシートを33入して頂き、子供の状況を把握し
ています。また、個月Jの体操チェックシートや作業療法士監と,修の日常生
活動作チェックシートを用いてl六況を図つています。

13
猥辞
進支援計画には、具体的な支援内容が設定されて

5 O
」/グ
をもとに個 の々こ果題や支援テj針、具体的な手立てを記載しモニタ

ていま

14 児童発達支援計画に沿った支援が行われているか 5 O 毎日のプログラム作成時にl固々の支援計回を元に立案しています。

ユ5 活動プログラムの立案をテームで行なっているか 5 O 毎日その日の全翻観員で意見交換を行いプログラム各作成しています

16 活動プログラムが固定化しないようェ夫しているか 5 O
整壱等と、撃写芦

での活動内容を参照して固定イヒしないよう留意しつつ立

君こ瑠獣裂為盤協と等F澱鉤帥殆 5 O サ
ーキットでの集団活動と|□々の課題に即した1固月Uの運動・発達療育活
動を併用して行っています。

18 蓑壌房鰈 犠勁曇電にと総 竜宗日行われる 4
lttl別の運動
等)を常勤・

メ ユ

ない点

当 利用

□―の改善を行つてしヽ
してし

(アレルギー
えてい

19 翻 舞詔甲爵簿F籍をミ穀 飲れ 5 0 民型審R評選覇庵蕃奪発畳絡撮撃絲ち藍ぢ窪唇警摂雪赳・非常勁含めて意見交してしヽます。

20
縫 2き結早離翠

録をとることを俗箕底欧支援の検証・ 5 利用ごとに
作成に活用

l固人ノート、利周記3景表を記入して、次回利用時のメニュー
しています。
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モ ニ タ)ン定期的に クを行し 児童′尭違支援計画の見直し

て し るか必要性を判断し 5 O 6か月以内で評価・モニタリングを実施欧 保護者及び職員間で課題其
有した上で、活勤内容を見直しています。

22 脇爆鷲溜糟瑠た花蓋も蹴 £欝威琴者ぜ留よ宅宗子ど 5 O 寧訟電き密と慧誓猪し俣嵩菖森蓼儘8響粛挙琴声
援管理賞任者もしくは

23
亀姦聯 憲斎

援等の関係者や関係機関と
0 5

コロナウイルスの彫聖もあり現時手魚では行えていませんが、今後は行え
る範囲で行っていきたいときえております。

24
全楚擁知判竜∵間で、支援内選観 と穐 5 0

保青園から0『び出しがあった際などは情報共有と相互理解を図っていま
す。

25 て 学校小

かるヽ 5 0 小学校のル
ームや撃き別支援級の間で支援内容等の情報共有と福重理解を

図っています。

26 縫騒雛テ機 盈野齢講誘塩蟄艤
受けているか

5 O
研修がある際には積極的に参加をし
対廠しきれない問題が発生した場合
ています。

、当事業所だけでは
と連携し助言を受け
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、l山の専門機関

関

係

機

関
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無
域との交流や、障害のない子をもと活動する機会がある

3 2
でと憑モ喜筆暮月零DttP乗隼登霰懸翼潟る

てしヽきたし

28 (自 ども部会や地域の子ども'子首て会議
るヽか 5 現状は参加できていませんが概金があれば参加したいと者えています。

29 具編増潮    (搾換亀鍵酪蔑臭猛婁拿唸払Fども
の発遠の 5 O

済攀響メ
送迎時を利用して、家庭での様子、事業所での様子を共有して
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説

明
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等

30
ボ
営規程、利用者負担等について丁寧な説明を行っている

5 O も しています。また、重要
ってしヽます。を行

31

児 ガイドラインの「 すべき
のれらしヽ及 「児

明を行し 保
るか

5 0 どのよ
た支l浸鼻毬懸悪蓬鏡需遊0宅召g喜亀鯨票夢ダ

リングを行い、完成し

32 総 、理是誹衰財旨臨廷鶏堵認群す 5 O

33隷蝉鎚響齢麹騨i(観驚製 5 O 侃評鴛応をしむそ∬黎号P易含には闇員間で発生原因と改善策を話し合
34 騨帷絨著紺磁禦難ご理護奪鎌鰍 2 3 定期的な会報は発行していません。活動の報告や行事のう定は跡要に廟して手lヤ氏を百Bお しています。

35 個人情報の取扱いに十分注意しているか 5 0 あ「居人
や
橿金慎醒辱と望チサ!至穏蔑3零覇あ擦絆起忌蜃壕[専しておいます。

36 保護者との意思の疎通や情報伝達のた
て しヽるか 5 0 綸カ

ードや組を用意し、短いこ繁でわかりやすく轟党B日を行うことを,いがけていま
す。また、電話馨での日頗B此明が難しい場合には、紙面によるg競明を行います。

37
業
事
遵暫?剛 ←

民を招待する争地域に開かれた事 O 5 個人藉嘉あ儀否ゃ
蔓
僚皇警占睾置虐は尼懸釈摺伝f桑葵総蒸手夕

。また、
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応

38
発 5 O 写r妥乏F漂儀者を奮憲,ぃu写森漂核百裂際練2琴聟萬民響き

をる
し
匿ぢ磨準

備しています。

39
輸 漆言需監 儀範Fヽ

定期的こ避難、救出その他必要 5 O 年3
す。巳菟多テ費増第る養お違俗壱再雪響居学霰:す

廟創‖線を行っていま

40 着肥慨し号讃崩評防接種、てんかん発作等のこどもの状況 5 O
て □

まを常崎準l備 してし
しヽ

41 緞 縄欧
子ど樹こ引ヽく

5 0
[彗寄母晉琶ξξと搭三:こ,零著博苫毒甘豪撼魯雪むこ毒尋鬱ここ「蛍し,本2習摺態

42 ヤリハット事例集を作成して事業所内で共有しているか 5 0 ヒヤリハット事例があった時には駆す作成しスタッフ間で周矢0を l鋏底しています。

43
爆毎患笞渉灘縫身件

脱員の研修1繊会を下密保する等、適切 5 O 虐待防止規定を定め職員に鷹l知するとともに社内研修も行っています。

44 購 、既蘇隷 蝦稀庭年群甘譜蹴 5 0 契約時には跡すB党明をしています。記期が跡要と思われる児童がいないため現在支援計画にg3車打している事例はありません。



駆奥者向け 放課後等デイサービス即価表 選勘支援GYM ANT 第2
(2021年 1月実施)

チェック頂日 はい しヽしヽえ 改善目標、工夫している点など

が指増8聴室曽スペースとの関係で面切て 5 O O 10名に対して、情19スペースは67rHあ 6ので市の基準を浦たしています。

'住

員の酉E画淑は,0硼であるか 5 0 0 事写F～
5人のln4員を配置しており、人員基準、l月逮l目導員加配をo距ともに局たしてしヽ

環
境

・
体
制
整
備

パリアフリーイとの配慮が
ているか

てヽ

1 3

講驚瞥擦言接η命倭P霰滋患量厚な話し宅|(五黒際 4 0 1 箸憩貿轟涙憂し¥留撃歩拌
員会Я鶴を通して、支lRの目的を崇有するとと

5 O 0 1口保酸者のアヨによるこ甲ldbを典おもし、結果を職員で分析してB票題を共有してしlます。

(i

9撃宅承認8?績至ふ事ヽ紫Pプ,の会螺やホ
ームペー 5 0 0 傘き果を集計後に日P及びWAMNETで公F"]しています。

る外B$評価を行しヽ、こTIED怖果を業務改器
るか 0 0 5

言ぁ撃写!ヽ
ので、今後は第三者による日早価のん法を

していきたいと者えて
入で

業
務

改
善

日
8馨R電ぷ

の向上を行うために、「汗F揚の椒会を確 1黒 5 O O 昂悪詈箕罵,そ潔禦季法離 埋農最識 、害時
,D車害種別の理解。体燦補助

スメ ト

してし
5 0 O ング0きにアセスメントを行しヽ、面酸を案内Bして支援計画を作成し

まヽす。

澄多七蜜望g摂ッ空;む墾罷留己毎械懸ポ環
I常 |しされ 5 O O ぢうイ下も存霊会擦≡握忌ぁ旨答2磐録存寧響V59苗マ巻用

ま
ぃ

アセス年簿に メ

てし

グラムの丁ヱ案をチーム て,行 っているか 5 O O 毎日その日の全臨員で意見交換を行いプログラムを作成しています。

V 妬勤フログラムを固定化しないようェ夫してしlるか 5 0 O 立案8ヨ、納回までの活動内容を参照して固定化しないよう留意しつつ立案しています。

i梁願をきめ細やか 4 0 1 休日、景舛月体瑕ではなく、その日ごとに課題を設定をして支援しています。

5 O 0 移ぢ落出与事P集
団活動とl固々のこ果題にE口 した旭月Jの運動 ,発達療蒼魅動を併用して

言彗票賞盟曇脳燃島馨悪整島雰摺己写属宅銘泌こ宅 5 0 O 翌1堺督訊占誌F蜜癌講冠島こ胞算し導R裂写声
及び注意点(アレルギー等)を常

了

るか

し、

J2 5 0 0 禦風碧屠i〒毒銹蕗磐G発警伝悪金伝鴻参整ぢ≡簿雪賞普にむ宅試豪与F意
見

EF豊護湾極鰐ヤ議悪にも憲瀑宅Iや念示
とをnr占 5 0 O 利用ごとに勉人ノート、利用記録表をBB入 して、次回不U用 0壱のメニュー作成に活用しています。

受翠恕伝琵岳包泳惑室篠毎I艤と繋笛竜示
イサ~ビ 5 0 O 、蓼手ダ

リングを実施し、保1強普及びⅡ鶴員間でB緊隠共有した上で、活6か月以内で
`平

価
してし

適
切
な
支
援
の
提
供

eゎせてンの子名馳|の基本,3動を榎拗B二み
てしヽるか

ガイドライ
支腰を行つ 5 O O ガイドラインに沿つてバランスよく支援が出来るよう心掛けています



孝再母祭談嘉
涯穂議をぞ潔毛思登据も言き藩壕喬9 5 O O

写議事ξ:偶
には児童発違支,既管理費任音もしくは子どもことに,s、

しし

し、

し

蒜麻|?琴夢li梨?障沼蓮胎;・ [憩翫層::ぞ償控 5 O O 轟ご趨括磐摂警専羅錦差し響|;事写阜
周整を行ってしヽます。螂要な8きには直接学

入れる場合は、子ど
ているか 0 0 5 現状、女」象児童の受け入れはありません。

4 0 計事署P情
報に引 て l」i基本的に保護者からの情報を参者にさせれ に崩 て

′

“ て しヽるか
4 1 O 妥涙希患み辱き

ま
ξょ
発
者とこそ1橿事9ダ 今ヽ後その年感|に達した時にはスムー

据懇脅穏嵩r色漂3「絨書蔦綿緩芝骨支伊宅訴室示箸 3 1 1 研修がある
'ふ

常にはI費極的に参加をしています。

'窟

宙のない 0 O 5 虻ll観
し、鍵廃絨会理艦傍蓼した。

l鳥 発ヽ倉等へr開極nりに参加している O 2 3 現4犬は参加できていませんが機会があれば参加したいと者えています。

.′
II

ど

か
つ しヽ て

艦えあい、子ども
理解を崎つている 5 O 0

夢r帳
や送迎崎を利用して、家庭での様子、事業所での様子を共有していま

聞
爆
機
関
や
保
護
者
と

の
連
焼
関
係
機
関
や
保
謹
者
と

の
述
慌

ベアレン tノ

に

て

き

つ

歴

行

保

を
ヽ
限

ら

支

か

の

点

等

眼

グ

る

ン

□

二

を

一 2 2 1

の関わり
アレント

していま
ドアに掲示レー三

と
ペま

しを して

濯篤鵠愛汚著響釈輩ぶ
ヽIJ用 者員 I□等について丁寧 5 0 O 。ま

を行つ
つ

た、

懲墨筋零こ皇悩窪著七響萬怠想鋏
に題呵に 5 0 0

ぐす
て

レー

し具有 して まヽす

5 O O 年3回保護者会を開催し保3撹者同士の連終の場を設けています。

つしヽて

してし
5 O O 捏ひ響寓掌ひPが

あつた場aには1説員間で発生原因と改善策をときし合い、期題

F彗黎壕
喬摺諦窪挙優を、蠣魃響潜瑶C鷲晃僣し響 3 0 2

層響欝鵞ε響居妻写,て
いません。,舌動の報告や行事のラ定は財要に応して手

十分崖意しているか 5 0 0 橿覇震趨g全写努財と常翫とそ韻壱晟試ご恐連馨じて
轡
居写写ダ
しており、個人

優畠ぞ認島蒜忘窪じ響携ヨ赤
の蔽餌の峰励や協報伝 5 0 O

ドや紙を用意し、
また、電B舌箸での

短い言葉でわ
□頭説明ん(魏

綸カ

ます
まヽ

保
護
香

へ
の
説
明
責
任
等

1む l,llユ円を招t寺する巷地,ЫにFァ 8かれ
つているか

事業所の行子Jに
た部業ょ芭箇を図 2 O 3 報呂議冨る僕最著

整嵩審簡亡8霧な点A£露督梁異紀毛手!｀
ません。また、1西l人情

臆賢悪浜晟薯と尚鰯む奪tl
るデ)｀
二」アルを乗定し、

ニュアル、

6 O 0
二I フフ ます ま
保護者に し まヽて し

悲霰盤憲綸森差悟雪尋と定"力
[ド」に題身督、救円そのI置
るヽか 5 0 O 夢F昇毛梁驀饗法鰹浩磐春ちで高ま写ド

定した文」応訓練を行つています。い汚災

,1) 客!キ篤協態魅忌を9モ‖霧8研 ,5t触倉を5t保する 5 0 O 虐待防止規定を定め臓員に周知するとともに社内研,多も行っています。

,奪iEttt三岳ξ二写二噺縛候彗ξ職 : 5 O O 審豊擢写岳留尾議8宅猟恵攀高きぁ雷撃g打テと屈われる児童がいなしヽため現

ているか
もについて、医師の指,,( 6 O 0

り

。

よ

す

と ませんが、 し出にる
申

て し
してし

非
常
時

の
対
応

伝髯Xハ
ツト夢l'l礎 を1年成して事,亨ド所内で崇有して 5 O O

写メ
リハット事例があったBきにはlLXす作成しスタッフ間で周矢8を徹底していま
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チェック項目 I工 とヽ いいえ ご意見

子どもの活動等のスベースが十分にI中保さ11,ているか 5 2

であるんヽ 7

でいるんヽ
′やリア
つて

6 1

だr撃翌盟整酪ゴ届佗馨五寵島勇S輔樫批里∴1縣るか。ま 6

1

2

3

4

G

環

境

。

体

制

整

備

子ともや保 l蔓 青のi―ズ1=合わせた体制を盤えてい
3 4

6 れた上で、覧鰯 S忌扉瀧理鞘
にうぅ`lFさ

7

7
無辞
嫌 支援計団 封k ttl本的な:丈 概内容んl設定されてい

7

8 児貰発連支槻計画に沿った支撰が行われているか 7

9 澪動プログラムが固定化t,ないようェ夫されているか 7

適

切

な

支

援

の

提

供

10 や、障害のない子どもと届璧l,する観会があるか 5 2

11 運営規催、利用者負担挙について丁H撻な説lノ子を行つている 7

12
れたか
児童発建女 l妥計口」を示しながら、支援内容のな文明おf′〕

｀
さ

7

13
:趣,こ稔鞘 紳 触と,

や

7

14
中 るヽ

か

や中 つ し入れli てヽ

てし 子ど
′
もや

7

15
宅僚離辞
との意思の離通やt育報伝達のための配慮れt子ども

7

16謎ξ欝脇象轍呻 2 4 1

保

護

者

へ

の

説

明

等

17 7

18

段゙の取扱ヽ W二十分注なしているか

ニユアル、防犯マニュ
l黒敲者に同知、説明

感染症対応マニュ
されてい
ザじア

るか。 5 2

弁

鷲

い

０

０

Ｈ

注
19 読株器痛宅紹魂欺許た

'胡

的に選難、オ女出その陣要な
5 2

20 子どもは通所在・築し)にしているか 1

本当に懸 1′そ )に ょ`コ所 〔́ていよJ。

■1リカ'と う とでヽいょ」。 〉↑資し!争 t′ t′ 41こ
'“

テザ11 て
tヽオたリムよう装暖内容′lT矢 1努いてよいり十

1_

潜

足

度

21 事業所の支援に満足しているか 7

くさA, よし■.

りT'ラ iドい■,。 おけかと )ド ヽぃょ,.

往 t′よりI▼ い■l'文 /サ `で さ4ょ うに丼
`′

lて いⅢれ

Oこの児童発逮支腰評価表は利用しているお子さス′の保護者等の方に、車業所の評価をしていただくものですと
れよいJ「どちらとtいえない」、fいとヽえJのいJ・イしかW三「01α B記入t′ていただくととも1こ、「ご意見Jについてヽ ご1己入ください.



チエツク項目 はい しヽいえ ご意見

①
―スが十分に確l黒されてしヽま

23 5

② 4針員のむB隠数や専PB性は適切であるか 26 2

環
境

・
体
制
整

備
③ 言蓄99ど億蒜儲逍恐愚ぁご娯憲尻り

の股田などバ
ているか le 9 4

④ 乏三専吉療譲言窓モ7サ
ズピ盟罫亀解解続審舞宅決 26 2

⑤
グラムが□定化しないよう正夫されていま

26 2

ヤ

今l監もより良い
していきます。

り

に努カ

適
切
な
支
援

の
提
供
⑥ 三話彗爆薯懸ま9ぶ流や障害のない子どもと 3 11 12

RRBr木質の1」出て
'39

⑦ き猪写R宴ぢ翠
用者員但箸について丁事なB党明がな

27

⑥ 号写建B票完車需愁置客侵輩真恙趣轟魚磐きそ汽ま
も
25 3

◎ 爆審葛局翌旅蓼写球`
も、蒼児に関する助言等の支l景

26 2

⑩ 縦昌害喬?源超鍵添蟹擢き周響萬套ま窓
開催により 8 13 7

二
Eら僣いて

① し、き情があ
ますか

を
る と g党明

しに対応 て し 21 7

ξ

⑫ 専汽察ξ思
の疎商や惰やn伝達のための 26 2

⑬ 患営讐ヨε馨導書通ζど尋きこ葺曽号≧持霞手ξ落22 5 どでてヽお

“

lり
lι】

保
護
者
へ

の
説
明
等

① 胡に十分注意してしヽますか 26 2

① す景
努把窪異患3F僕!箋警恕暦馬]轟餡き猪警預蓼 27非

常
時

の
対

応 悲縁墾恵吊森急唇霧風モ居嬰響係避難、r文出、その 27 1

す① 子どもは通所を楽しみにしていますか 27 たヽ

満
足
度

① 事業所の支援内容に局足していますか 27
.ε後もより良い支眠がてきる
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ご口笛網にOをつけてください

放課後等デイサービス評価表 運動支援GYM ANT第 2
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O この占夕3果後等デイサーLプス評l雨表は不u用してしヽるお子さんのl果護者等のんに、事業所のE甲価をしていただくものです。

腔慧勧Iども孤宅名書船灸ぞ擢れ、.恥
脱」のいずれかにro」務秩してぃただくとと弘


